
ISSN 2186-0645 

｜富山市埋蔵文化財調査報告 10I 

富山城下町遺跡主要部発掘調査報告書

一一番町共同ピル（仮称）新築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告－

2014 

富山市教育委員会



ISSN 2186-0645 

｜富山市埋蔵文化財調査報告 70I 

富山城下町遺跡主要部発掘調査報告書

一一番町共同ビル（仮称）新築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告－

2014 

富山市教育委員会



巻
頭
図
版
1

調査区遠景（南から）



巻
頭
図
版
2

調査区近景（南西から）

調査区近景（東から）
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SD03 ［下層面背割水路］近景（西から）［上層面背割水路］近景（東から）SD01 

SD03 ［下層面背割水路］石積み近景（西から）
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「万治年間富山旧市街図J万治年間（1658～1661年頃） 「御調理富山絵図」寛文六（1666）年

当

「越中富山御城下絵図」安政元（1854）年

~） 

J 圃 ・ I ‘l也 いーl等

「御域内外御焼失御絵図面」天保年間（1830～1844年）

富山城下「一番町」周辺の絵図（富山県立図書館蔵）
絵図の中央付近に東西に延びる 「背割水路」が描かれる。※赤枠 本調査区の位置



例邑

1 本書は、朝日印刷株式会社と株式会社北陸銀行による一番町共同ピル（仮称）新築工事に伴う富山

城下町遺跡主要部の発掘調査報告書である。

2 本調査は、朝日印刷株式会社と株式会社北陸銀行の発注を受け、富山市教育委員会埋蔵文化財セ

ンター監理のもと、株式会社アーキジオが実施した。

3 本調査の概要は次のとおりである。

－調査期開 発掘作業平成25(2013）年11月21日～平成26(2014）年 2月28日

整理作業平成26(2014）年 3月 1日～平成26(2014）年 8月29日

－調査面積 423rrl 

・監理担当者

．調査担当者

野垣好史（富山市教育委員会埋蔵文化財センター）

酢谷恭子、基峰修（株式会社アーキジオ）

4 発掘調査から報告書の作成において、次の各氏・機関よりご指導・ご協力をいただいた。記して

謝意を表する（五十音）｜｜買・敬称略）。

j甫畑奈津子神島伸郎坂森幹浩能登有 紀林 勝彦 南谷 長俊 渡辺 晃

清水建設 ・石黒建設・近藤建設・前回建設共同企業体 富山市郷土博物館

5 出土遺物 ・原図・ 写真は富山市教育委員会埋蔵文化財センターが保管している。

6 本書に掲載した絵図資料の使用については、富山県立図書館・富山市郷土博物館の許可を得た。

7 自然科学分析は、動物遺存体分析を納屋内高史（富山市埋蔵文化財センター嘱託）が行い、その他

の分析をパリノ・サーヴ、ェイ株式会社に委託して実施した。分析結果は第4章に掲載した。

8 本書の執筆は、第1・ 2章、第5章第5節を野垣、第5章第3節を関 容子（株式会社アーキジオ）、第

4章第2～4節を除くその他を酢谷の協力を得て基峰が行った。各々の文責は文末に記した。編集

は基峰が行った。

凡例

1 方位は真北、水平基準は海抜高である。

2 座標は公共座標（世界測地系第四系）を使用し、南北をX軸、東西をY軸とする。

3 遺構は、種別を示す以下の記号と番号の組合せで表記する。

SD （溝） SE （井戸） SK （土坑） SP （ピット・柱穴） sx （その他遺構）

4 縮尺は全体平面図1/200、遺構平面図及び断面図1180・1140、遺物実測図114を基本とし、縮尺

の異なる遺物はスケールで個別に表記した。

5 出土遺物の番号は、遺物実測図・遺物観察表・図版ともに対応する。

6 土層及び遺物の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色帖』に準拠した。

7 挿図中のトーンは次のことを表す。

－地山 口－赤漆 口：黒漆 ・：油煙・炭化
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第l節 調 査 に至る経緯

第 1章調査の経過

第 1節調査に至る経緯

富山城下町遺跡主要部は、平成25年度に富山市教育委員会が実施した試掘調査で確認した遺跡

である。城下町のうち旧北陸街道沿いの町屋主要部を埋蔵文化財包蔵地として、平成25年7月に『富

山市遺跡地図』に搭載した。本調査区の北部はもともと「富山城跡」の範囲に含まれているが、実

態は城下町にあたることから標記のとおり呼称する。

平成24年11月に設計会社から当該地での朝日印刷株式会社・株式会社北陸銀行の共同ピル建設

について、埋蔵文化財取扱いの問合せがあり、事前協議の場をもつこととなった。建築計画は地上

9階建ての鉄筋コンクリート造とされた。今後の工事のスケジュールを確認するとともに、試掘調

査を要すること、その方法・時期等について協議を行った。

平成25年5月22日に工事主体者である両社から文化財保護法93条に基づく届出が提出されたこ

とを受け、試掘調査を6月6・7日に行った。対象面積756.16rrfの範囲に4本のトレンチ（総延長

64.2m）を設定し、遺構・遺物の所在状況を確認した。対象地の東半部は、約20年前まで6階建て

の鉄筋コンクリート造の建物が建っていたため、ほほ全域で地下約2mまで撹乱が及んでいたが、

北東部の一角のみ遺跡の残存がみられた。西半部は、比較的残りが良く、近代とみられる背割水路

を確認したほか、その下層に江戸時代後期を中心とする溝や土坑が所在していた。遺跡所在面積は

合計465ばであった。

試掘結果を受けて工事主体者側と協議を行ったが、建物が敷地のほほ全域を占め、建物構造上も

遺跡の保存が不可能なことから、損壊を受ける423ぱについて記録保存のための発掘調査を行うこ

ととなった。発掘調査は、工事主体者が民開発掘調査会社へ委託し、埋蔵文化財センターが工事主

体者からの監理依頼を受け調査の監理にあたった。

発掘調査は、朝日印刷株式会社・株式会社北陸銀行から発注され、同年11月15日から平成26年

8月29日を業務期間として株式会社アーキジオが受託した。11月15日に富山市教育委員会、朝日

印刷株式会社、株式会社北陸銀行、株式会社アーキジオの四者で協定を締結し、調査に着手した。

第2節発掘作業と整理作業の経過

平成25年11月15日から準備作業と調査範囲の設定を行い、 21日から発掘作業に入ったO 調査区

は2地区に分かれ、西側調査区をA区（387ぱ）、東側調査区をB区（36rrf）とした。降雪前にでき

るだけ調査を進捗させるため主体となるA区を先行して実施した。排土置場の関係から、 A区の調

査完了後、埋戻しを行い、その後B区の調査に移った。

A区の表土掘削は11月21日から23日まで行った。上層の背割水路を検出した面でいったん掘削

を止め遺構検出・遺構掘削作業を行った。上層面における遺構は、背割水路が中心で、撹乱が多く

みられた。測量までの作業を 12月25日に終えた後、引き続き下層への調査に取りかかった。下層

までの遺物包含層は厚く、粘土質であることにくわえ、冬期間の作業であったため掘削に困難を伴っ

た。包含層は相当量の遺物を含むことから、遺物の出土状況を考慮しながら重機と人力を併用して

慎重に掘削を行った。

市－



第1章調査の経過

平成26年1月14日から下層面の遺構検出と遺構掘削を行った。作業効率上、 最初に背割水路を集

中的に掘削し、その後、他の遺構の掘削を行った。これらの作業と併行して写真撮影・測量を行った。

2月11日には市民を対象とした現地見学会を実施し、背割水路を中心に紹介した。真冬の開催に

もかかわらず、 400名以上もの参加者があり、関心の高さがうかがえた。

現地見学会終了後に空中写真撮影を実施、精査を経て2月17日にA区の調査を完了した。

A区の埋戻し後、 B区の調査に入った。B区は下層面近くまで撹乱が及んでおり 、遺構検出面ま

で重機による掘削を行った。遺構数は少なく 短期間で完了した。2月24日に埋蔵文化財センタ一所

長による終了確認を経て、 2月27日には撤収を終えて、工事主体者へ現地を引き渡した。

発掘作業中はおよそ2週間に 1回、工程会議の場を設け、 協定を結んだ四者にピル建設にあたる

共同企業体を含めた五者が、調査の進捗と以後の予定、調整事項を協議しながら進めた。

その後、整理作業を実施し、平成26年8月29日に発掘調査報告書（本書）を刊行したO （野垣）

第3節調査日誌抄

平成25年

〔11月〕
21日 パックホウでの表土掘削を開始。

23日 表土掘削終了、発掘道具及び機材搬入。

25日 基準点測量及びグリッド杭打ち。

人力による掘削及び遺構検出を開始。

30 11 SDOl(背割水路）検出、掘り下げの開始。

〔12)J〕

3～9日 SDOl（背割水路）掘り下げ、断面図作成。

16～18日： SDOl(背割水路）平面図作成、断ち割り。

20～23日：土坑等検出と掘り下げ、断面図・平面図作成。

25 Fl 上層面清掃、全体写真撮影、上層面調査終了。

26～28日：パックホウでの排土移動。

平成26年

〔l月〕

7～8日 ダンプによる排土搬出。

9～13日 包含層掘削。

14日．下層面遺構検出の開始、グリッ ド杭打ち。

16～ 18日：SD03（背割水路）検出、掘り下げ開始。

20～27日： SD03（背割水路）掘り下げ、断面図作成。

28～31日：土坑等掘り下げ、断面図作成。

〔2月〕
l～6日 溝等掘り下げ、断面図 ・平面図作成。

7日： SD03（背割水路）清掃、全景写真撮影。

11日 現地見学会開催、空中写真撮影。

13日 調査区全体平面図作成。

14～17 B SD03（背割水路）断面図作成、 A区下層面調査終了。

18日 B区パックホウによる表土掘削。

19～21日 B区下層面遺構検出、掘り下げ、断面図作成。

22～24日 B区全体写真撮影、平面図作成、 B区下層面調査終了。

25～27日 機材搬出、現地調査完了。

発掘作業・整理作業の従事者（男女別・五十音順）

石田哲雄 ・鏡武夫 ・柿岡和義 ・紺井茂・近藤智秀・斎藤勝手IJ.
砂原憲彦 ・道口昭三 ・西川精一・ 林 達雄 ・宝由紀代春 ・船木藤夫 ・

丸山大貴・ 山口 治・山口俊明・横川厚雄

菅頭明日香 ・関 容子 ・中山佳子・藤井美紀 ・藤岡美由紀 ・堀田伊通子

円

L

現地見学会

SD 03 （下層面背割水路）掘り下げ

SD01・02・03（背割水路）断面測量



第l節地理的環境

第2章遺跡の位置と環境

第 1節地理的環境

富山市は、平成17年の市町村合併により、富山県の中央から南東部まで県域の三分のー近くを

占める広大な市域となった。北は富山湾、東は立山連峰、西には丘陵・山村地帯が連なり、南は岐

車県境に接して森林が広がる。

富山城下町遺跡主要部は、市域北部の中心市街地に位置する。調査地は富山市一番町である。市

域を南北に縦断する国道41号線と旧北陸街道にあたる平和通り交差点の北西角にあたり、都市化・

商業化が進んだ地域である。

富山県の平野は、県域の中央を南北に延びる呉羽丘陵により東西に分けられ、それぞれ「呉東平

野」、「呉西平野」と呼び慣らわされる。呉東平野は、さらに東から黒部平野、新川平野、中部平野

に細分され、富山市中心市街地はこのうちの中部平野に位置する。この中部平野を狭義の意味での

富山平野と呼ぶこともある（新越中風土記刊行会1978）。以下、富山平野とする場合は、この狭義

の場合を指す。富山平野は、東側は新川平野と接し、西側は呉羽丘陵で限られている。常願寺川、

神通川、井田川｜などの扇状地と氾濫平野・海岸平野が発達する。特に常願寺JIIは県南東部の山岳地

帯に水源を持ち、上流には立山カルデラの大崩壊地があることから莫大な量の砂礁が供給され、広

大な扇状地を形成している。急流河川でもあることから流域では過去に何度も洪水の被害に見舞わ

れている。富山城はこの常願寺川の扇端付近に位置している。立山連峰や常願寺川水系からの伏流

水が扇端に位置する富山城下町付近で、湧水し、周辺の発掘調査でも多くの井戸が検出されている。

一方、富山城は神通川下流の右岸に位置し、神通川との関係も深い。富山市街地以北は、幾筋も

の旧流路が認められ、自然堤防が発達している。現在、神通）｜｜は富山城の西側を真っ直ぐに北流す

るが、江戸時代以前は癌状に蛇行し、富山城のすぐ北を湾曲して流れていた。富山城の東は髄川が

流れ、西－北・東の三方を川で固まれる要害をなしていた。現在城土止公園となっている旧本丸・西

ノ丸は標高約lOmの神通川の自然堤防上にあり、南に位置する二ノ丸、三ノ丸、城下町はやや低

い標高8.8m前後の後輩湿地に立地する。こうした立地環境に対応して、本丸・西ノ丸はしまりの

強い砂磯質土からなり、城下町部分は水分の多い粘質士・シルトを主体とする。さらに、城下町の

微地形を標高からみると、南よりも北、東よりも西が低い傾向があり、全体としては南東から北西

に向かつて低くなる（園香1995）。

蛇行した神通川は、洪水の被害を度々生じさせたため、明治から昭和初期にかけて流れを直線的

に変える馳越工事が行われた。工事により富山城北側を流れていた旧河道は、廃川地となって大部

分が埋め立てられ、県庁や市役所が建つこととなった。旧河道は規模を縮小して現在松川としてそ

の名残をとどめている。

本調査区に南面して東西に延びる現在の平和通りは、江戸時代の北陸街道と重なり、本調査区の

約250m東で、飛騨街道の起点と交わる。越中の産物が神通川や髄川を利用して富山城下町に集まり、

これらの街道を通って飛騨方面や各地に運ばれた。富山城下町は、水陸交通の要衝に位置していた

ことがうかがえる。 （野垣）
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第2節歴史的環境

(1）富山城・城下町域における室町時代以前の様相

これまでの富山城と城下町の発掘調査で、築城前にあたる室町期以前の遺構・遺物を一部確認し

ている。

平成19年度に行った本丸東部の発掘調査で、土塁下部から万装具（奔）や赤漆椀、陶磁器が出土し、

室町期の武家居館に関わる遺構の存在が推測された。その下層では平安時代の湿地の存在が明らか

にな り、築城前の微地形が明らかになった。平成22年度には城壮公園西部（旧西ノ丸）の工事立会で、

「宅持」と墨書された奈良時代後期の須恵器が出土した。付近に官街関連施設が存在した可能性が

ある。

室町期以前の遺構・遺物は、現在のところ点的な確認にとどまっているが、早くから当該地が重

要な位置を占めていたことが推定できる。

なお、富山城築城前にあたるこれらの遺跡は「総曲輪遺跡」とし、「富山城跡」ゃ「富山城下町

遺跡主要部」とは別の埋蔵文化財包蔵地としている。

(2）戦国時代の富山城

戦国期富山城の概要 富山城は、越中守護代神保長職により築造されたのをはじまりとする。

天文12( 1543）年のことと考えられている。ここから前田氏の居城となるまでのおよそ60年は、

17世紀以降の近世富山城の縄張りと大きな違いがある。

戦国期富山城は頻繁に城主の入れ替わりが生じた。神保長職は、富山平野南部の太田保への進出

の足がかりとして富山城を築いたが、永禄3( 1560）年には上杉謙信が神保長職を追い、富山城を

攻略した。その後、反上杉勢力である一向一撲による占拠などがあったものの、天正4(1576）年、

謙信はー挨勢を富山周辺から排除し、越中全域をほぼ支配下におさめた。謙信の死後は織田信長の

勢力が越中への進出を強めた。その中心となったのが信長に仕える神保長住とその支援のため越中

に派遣された佐々成政である。佐々成政は、本能寺の変後、豊臣秀吉から越中支配を認められたが、

後に成政は徳川家康・織田信雄に味方するなどして秀吉と対立した。このため天正13(1585）年、

秀吉による征討を受け、富山城は破却された。

戦国期富山城は、城土止公園の 1kmほど南の星井町付近にあったとする説が有力であったが、平成

14年度から行った城祉公園整備に伴う 一連の試掘調査・本調査によって、当該期の遺構が良好に残っ

ていることが明らかになり、近世富山城と同じ現城主止公園に存在していたことが確実となった。

発掘調査の成果 城祉公園の中央では、城を東西に分けるとみられる堀が確認され、標高差から

東側の郭が本丸、西側が二ノ丸と推定している（富山市教委2004）。城祉公園の北部ではこれに直

交する東西方向の薬研堀を検出した。これら堀の配置から推定される縄張りは、近世富山城と大き

く異なっている。

このほか、本丸東部で土採り跡とみられる鍬先による凹凸面や（富山市教委2006a ・ 2008）、北

東部で井戸（富山市教委2009）を検出した。 二ノ 丸では鍛冶遺構とみられる焼土が見っかり、 周

辺からは羽口、鍛造剥片、鉄淳、土壁片が出土した。砥石や刃物の表面の仕上げに使う雲母も見っ

かり、研磨までの工程を行っていたと推定できる（富山市教委2004）。

また、近世の城下町範囲にあたる旅龍町地内の平成20年度調査では、 15世紀後葉から 16世紀後

葉の溝・土坑を検出している（富山市教委2010）。溝は直交し、区画溝の可能性がある。戦国期富山
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城と直接結び付くか断定はできないが、城下町遺構の可能性がある。

戦国期富山城の遺構はなお点的な把握にとどまっており、全体構造を把握するまで、に至っていない。

(3）近世の富山城

近世富山城の概要 慶長2( 1597）年に富山城に入った加賀二代藩主前田利長は、翌年家督相続

のため金沢に移ったが、慶長10( 1605）年、隠居により再び富山城に入った。このとき城の大規

模な改修が行われ、富山城は近世城郭として整備された。ところが、慶長14(1609）年、大火によっ

て富山城は焼失し、その後しばらく再建されず、元和元（1615）年、一国一城令により廃城となった。

寛永16(1639）年、加賀藩から 10万石を分与されて富山藩が成立する。初代藩主となった前田

利次は、当初百塚の地に新城を建設する予定であったが断念し、廃城となっていた富山城を居城と

定めた。寛文元 (1661）年から幕府の許可を得て本格的な整備を行った。幕府からは新たな天守の

ほか、櫓3ヶ所、櫓門3ヶ所などの新築が許可されたものの、最終的に天守や櫓は建てられず、櫓

門も lヶ所にとどまった。三ノ丸外周の外堀は位置をずらし拡張された。また、外堀外周には武家

屋敷が一列に並べられた。城下町は、全体のおよそ八割にあたる範囲を囲郭し惣構を新設するとと

もに、東西に外町を置いて拡張した。

なお、寛文期以降の本丸等内郭の縄張りは、絵図にみえる慶長期のそれと規模・形状が異なるこ

とから、承応3( 1654）年の神通川氾濫に伴う修復で本丸・西ノ丸・ 二ノ丸に大幅な変更が加えら

れたとする説がある（古川12006）。

本丸・西ノ丸・二ノ丸・三ノ丸の発掘調査 城祉公園整備や路面電車敷設、民間開発に伴って複

数の調査を行っている。

平成14年度から継続している城祉公園整備に伴う調査は、本丸・西ノ丸を対象に行い、井戸・

石組みの溝・廃棄土坑など多くの遺構が見つかっている。平成21年度調査では、寛文元（ 1661) 

年に建てられた本丸御殿の縁側に置かれた沓脱石あるいは飛び石とみられる石材を確認した。また、

石垣解体修理に伴う発掘調査では石垣の構造や積替えの過程が明らかになった。

平成19年度と平成22年度は、本丸南東部の土塁の調査を行い、約40°の傾斜をもつことや盛土

の造成方法が明らかになった。

西ノ丸北西部の内堀の跡地で平成23年度に雨水貯留施設設置に伴う発掘調査を行ったところ、

現地表面から約5.8m下で、堀底を確認した。

二ノ丸・三ノ丸は、主に平成20年度からの路面電車敷設工事に伴う発掘調査・工事立会で成果

が得られている。二ノ丸の二階櫓門や三ノ丸の大手門では石垣の基底部を検出し、位置や規模が判

明した。また、三ノ丸南部においては寛文期以降の絵図に表れない堀を検出し、拡張する前の慶長

期外堀とみられている（富山市路面電車推進室・富山市教委2009）。

城下町の発掘調査 近年、民間開発に伴う発掘調査が相次ぎ、北陸街道沿いを中心とする城下

町主要部の様相が明らかになりつつある。

本調査区から国道41号線を挟んだ東側隣接地では、平成17年度に2811rrlの発掘調査を行った（富

山市教委2006b）。遺構の中心は19世紀前半から幕末期である。この調査で初めて武家屋敷地と町屋

敷地を分ける背割水路を検出し、その存在が注目されることとなったO 背割水路は石組みで幅約1.5

～2.8m、深さ0.6mで、ある。本書報告の下層の背割水路（SD03）と一連のものとみられる。石組み

の背割水路が構築される前には、素掘りの溝が掘られており、背割水路が素掘りから石組へ変化した

ことも明らかになった。また、背割水路北側の武家屋敷地は、絵図から「戸田式部屋敷」と判明した。
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幕末期の廃棄土坑から大量の木製品や陶磁器が出土するとともに、「戸田式部」と書かれた木札も

出土し、絵図との対比を裏付けている。背割水路南側の町屋では、 幕末期の輔羽口や鍛冶j宰が多く

出土し、小鍛冶を行っていたことが明らかになった。

本調査区の約250m西で、行った平成20年度調査でも背割水路を検出した （富山市教委2010）。 こ

こでは上下2層で背割水路を確認した。水路北側の武家屋敷地側は、井戸や土坑が密集し、建物の

裏庭に相当すると考えられる。 町屋敷側は、遺構密度がきわめて高く、遺構が複雑に切り合う状況

が認められた。18世紀後葉以降が主体である。

平成16年度に外堀の南東角沿いで、行った発掘調査では、 1640～ 50年代の井戸 ・溝と 1663～ 90年

代の井戸・溝・廃棄土坑を確認した。前者の時期の遺構は、 『越中富山古城之図』（正保4(1647）年）

によると町屋に伴い、後者は『万治年間富山旧市街図』（1658～ 1661年）、 『寛文六年十月御調理富山

絵図』 (1666年）により岩田宇兵衛屋敷に伴う遺構と考えられる（富山市教委2005）。

また、平成25年度に行った北陸街道南側の町屋の調査（西町南地区市街地再開発組合・富山市

教委2014）では、井戸・トイレ等の遺構を検出した。建物跡の検出がなかったことから町屋の庭

にあたると考えられる。木製品の素材や端材が大量に出土し、付近に木材加工場が存在したことが

推測されている。

以上のように、外堀に面する武家屋敷地と北陸街道沿いの町屋において重要な成果が相次いでい

る。本調査区もこの範囲に含まれる。

(4）近代以降の富山城

近代以降の富山城の概要 明治4( 1871）年の廃藩置県により、旧藩庁に富山県庁が置かれた。

llj J治6年には明治政府から廃城令が出され、富山城は廃城となる。同19年には浄土真宗の門徒の奉

仕によ り外堀の一部が埋め立てられた。また、戦後にかけてその他の堀の埋め立てや土塁の取り壊

しも進み、城土止公園となった旧本丸と西ノ丸を除いて市街地化が進んだ。昭和29(1954）年の富

山産業大博覧会の際、犬山城や彦根城を参考に本丸石垣上に模擬天守が建設された。

現在は旧本丸と西ノ丸が富山城杜公園となり、二ノ丸・三ノ丸・東出丸は市街地となっている。

城下町も市街地化が進み、近代富山の商業の中心地となった。

発掘調査の成果 重要な近代遺構については一部調査を行っている。

城祉公園整備に伴う西ノ丸の工事立会では、県会議事堂の基礎にあたるレンガ積み遺構を検出し

た。また前記した城下町の近世背割水路は、近代に造り直され、昭和初期頃までは存続していたよ

うである。本書で報告するSDOlはこの時期のものである。

(5）絵図からみた本調査区の位置

本調査区は外堀南辺に近い城下町主要部に位置する。絵図と対比すると、富山藩の初代藩主前田

利次が改修を行った寛文期 （1661年）以降とそれより前で土地利用に違いがある。

寛文期より前 寛文期より前を描いた絵図として『越中富山古城絵図』（正保4(1647）年）があり 、

前田利長が整備した慶長期の富山城を反映したものと考えられている。この絵図では、外堀の南辺

沿いは町屋として描かれ、本調査区も町屋の範囲に含まれている。

寛文期以降 （第3図） 寛文期の改修によって外堀南辺沿いが武家屋敷地に変更された。背割水

路もこのとき構築されたものとみられる。本調査区を寛文期以降の絵図と照合する と、背割水路を

挟んで武家屋敷地と町屋にまたがる。 町屋側の町名は「一番町」あるいは「壱番町」 とされる。
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武家屋敷地側は以下の絵図において次のように表現される。

－『万治年間富山旧市街図』（万治年間 （1658～ 1661年頃）） … 「蝿江主水」

－『御調理富山絵図』（寛文六 (1666）年）…「蛸江主水」

－『御域内外御焼失脚絵図面』（天保年間（1830～ 1844年）） 「蟹江」

－『越中富山御城下絵図』（安政元（1854）年）…「雌江監物」

以上のとおり 、いずれも雌江とあり 、寛文期から幕末まで雌江家が屋敷を構えていたとみられ

る。蛸江主水は 『富山藩武鑑』では1500石の馬廻頭、期江監物は 『安政二年富山御藩中分限帳』

で1400石の家老とされる（高瀬編1987）など、上級武家にあたる家柄であった。 （野垣）

『万治年間富山旧市街図』万治年間 （1658～1661) 頃

ぜ竃』置

『御城内外御焼失御絵図面』天保年間（1830～1844)

一一

野地
一

・』幽幽噌聞－司町・ー－

再会，
』『・~ 1・ － 匹『鴨『

『御調理富山絵図』寛文六年 （1666) 

第3図江戸時代の絵図にみる本調査区の位置 （絵図はいずれも富山県立図書館蔵）

『越中富山御城下絵図』安政元年 （1854)
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第3章調査の方法と成果

第1節調査の方法

目的 発掘調査は、建物によって損壊を受ける423ぱについて、試掘調査の結果に基づき上層

面と下層面の2面を対象として実施した。試掘調査の成果と絵図や既往の発掘調査によって、武家

屋敷地と町屋敷地の境に位置する背割水路の検出が予測で、きたため、背割水路を中心とした遺構に

ついて、記録保存を目的とした発掘調査を行ったO

発掘区とグリッドの設定 調査区は2地区に分かれ、西側調査区 （387ぱ）をA区、東側調査区 （36rrf)

をB区とした。調査区全体（上層面と下層面の2面）について、上層面は表土の掘削後、下層面は包

含層の掘削後に座標軸に基づいた5m×5mのグリッドを設定した。グリッドの呼称は、 X軸に北か

ら1・2・3・ーの数字、Y軸に西からA・B・C-・・のアルファベットを付し、グリッド名称として使用した （第

5. 17図）。グリッド座標は、 トータルステーションを使用して周辺に位置する世界測地系の公共座標

から測定し、設定した。

表土の掘削と遺構の検出 上層面の調査では、調査担当者の立ち会いのもと表土の掘削をパック

ホウを使用して行った。表土の掘削後、人力でジョレンなどを使用して精査を行い、遺構の検出を

行った。 上層面に多くみられた近代以降の撹乱は、平面プランのみおさえ、掘削は行っていない。

表土の掘削時に出土した遺物は、グリッドごとに上層面包含層出土遺物として取り上げを行った。

下層面の調査では、上層面の遺構検出層であったVI層が厚く堆積し、遺物を多く含むことから、 調

査担当者の立ち会いのもと遺物の出土状況を考慮しながらバックホウと人力を併用して慎重に掘削

を行った。 包含層の掘削後、人力でジョレンな どを使用して精査を行い、遺構の検出を行ったが、

雨雪や粘土質の土質の影響から何度か繰り返す必要があった。包含層の掘削時に出土した遺物は、

グリッドごとに下層面包含層出土遺物と して取り上げを行った。

B区は下層の遺構検出面まで撹乱が及んでいたため、下層面までパッ クホウによる掘削を行い、

人力でジョレンなどを使用して遺構の検出を行った。

遺構掘削 背割水路はI～ 5の各区に区分して、堆積土を確認するための畦を残して掘り下げを

行った。 背割水路からは多くの遺物が出土したため、上層から 15cmの厚さを基準に順番に掘り下

げを行い、 主要な遺物の出土状況について写真撮影後、遺物の取り上げを行った。背割水路は上下

層で造り直しが行われていたことから、断面図を作成してその構造と変遷過程の確認に努めた。下

層面の背割水路（SD03）については、3D測量機材による石組みの平面図と展開図の作成を行った。

土坑などの遺構は半裁での掘り下げを行い、手測による断面図を作成した後に完掘を行った。遺物

を多く含む遺構については、出土状況図と写真撮影による記録後、遺物の取り上げを行った。

A区の完了後、埋戻しを行い、B区の調査にかかった。B区の遺構数は少なく、短期間で完了した。

写真撮影 写真撮影は、発掘作業の当初から終了まで行い、 表土の掘削 ・遺構検出・ 遺構掘削な

どの工程ごとに行った。全体写真の撮影は、上層面の完掘後と下層面の完掘後に行い、 下層面の完

掘後にはラジコンヘリによる空中写真撮影を実施した。写真撮影には、 6×7フィルムを使用した

中判カメラと 35ミリカメラ、デジタルカメラを使用し、空中写真撮影には6×7フィルムを使用し

た中判カメラとデジタルカメラを｛吏用した。

自然科学分析 下層面の古環境を検討するため、 VI層と下層面の背割水路 （SD03）内部に堆積す
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第l節調査の方法

る士、井戸（SE03）内部の土などを、調査担当者が試料採取を行った。また、木製品の樹種同定

と漆器の塗模分析を通して、木材利用について検討を行った。動物遺存体も一定量が出土している

ことから、同定と考察を行った。

整理作業 発掘作業の終了後、出土遺物の洗浄・注記を行い、出土した陶磁器については接合と

復元作業を行った。注記はジェットマーカーを使用した。遺構ごとに出土遺物を区分し、遺構の性

格と年代を考慮して遺物を選択し、拓本、実測とトレース、遺物写真撮影を行った。木製品と金属

製品の一部については、保存処理を行った。遺構図と遺物図のトレースはイラストレーターCS5（作

図ソフト）などを使用し、遺構・遺物図版の作成はデジタル図版とした。遺物写真撮影は、デジタ

ルカメラを使用した。あわせて発掘調査成果について原稿執筆・編集を行い、報告書（本書）を刊

行した。 （基峰）

第2節基本層序（第4図、図版5)

基本層序は、調査区の北壁（Blグリッド）と西壁（A3グリッド）の2地点で作成した。北壁及

び西壁ともに太平洋戦争に伴う戦災層の下に、江戸時代末～近代の遺物包含層が堆積し、その下に

江戸時代後期の遺物包含層（北壁・約0.9m、西壁：約llm）が厚く堆積する状況が確認できた。

北壁での基本層序は、上層から順に、 I層．灰白色砕石（客土層）、 I’層：灰白色砂利（客土層）、

E層．褐色粘質土（戦災層）、 E’層：暗灰黄色粘質土（戦災層）、町層：黒褐色粘質土（戦災層）、

V層：黒色粘質土（江戸時代末～近代遺物包含層）、VI層黒褐色粘質土（江戸時代後期の遺物包含層・

上層面の遺構検出面）、 VII層 灰色シルト（地山層・下層面の遺構検出面）である。

西壁での基本層序は、上層から順に、 I層：灰白色砕石（客土層）、 E層：暗灰黄色粘質土（旧表土層）、

E層：褐色粘質土（戦災層）、町層・黒褐色粘質土（戦災層）、 V層：黒色粘質土（江戸時代末～近

代遺物包含層）、 VI層：黒褐色粘質土（江戸時代後期の遺物包含層・上層面の遺構検出面）、百層．

灰色シルト（地山層・下層面の遺構検出面）である。 （基峰）

北壁 西壁

L=9.0m L＝ヲOm

VI VI 

I 2.5Y7/l 灰白色砕石客土問

I' 2.5Y8/l 灰白色砂利客土居

II 2.5Y4/2 日高灰黄色粘質土（小石混入） 旧表土屑

皿 10YR4/4 褐色粘質土

（炭化物・焼土ブロック・小石混入）戦災周

目 2.5Y4/2 暗灰黄色粘質土

（φZcmの傑多五i混入焼土ブロック混入）戦災庖

N. 2.5Y3/l 黒褐色粘質土（炭化物・焼土・小石混入）．戦災庖

V lOYRZ/l 黒色粘質土

（焼土・炭化物・小石混入）近代造物包含屑

VI 10YR3/l 黒褐色粘質土（植物遺体・炭化物・小石

・シルトブロック混入）近世造物包含庖・上層遺構検出面

VIl. 5Y6/l 灰色シルト 地山層・下層辿構検出面

L=8.0m L=8.0m 

。 1 :40 Zm 

第4図基本層序

可
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第3章調査の方法と成果

第3節遺構

(1）下層面（江戸時代）の遺構

下層遺構は、調査区北部で、石組の背割水路を検出した。町屋敷地にあたる背割水路南側において

井戸や土坑が集中する。北側の武家屋敷地では確実な遺構は認められなかった。

SD02 （背割水路、第6・8図、図版3・4)

A2～D2グリッドにかけて位置する。

東西方向に延びる石組の背割水路である。後述するSD03の造り替えで構築されたものである。

本遺構については最下段の石材の一部のみを確認し、底面レベルから判断すると上層面ないしはそ

の付近のレベルから掘り込んでいる可能性が高い。したがって、本来は上層遺構と して扱うべきか

もしれないが、掘り込み面が確定できないことや、後述するよう にSD03の出土遺物が多く混在し

ている とみられるため、ここでは下層面遺構に含めて報告する。

Ti積みは、 北側の根石付近及び南側の一部が残存し、その他は後世に造り直されたSDOlで失わ

れる。 検出長約12.80m、内幅約1.20～l.30m（尺換算で、内幅四尺～四尺三寸）、最も残り の良

い部分で底面までの深さは約0.30mを測る。SD03より若干南側に位置をずらして石積みを構築し

ている。 石材には、河原石（自然石）を使用し、斜めに用いながら積み上げる。

陶磁器及び土器、土製品、石製品、金属製品、漆器、木製品が数多く 出土した。 SD02石積み

底面までで出土した遺物は、本遺構に伴うと考えたが、本遺構はごく一部しか残存せず、下部の

SD03埋土との違いが明確でない部分があり、 SD03に伴う遺物が混入している可能性が高い。本

遺構から出土した陶磁器は、 19世紀後半のものが多い。SD03・ SDOlといった他遺構との重複関係

や遺物から、 19世紀後半に構築されたと考えられる。

SD03 （背割水路、第7・8図、図版2・3)

A2～E2グリッドにかけて位置する。

東西方向に延びる石組の背割水路である。検出長約18.20m、内幅約1.50～1.90 m （尺換算で、

内1［！日五尺～六尺三寸）を測る。 H2グリッド（B区）の南東隅でも南側石積みの根石 l石を検出した。

庇而までの深さは約0.50～0.90mを測る。

石積みは、 北側・南側と もに約15～35cm程度の大きさの河原石（自然石）を使用するが、一

部に石臼が転用されていた （第31図237・図版15）。石の積み方は、横の目が通るように積まれ

た布積状で、隙間には間詰石が見られる。石は3～8段が残る。石の積み上げは、底面から天端

石に向かつて、比較的直に立ち上がる。場所によっては緩やかに聞いて立ち上がるような積み方

の箇所がみられる。このような場所は、崩落などによる改修が行われた箇所と推定でき、後述す

る上水施設（木樋）の設置を含めて、部分的な改修がある。根石が底面の四層 （地山）に深く潜

り込んでおり、石積みの重圧によるものとも考えるが、根石設置にあたって溝状に掘り込んでか

ら設置した可能性もある。ただし、底面では、流水や湧水の影響があるため、溝状に掘り下げを

行った痕跡は確認できなかった。裏込めには、黒色粘質土 (lOYR2/l）やオリーブ黒色粘質土

(7.5Y2/2）などの堆積が認められる。ただし、調査区西壁断面の観察では、明確に裏込め痕跡

を判断することができず、地点によって、 N層と裏込めの区分ができない箇所がある。 底面の標

高は西側6.92m・中央6.85m・東側6.83mで、東側の方が9cm程度低く なる。東側に向かつて、

水が流れていたとみられる。溝内には、 大概として小磯や砂を含む黒褐色粘質土 （5YR3/l）が

堆積し、5～8層ほどの粘質土及び砂質土の堆積に細分できるが、長い年月をかけて徐々に堆積し
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たというよ りも、短期間の聞に埋もれたよ うな

状況である。蓋に相当する板（石）などの出土

及びその痕跡は認められず、開渠と考えられる。

遺物は、検出面～約50cmの層に集中し、底面

付近からはほとんど出土しない。陶磁器及び土

器が多く 、他に石製品、漆器、木製品が出土した。

17世紀前半～後半に該当する遺物があるが、出

土した陶磁器は、 18世紀後半～19世紀中頃の

ものが多い。層位及び遺物から、 19世紀前半以

前に構築され、部分的な改修を経た後、 19世紀

中頃に埋没したと考えられる。

SD03内上水施設（第9図、図版3)

A2グリッ ドに位置する。西側の調査区域外
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へ延びる。

SD03西端の底面付近で、南北方向に延びる

竹樋と木樋を使用した上水施設と考えられる。

南北約3.95m、幅約0.19mを測る。本施設の

設置又は改修のために、SD03北側石積みでは、

内側に向かつて石積みが突出し、積み直しが行

われた状況を確認できる。また南側石積みも、

石材の大きさや並びに乱れがあり、積み直しを

行ったとみられる。

構造は、竹の節を抜いた竹樋に繊維を巻き付

けて、 土筒で、覆った後に、上面と側面を角釘で

接合した板材で、覆ったものである。 内部の竹樋

が破損しないように、土筒と板材で補強を施し

たものである。石積みの裏込め内は竹樋のまま

A' 

([) 

む

i :sor平面図）
1 :40（断面図1

「
日
刈
凶
ヨ

4m 
2m 

〆：）:SD03 

5002 

X
U
H

刊小品∞－

A 

L=75m～～1〆戸 一 l

。。

A
せ

可

i

第6図 SD02（背割水路）平面・立面図
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第3章調査の方法と成果

A 」二一

L=9.0m 

5001 

v 

L=8.0m---

VI ノ

I 

I 

5001・02・03（背割水路） A-A' 
I 2.5Y7/l 灰白色砕石客土用
川。 IOYR4/4 褐色粘質土（炭化物 ・焼土プロック ・小石混入） 。戦災厨
V. IOYR2/I 黒色粘質土（焼土・炭化物 ・小石混入） ・近代遺物包含屑
VI. IOYR3/I 黒褐色粘質土（植物遺体・炭化物・小石 ・シルトブロック混入） 近世遺物包含層

ホ 1JIV層途中に分層線の存在が予測できるが、土壊の状況から分崩の判断はできなかった。
<215003裏込めについても、土境の状況から分層が明確にできなかった。

I. 2.5YR3/6 階赤褐色粘質土（粘性中 しまり強瓦・モルタル・レンガ・砕石・炭化物混入焼土多量混入） 戦災居l
2. 5Y l~4/3 にぶい赤褐色粘質土（粘性中 しまり弱焼土 ・炭化物混入） トSDOI思土
3. 5YR4/4 にぶい赤褐色砂質土 （粘性中 しまり弱） SDOI底面 J 
4. 7.5YR5/2 灰褐色同質土（粘性中 しまり弱砂多量混入） 1 
5. 7.5YR4/2 灰褐色粘質土（粘性中 しまり強炭化物少量混入） jSDOI裏込

6. 5YR2/2 黒褐色粘質土（粘性中 しまり強炭化物・植物遺体混入） SD02埋土
7. I OYR3/2 黒褐色粘質土（粘性中 しまり強 φ5cmの小磯 ・炭化物多量混入） SD02哀込
8. 5YR3/l 黒褐色粘質土（粘性中 しまり強小磯・砂混入） I 
9. IOYR3/2 黒褐色粘質土（粘性中 しまり強黄色土 ・小磯・炭化物・植物遺体混入）J SD03埋土
I 0. 2.5Y5/2 II古灰ji!(色粘質土（粘性中 しまり強シルト混入）
I I. 2.5Y3/l 黒褐色粘質土（粘性中 しまり強砂 ・植物遺体混入）
12. I OYR4/l 褐灰色粘質土（粘性中 しまり強小機・細砂・植物遺体多量混入JI
13. 2.5Y4/2 暗！＇Ji黄色粘質土（粘性中 しまり強シルト多量混入） I 

ト別遺構の可能性
I 4. 2.5Y5/2 階灰黄色粘質土（粘性中 しまり強シルト混入） 「
15. 2.5Y3/2 黒褐色粘質土（粘性中 しまり中 シルト多量混入） J 
16. 2.5Y3/2 黒褐色粘質土（粘性中 しまり強シルト・炭化物混入）

~ 

B 

5003（背割水路） : BB＇ 仁C
I. 7.5Y3/I オリーブ黒色土 （粘性中 しまり強 植物遺体・砂混入）
2. IOY5/I 灰色砂質土 （粘性中 しまり強砂多量混入）

__£___ 3. 7.5Y3/I オリーブ黒色土（粘性中 しまり強植物遺体・陶磁総・炭化物混入〕
4. IOY4/I 灰色砂質土（粘性＇I" しまり弱 炭化物 ・植物i母体混入）
5. IOY3/l オリーブ県色土（粘性中 しまり強炭化物混入）
6. !OY4/l 灰色砂質土 （粘性中 しまり中 組物辿体・陶磁器混入）
7. 7.5Y2/I 黒色粘質土（粘性中 しまり強植物巡体混入〕
8. !OY4/I 灰色砂質土 （粘性中 しまり弱砂多量混入）
9. IOY2/l 黒色粘質土 （粘性強 しまり強 シルト・炭化物粒子混入）
10. IOY6/l 灰色シルト（粘性強 しまり中黒色粒子混入）
11. !OY6/I 灰色シルト （粘性強 しまり強） 地山
12. 7.5Y5/I 灰色砂質土（粘性中 しまり弱 植物辿体混入）
13. IOYR2/I 黒色粘質土 （粘性中 しまり強シルト多量混入）
14. 7.5Y3/I オリーブ黒色砂質土（粘性中 しまり弱砂多量混入）
15. 7.5Y3/I オリーブ黒色粘質土（粘性中 しまり強シルト混入）
16. 7.5Y2/2 オリーブ黒色粘質土 （粘性中 しまり強シルト混入）。 I :40 2m 

第8図 SD03（背割水路）断面図
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第3節遺構

ー』

A’ 

断面模式図

a 
L=7.5m 

a’ 

竹樋翻二土筒

可~－ A’ _A_ 

L=7.5m 

~可Z扇二ー

ーす一一一一一

一旦－
L=7.4m 

上水施設継ぎ手

B’ 5083（背割水路）内上水施設A-A’
I. 5Y4/! 灰色粘白土

（炭化物焼土 3cm大の小石まばらに混非常に固い SDJ3改修哀込）
2. 5Y3/ l オリーブ黒色砂質土

（ゅ5cmの小石砂利多湿しまり恋）
3. 7.5Y4/ l 灰色粘質土

（炭化物シルト混 しまり良 5003改修哀込）
4. 7.5Y2/2 オリーブ黒色粘質土

（シルト多炭化物まばらに混 しまり良上水施設の設出土）
5. 5Y3/2 オリープ黒色シルト

（φ3～lOcm大の小石まばらに混 5003底面地積土）

5003（背割水路）内上水施設〔南側〕
I. 7.5Y3/! オリーブ黒色粘質土

（粘性中 しまり強シルトブロック ・炭化物混入）

...... 

。

5003 

仁’
改修した石積み

O' 0 

L=7.Sm 

木樋

上水施設の設置に伴う北側石積みの改修 。 1 :40 2m 

第9図 SD03（背割水路）内上水施設平面・断面図
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第3章調査の方法と成果

SDOS 

_!L 

_A_ 
L=7.4m 

_!L 
L=7.4m 

SDOS 
I. N3/0 暗灰色粘質土

A 

A’ 

」＇.＿＿＿

（粘性中 しまり弱シルトプロック多量混入）
2. Nl.5/0 黒色粘質士

（粘性中 しまり強植物遺体・小板多量混入）

..,,.. 
SE04 

_K_ 

よ 0'-
A 

L=7.4m 

A 
L=7.4m 

SE03 
1. 2.5Y3/I 黒褐色粘質土

」＇.＿＿＿

」 ＇.＿＿＿

（粘性中 しまり弱植物遺体多量混入砂混入）
2. 2.5Y3/l 黒褐色粘質十

（粘性中 しまり弱 申15cmの磯多量入）
3. 2.5Y4/l 黄灰色粘質土

（粘性中 しまり強炭化物・小磯混入）

A 
L=7.4m 

A’ 

_A_ 

A 

L=6.9m 

_!L 

L=6.9m 

5006 
1. 2.5Y3/2 黒褐色粘質土

（粘性中 しまり強シルト粒子混入）
2. 2.5Y3/l 黒褐色粘質士

（粘性中 しまり強炭化物粒子 ・
シルトブロック状混入）

3. 5Y3/I オリーブ黒色粘質土
（粘性中 しまり強炭化物粒子・
シルトブロyク状多量混入）

4. 5Y4/2 灰オリーブ色粘質土
（粘性中 しまり強シルト多量混入）

5. 5Y4/l 灰色粘質土

。

（粘性中 しまり強 炭化物粒子少量混入
シルト多量混入）

1 :40 

第10図 SD05・06 SE03・04平面・断面図
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第3節遺構

で、円形の挿入孔を設けた継ぎ手として角形木材（第36図337.338.図版19）が使用される。竹

樋の設置された高低差から、取水口は武家屋敷地側（北側）と考えられる。

石積みの撤去時に、 陶磁器と土器が出土した。 SD03の構築時期から、19世紀前半～中頃にかけ

て設置されたと考えられる。

SD05 （第10図）

D2・D3・E2・E3グリッドに位置する。北側でSD03に接する。

南北方向に伸びる溝で、検出長約5.58m、幅約l.28m、検出面からの深さは約0.59mで、ある。

底面は平らで、途中で二股に分かれるが、北側と南側では一筋になる。 SD03に接する北側では、

溝幅が広くなる。溝底が二股に分かれる地点を中心に植物遺体や板片を多量に含む黒色粘質土

(N 1.5/0）がみられたが、堆積土のほとんどはシルトブロッ クを多量に含む暗灰色粘質土（N3/0)

であった。

土器と木製品が出土した。遺物から、18世紀後半～19世紀中頃と考えられる。

SD06 （第10図、図版6)

Fl・ F2・Gl・G2グリッドに位置する。調査区域外へ広がるため、全体像は不明で、ある。

南北方向に伸びる溝で、検出長は約4.52m、幅約1.30～l.60m、検出面からの深さは約0.39m

で、底面はなだらかに窪む。溝底には、シルトブロックを多量に含むオリーブ黒色粘質土（5Y3/l)

及びシルトを多量に含む灰色粘質土（5y 411）が堆積する。

遺物の出土はないが、 SD03の下層に位置することから、背割水路設置前の17世紀前半以前の遺

構と考えられる。

SE03 （第10図、図版4)

A4グリッドに位置し、調査区西壁に接する。

平面円形で、長軸約0.60m×短軸約0.58m、深さ約0.52mを測る。井戸底の標高は6.83mで、ある。

側板を桶状に組み、底板を設置する。底板は3枚板の組合せで、取水孔 （円形・長軸約7.2cm×短

軸約7.lcm）が設けられ、繊維状の付着物の痕跡から竹樋などが下層に差し込まれて、湧水を取水

していたと考えられる。

井戸底から、約10～15cmほどの大きさの礁に混じって、瀬戸・ 美濃系の陶磁器な どが出土した。

遺物から、 18世紀後半～19世紀中頃と考えられる。

SE04 （第10図、図版4)

B4グリ ッドに位置する。

平面円形で、直径約0.62m、残存で深さ約1.lOmを測る。井戸底の標高は6.11mで、ある。24枚

の側板を桶状に組み、上下2段に積み重ねる。

遺物の出土はなく、時期は不明である。

SE06 （第11図、図版4)

B3・C3グリッドに位置し、 SK31・SK32と重複する。 SK31・ SK32よりも古い時期と考えられる。

平面は不整円形で、長軸約2.92m×短軸約2.85m、検出面からの深さ約0.95mを測る。底面は

平坦で、底面の標高は6.11mで、ある。井戸の掘り方あるいは井戸枠の抜き取り痕跡と考えられる。

肥前磁器と木製品が出土した。遺物から、 SE03・ SE04に先行する 17世紀代と考えられる。

SK08 （第12図）

A3グリッドに位置する。調査区西壁に接し、調査区域外 （西側）へ広がる。

平面不整形で、検出長約1.32m、短軸約0.55m、検出面からの深さ約0.42mを測る。底面は東

日
可
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第3章調査の方法と成果
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Lニ74m
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C' _L  

L=7.4m 

SK31 
1. 10YR3/J 黒褐色粘質土

（粘性中 しまり強 φJO cmのシルトフロック多量混入
φ7cmの磯混入炭化物少量混入）

2, 10YR4/l 褐灰色形質土
（粘性中しまり強 砂・ φ3rmの磯多量浪人）

3. 10YR3/2 黒褐色粘質土
（粘性中 しまり弱 φ2cmの際混入） u 1 :40 2m 

第11図 SE06 SK31・32 平面・断面図

西で二股に分かれ、堆積土にも相違が認められることから、本来は重複するこつの遺構であった可

能性がある。

SK09 （第 12図）

SK08と同様にA3グリッドに位置する。調査区西壁に接し、調査区域外（西側）へ広がる。

平面不整長円形で、検出長約l.14m、短軸約l.12m、検出面からの深さ約0.58mを測る。底面

は平坦で、底面には黒色粘質土（7.5Y2/l）及び植物遺体・炭化物を含む灰白色砂質土（5Y7/l)

が堆積する。

-20-



第3節遺機

底面付近から漆器が出土した。時期は不明である。

SK 10 （第12図）

SK08とSK09と同様にA3グリッドに位置する。調査区西壁に接し、調査区域外（西側）へ広がる。

平面不整円形で、検出長約l.04m、短軸約0.65m、検出面からの深さ約0.30m、底面は平坦で、ある。

金属製品が出土したが、時期は不明である。

SK 13 （第12図）

B2・B3グリッドに位置する。sxosと重複し、 sxosより新しい。

平面楕円形で、長軸約l.12m×短軸約0.92m、検出面からの深さ約0.58mを測る。底面は平坦で、

黒色粘質土（7.5YR2/l）が堆積する。

石製品と漆器が出土したが、時期は不明である。

SK 14 （第12図）

B4・B5グリッドに位置し、調査区南壁に接する。調査区域外（南側）へ広がる。

平面不整円形で、検出長約l.14m、短軸約0.82m、検出面からの深さ約0.2lmを測る。底面は平坦で、

黒色粘質土（7.5Y2/l）が堆積する。

肥前磁器と瀬戸系磁器、漆器が出土した。遺物から、 18世紀後半～19世紀中頃と考えられる。

SK 16 （第12図）

A3・ A4・B3・B4グリッドに位置する。

平面不整円形で、長軸約l.90m×短軸約l.25m、検出面からの深さ約0.40mを測る。底面は平坦で、

黒色粘質土（lOYRl.7/1）が堆積する。

肥前磁器、瀬戸・ 美濃磁器、瀬戸 ・美濃、木製品が出土した。初期伊万里と考えられる碗（第

21図42・図版9）を含むが、他の遺物から、 18世紀後半～19世紀中頃と考えられる。

SK 17 （第12図）

A3・B3グリッドに位置する。

平面不整円形で、長軸約l.70m×短軸約l.50m、検出面からの深さ約0.42mを測る。底面は平らで、

炭化物と植物遺体を含む黒褐色粘質土 (lOYR2/2）が堆積する。

肥前磁器、越中瀬戸、瓦質土器、木製品が出土した。遺物から、 18世紀後半～19世紀中頃と考

えられる。

SK 18 （第12図）

B3グリッドに位置する。

平面不整円形で、長軸約l.45m×短軸約l.25m、検出面からの深さ約0.25mを測る。底面は南

に向かつて緩やかに下がる。南側に焼けた傑や炭化板などを含む黒褐色粘質土（7.5YR3/1）、北

側に褐灰色粘質土（7.5YR4/l）が堆積する。

肥前磁器、瀬戸・美濃、石製品、木製品が出土した。遺物から、 18世紀後半～19世紀中頃と考

えられる。

SK21 （第16図）

C4グリッドに位置する。西側でSXlOと重複し、 SXlOより古い。

平面不整長円形で、長軸約3.25m×短軸約l.82m、検出面からの深さ約0.44mを測る。全体的

に灰色粘質土（7.5Y4/l)が堆積する。

瀬戸・美濃が出土した。SXlOとの切り合い関係から、 18世紀後半以前と考えられる。

SK22 （第12図）
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第3章調査の方法と成果
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」＇.＿＿＿ A _p;_ 
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L=7.4m 

」；一 A’ A 
L=7.4m 
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調
査
区
西
壁

SK08 
!. 7.5Y2/I 黒色粘質土（粘性中 しまり中）
2. IOY3/I オリーブ黒色粘質土（粘性中 しまり中）
3. !OY3/I オリーブ黒色粘質土（粘性中 しまり中）
4. 7.5Y3/I オリーブ黒色粘質土（粘性中 しまり中）
5. 10Y2/l 黒色粘質土（粘性中 しまり中）

.. 
」＇.＿＿＿

_A_ 

L=7.4m 

調
査
区
西
壁

A’ 

SK09 
I. 7.5YR1.7/l 黒色砂質土 （粘性中 しまり弱 ψ5cm黄色土ブロック・黒色土混入砂多量混入）
2. 7.5Y2/I 黒色粘質土 （粘性中 しまり弱炭化物・焼土ブロック ・申！cmシルトプロック混入）
3. 10YR3/I 黒褐色粕質土 （粘性中 しまり弱植物越体多量混入）
4. 2.5Y5/I 黄灰色粘質土 （粘性中 しまり強シルト多量混入）
5. 2.5Y2/1 黒色粘質士 （粘性中 しまり弱炭化物多量混入）
6. 5¥712 灰白色砂質土 （粘性中 しまり弱砂・シルト・炭化物多量混入）
7. 5Y7 II 灰白色砂質土 （粘性中 しまり弱砂多量混入植物遺体 ・炭化物混入）

A 

’P SK14 
A 刀工、
A’ 

A 

A' 

A’ イニT
」二一

A 
L=7.4m 

A 
L=7 4m 

SK14 
1. 7.5Y3/2 オリーブ黒色粘質土 （粘性中 しまり中）
2. 7.5Y2/I 黒色粘質土（粘性中 しまり中）SK13 

I. 7.5YR2/l 黒色粘質土
（払＇；tlci:j:I しまり強焼土 ・炭化物混入小磯多量混入）

2. 10YR2/l 黒色粘質土
（粘rt中 しまり中 申IOcmのシルトブロック・申 !Ocmの礁混入）

3. 7.5YR2/I 黒色粘質土
（粘性中 しまり中焼土ブロック ・申IOcmの傑・小磯多量混入）

A 

」＇.＿＿＿

A 

_A_ 
L=7.4m 

A 
L=7.4m 

」＇.＿＿＿

A 

」＇.＿＿＿
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SK16 
1. IOYRl.7 /l 黒色粘質土 （粘性中 しまり弱砂混入〕

~ 

」＇.＿＿＿

A’ 

A 
L=7.4m 

SK18 SK22 
1. 7.5YR3/I 黒褐色粘質土 1. 5Y3/2 オリーブ黒色砂質土

（粘性中 しまり弱 申2～3cm・IOcmの焼けた礁多量混入 （粘性中 しまり強
炭化板状木製品浪人） φ2～3cm礁少量混入）

2. 7.5YR4/ l 褐灰色粘質土
（粘性中 しまり中）

SK17 
!. IOYR2/l 黒色粘質土 （粘性中 しまり弱

φ2cmシルトブロック ・植物遺体混入炭化物多量混入）
2. IOYR2/2 黒褐色粘質土（粘性中 しまり弱

シルトブロックを1より多量混入炭化物混入
植物遺体少量混入）

。 1 :40 2m 
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第 12図 SK08・09・10・13・14・16・17・18・22 平面・断面図



第3節遺構

C4グリッドに位置する。

平面不整円形で、長軸約0.85m×短軸約0.82m、検出面からの深さ約0.17mを測る。底面はな

だらかで、全体的にオリーブ黒色粘質土（5Y3/2）が堆積する。

遺物の出土はなく、時期は不明で、ある。

SK23 （第13図、図版4)

C3グリッドに位置する。

平面不整長円形で、長軸約l.35m×短軸約0.75m、検出面からの深さ約0.21mを測る。底面は

中央付近がなだらかに窪む。底面の窪みには、植物遺体を少量含む黒色粘質土（5Y2/l）が堆積する。

底面から瀬戸 ・美濃と木製品が出土した。遺物から、 18世紀後半～19世紀中頃と考えられる。

SK25 （第13図、図版4)

C3グリッドに位置する。

平面不整長円形で、長軸約l.19m×短軸約0.75m、検出面からの深さ約0.35mを測る。底面は

なだらかで、植物遺体を含む黒色粘質土（10YR2/l)が堆積するが、堆積土中には多くの牒と陶磁器・

木片が縞状に含まれる。

肥前磁器、瀬戸・美濃、木製品が出土した。遺物から、 18世紀後半～19世紀中頃と考えられる。

SK26 （第13図、図版5)

C3グリッドに位置する。 SP03と重複し、 SP03より新しい。

平面不整長方形で、長軸約l.45m×短軸約0.60m、検出面からの深さ約0.48mを測る。底面は

平らで、底面に礁を多量に含むオリーブ黒色粘質土（5Y3/l）が堆積する。

底面から瀬戸系磁器、越中瀬戸、メロン類の種子（第4章第2節参照）が多量に出土した。他に、

金属製品と木製品が出土した。遺物から、 19世紀後半の時期と考えられる。

SK27 （第13図）

C3・D3グリッドに位置する。

平面不整楕円形で、長軸約0.72m×短軸約0.50m、検出面からの深さ約0.09mを測る。底面は

浅くなだらかで、表面には礁が集中し、集石遺構のような様相を呈する。

遺物の出土はなく、時期は不明である。

SK29 （第13図、図版4)

D3グリッドに位置する。南側でSX07と重複し、 SX07より新しい。

平面不整長方形で、長軸約l.80m×短軸約0.70m、検出面からの深さ約0.13mを測る。底面は

平らで、黒色粘質土（5Y2/l）の上に、礁を含むオリーブ黒色砂質土（5Y3/2）が堆積する。

多くの木製品が出土した。遺物とその出土状況などから、 18世紀後半～19世紀中頃のごみ穴と

考えられる。

SK30 （第13図、図版5)

C4グリッドに位置する。

平面不整長方形で、長軸約l.50m×短軸約1.01m、検出面からの深さ約0.38mを測る。底面は

なだらかに窪み、植物遺体を多量に含むオリーブ黒色粘質土 (lOY3/l）の上に、植物遺体を含む

オリーブ黒色粘質土（7.5Y3/l）が堆積する。

土坑の中で、最も多く 遺物が出土した。遺物中に初期伊万里と考えられる皿（第21図51・図版9)

があるが、他の遺物や出土状況から、 18世紀後半～19世紀中頃のごみ穴と考えられる。

SK31 （第11図）

っJヮ“



第3章調査の方法と成果
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SK23 
1. 5Y3/I オリーブ黒色粘質土

（粘性中 しまり中）
2. 5Y2/I 黒色粘質土

（粘性中 しまり弱植物遺体少量混入）

SK25 
I. 5Y3/I オリーブ黒色粘質士

（粘性中 しまり中植物遺体多量混入）
2. IOY5/1 灰色砂

（粘性無 しまり弱 磯 ・木製品・植物遺体混入）
3. 2.5Y4/I 黄灰色粘質土

（粘悩中 しまり強植物遺体混入）
4. 2.5Y3/I 県褐色粘質土

（粘性中 しまり中砂・φ3cmの傑多量浪人）
5. IOYR2/I 黒色粘質土

（粘性中 しまり強 申3cmのI際・植物遺体浪人）4 

A 
L=7.4m 

SK29 
A 

IE 
αコlて？
Ir-.: SK26 
.!!, I. 5Y5/l 灰色砂

（粘性無 しまり強）
2. 5Y3/ I オリーブ黒色砂質土

（粘性中 しまり弱植物遺体混入）
3. 5Y3/ I オリーブ黒色粘質土

（粘性中 しまり中 φ3～5cmの磯多量混入）

A’ 
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ょ盛長1
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L二 7.4m

iに 年 °l
SK27 
I. 7.5Y3/l オリーブ黒色粘質土

（粘性中 しまり弱炭化物少量混入）

~ 

下駄（275)
下駄（276) ｜＼ー」べ

下駄（273）棒（355)
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L=7.4m 

イ
SK29 
1. 5Y3/2 オリーブ黒色砂質土

（粘性中 しまり中 φ3～4cm際混入〕
2. 5Y2/1 黒色粘質士

（粘性中 しまり強）

SP03 
I. IOYR3/1 黒褐色粘質土

（粘性中 しまり強炭化物・シルト粒子多量混入）
2. IOYR2/I 黒色粘質土

（粘性中 しまり強シルト粒子多量混入）
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SK30 
I. 7.5Y3/I オリーブ黒色粘質土

（粘性中 しまり強土器 ・植物治体混入）
2. 7.5Y5/I 灰色シルト

（粘性中 しまり強黒色粒子混入）
3. IOY3/I オリーブ黒色粘質土

（粘性中 しまり弱植物遺体多量混入）
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SK33 
1. 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色粘質土

（粘性中 しまり強 φ!Ocmの傑混入）
2. 2.5Y3/2 黒褐色砂質土

（粘性中 しまり弱シルトブロック状・焼土粒子・植物遺体混入）
3. 2.5Y3/3 l暗オリーブ縄色粘質土

（粘性中 しまり強 シルトプロック状 ・φ2cmの磯多量混入）

。 I :40 2m 

第13図 SK23・25・26・27・29・30・33 SP03 平面・断面図
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第3節遺構

C4グリッドに位置する。西側でSE06と重複し、 SE06より新しい。

平面不整楕円形で、長軸約1.62m×推定短軸約1lOm、検出面からの深さ約0.45mを測る。底

面はなだらかで、平坦に近い。底面には礁を含む黒褐色粘質土（10YR3/2）が堆積し、その上に

礁を多量に含む褐灰色砂質土 (lOYR4/1）、シル トブロ ックを多量に含む黒褐色粘質土 (lOYR3/1) 

が堆積する。

遺物の出土はないが、 SE06との切り合い関係から、 18世紀代以降と考えられる。

SK32 （第11図）

B4グリッドに位置する。北側でSE06と重複し、 SE06より新しい。

平面不整方形で、長軸約l.19m×短軸約0.90m、検出面からの深さ約0.55mを測る。底面は平

坦である。

遺物の出土はないが、 SK31同様にSE06との切り合い関係から、 18世紀代以降と考えられる。

SK33 （第13図）

H2グリッド（B区）に位置する。調査区北壁に接し、調査区域外（北側）へ広がる。

平面不整長円形で、検出長約1.01m、短軸約0.85m、検出面からの深さ約0.37mを測る。底面

は窪み、シルトブロックと離を多量に含むオリーブ褐色粘質土（2.5y 4/3）の上に、シルトブロッ

ク及び焼土粒子・植物遺体を含む黒褐色砂質土（2.5Y3/2）、磯を含む暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3)

が堆積する。

検出時に、胎土に金雲母を含む土製品（第29図222）が出土した。近代以降の撹乱によって、上

層から混入したものと考えられる。他に遺物の出土はない。 SD03が撹乱によって壊されているが、

本来はSD03の下層に位置することから、 18世紀後半以前と考えられる。

SX02 

C2グリッドに位置する。 SD03の底面で確認し、 SD03北側石積みの下（北側）へ広がる。

平面不整楕円形で、検出長約2.04m、検出幅約0.48mを測る。 SD03石材撤去や湧水・積雪等の

影響で、全体像を把握することはできなかった。

遺物の出土はない。層位及び出土状況から、 18世紀以前と考えられる。

SX03 （第 14図、図版5)

A4・A5グリッドに位置する。調査区の南壁・西壁に接しており、調査区域外（南西側）へ広がる。

平面不整楕円形で、検出長約2.62m、検出短軸約2.00m、検出面からの深さ約0.52mを測

る。底面はなだらかに窪む形状で、全体的にシルトと炭化物及び焼土粒子を含む赤黒色粘質土

(2.5YR1.7 /1）が堆積する。

肥前磁器、瀬戸系磁器、土師器、漆器、木製品などが出土した。出土遺物から、 18世紀後半～

19世紀中頃と考えられる。

SX04 （第14図）

A2・B2グリッドに位置する。東側でSX05、西側でSX09と重複し、北側ではSD03と接する。

SD03 ・ SX09より古く、 SX05より新しい。

平面不整方形で、検出長軸約2.00m×検出短軸約 1.71 m、検出面からの深さ約0.18mを測る。

底面はほぼ平らで、西側に炭化物及びシルト・小礁をまばらに含む褐色粘質土（7.5YR4/3）、東

側にシルトを多量に含む褐灰色粘質土 (lOYR6/1)が堆積する。北東隅にSD03上水施設に関連す

ると考えられる平面不整長方形で、検出長0.65m、短軸約0.60mの穴が重複する。

瀬戸・美濃、越中瀬戸、丹波系陶器、木製品が出土した。遺物と重複遺構との切り合い関係から、
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SX09 
1. 7.5YR3/2 黒褐色粘質土 〔粘性中 しまり強 炭化物・

焼土・鉄浮まばらに混入）
SX04 
2. 7.5YR4/3 褐色粘質土（粘性中 しまり強炭化物 ・

シルト ・小磯まばらに混入）

SX04 
I. 7.5YR4/3 褐色粘質土 （粘性中 しまり強炭化物・シルト・小磯まばらに混入）
2. IOYR6/l 褐灰色粘質土 （粘性中 しまり弱 シルト多量混入）

sxos 
3. IOYR6/2 灰黄褐色粘質土 （粘性中 しまり弱炭化物・シルト粒子混入）

A’ 

.. 

SX03 
A 

SX03 
1. 2.5YRl.7/l 赤黒色粘質土

（粘性中 しまり中 シルト・炭化物・焼土粒子混入）
2. 5YR1.711 黒色粘質土

（粘性中 しまり強 シルトブロック多詰混入〕
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第3節遺構

A 

一区一

SX07 

1. 583/1 階肯灰色粘質土
（粘性中しまり強鉄I宰・黄色土混入焼土多fl1ifi＇.入）

2. 2.5Y2/I 黒色粘質土
（粘性中 しまり強炭化物・植物i立体・小際混入）

3. 2.5Y6/2 灰黄色粘質土
（粘性中しまり強シルト多虫混入炭化物少昆混入）

2.5Y5/l 裁灰色粘質土
（粘性中 しまり強シルト多箆浪人炭化物・小限混入）

2.5Y5/i 議灰色粘質土
(*I；性中しまり強シルト多量混入）

6. 5Y6/I 灰色粘質土
（粘性中しまり強シルト混入）

5Y3/I オリーブ黒色粘質土
（粘性中 しまり強シルト・炭化物J・植物遺体まばらに混入）

8. 5Y3/2 オリーブ黒色粘質土
CfiJ也中 しまり強シルト・炭化物 ・植物遺体まばらに混入）

9. 2.5Y6/3 にぶい黄色粘t1土
（粘性中 しまり強シルト ・植物泣休まばらに混入）

10. 7.5YR4/l 褐灰色粘質土
（粘性中しまり中シルト混入）

11. 2.5Y3/l 黒褐色粘質土
（粘性中 しまり中炭化物・植物遺体混入）

A’ 

B 
L=7.4m 

第15図 SX07• 08 平面・断面図
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B’ 

sxos 
1. 7.5Y7 /2 灰白色粘質土

（粘性中 しまり強シルト多量混入）
2. 7.5Y3/i オリーブ黒色粘質土

（粘性中 しまり強焼士混入炭化物粒子多量混入）
3. 7.5Y7 /2 灰白色粘質土

（粘性中 しまり強シルト多量混入）
4. IOY3/I オリーブ黒色粘質土

（粘性中 しまり弱 シルトブロック混入炭化物多量混入）
5. 7.5Y3/2 オリーブ黒色粘質士

（粘性中 しまり弱シルト多量混入）
6. 7.5Y7 /I 灰白色粘質土

（粘性中 しまり強 シルトブロック多量混入）
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第3章調査の方法と成果

17世紀後半と考えられる。

SX05 （第14図）

B2グリッドに位置する。西側でSX04、南側でSK13と重複し、北側ではSD03と接する。SD03・

SX04・SK13より古い。

平面不整楕円形で、 検出長軸約2.22m×検出短軸約l.50m、検出面からの深さ約0.08mを測る。

底面は平坦である。全体的にシルト粒子と炭化物を含む灰黄褐色粘質土 （10YR6/2）が堆積する。

遺物の出土はないが、 重複遺構との切り合い関係から、17世紀後半以前と考えられる。

SX07 （第15図、図版5)

D3グリッドに位置する。 北側でSK29と重複し、 SK29より古い。

平面は不整方形で、北東側が張り出す形状を呈する。長軸約4.00m×短軸約3.40m、検出面か

らの深さ約0.55mを測る。底面の北西隅に平面楕円形で長軸約1.53m×短軸約l.32m、南西隅に

平面楕円形で長軸約1.60m×短軸約l.34mの窪みが存在し、その聞を南北方向の幅約l.lOmの溝

で連結する。底面中央付近には、長軸約l.OOm×短軸約0.25m、底面からの高さ約0.15mの南北

方向の高まりが存在する。張り出し部の底面南側に接して、平面不整方形で東西約0.88m×南北

約0.86mの深い穴が存在する。穴内には炭化物と植物遺体を含む黒褐色粘質土 （2.5Y3/l）が堆

積する。底面から深さ約0.55mまで確認したが、湧水と降雪の影響で、底は確認できなかった。

JJ目前磁器、唐津系磁器、唐津、羽口、木製品などが出土した。遺物から、17世紀前半～18世紀

lj I 1実の小鍛冶に関連する遺構と考えられる。

SX08 （第15図）

D3・ D4グリ ッドに位置する。

平面不整楕円形で、長軸約2.22m×短軸約l.92m、検出面からの深さ約0.63mを測る。底面は

平らであるが、南東隅に平面楕円形で長軸約l.32m×短軸約l.18mの窪みが存在する。

瀬戸系磁器が出土した。遺物から、 18世紀後半～19世紀中頃と考えられる。

SX09 （第14図）

A2・A3グリッドに位置する。調査区西壁に接し、調査区域外（西側）へ広がる。東側でSX04

と重複し、北側ではSD03と接する。 SD03より古く、 SX04より新しい。

平面不整方形で、検出長軸約3.21m、検出短軸約0.42m、検出面からの深さ約0.12mを測る。

全体的に炭化物及び焼土を含む黒褐色粘質土（7.5YR3/2）が堆積する。

肥前磁器、羽口、鉄淳が出土した。遺物と重複遺構との切り合い関係から、 17世紀後半以降の

小鍛冶に関連した遺構と考えられる。

sx 10 （第16図）

B4・C4グリッドに位置する。東側でSK21と重複し、 SK21より新しい。

平面は不整双円形で、長軸約3.62m×短軸約l.64m、検出面からの深さ約0.60mを測る。底

面はなだらかで、検出面から底面にかけて、磯及び炭化物 ・焼土を多量に含む明黄褐色砂質土

(10YR6/8）などが堆積する。

肥前磁器、瀬戸 ・美濃、輸入陶器、石製品、木製品が出土した。磯及び炭化物・ 焼土を多量に含

む堆積土の状況から、火を用いた遺構の可能性が考えられるが、羽口や鉄j宰などの鍛冶に関連した

遺物の出土はない。遺物から、18世紀後半～19世紀中頃と考えられる。

SP03 （第13図）

C3グリッドに位置する。 SK26と重複し、SK26より古い。
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第3節遺構

B’ 

E
寸

h
H
J

〈

SXlO 
1. IOYR6/8 l明演褐色rd！質土

（粘性中 しまり中 φ5cmの傑・
炭化物 ・焼土多五i混入）

2. IOYRS/8 賞燈色粘質士
（粘性中 しまり強シルト粒子混入）

3. IOYRS/6 策燈色粘質土
（粘性中 しまり強シルト粒子混入）

4. IOYR4/I 褐灰色粘質土
（粘性中しまり強炭化物 ・
シルトブロックまばらに混入）

5. IOYR6/I 褐灰色粘t~士
（粘性中 しまり強炭化物・
シルトブロック多量混入）

6. IOYR3/I 黒褐色砂質士
（粘性中 しまり弱 φ3cmの傑・
砂・植物遺体混入）

7. !OYRS/8 黄櫨色砂質土
（粘性中 しまり弱 φ3cmの傑 ・
砂 ・植物i自体混入）

SXlO・SK21
!. JOYR6/8 明貨褐色I品質土（粘性中 しまり中 申5cmの傑 ・炭化物 .tft土多量混入）
2. IOY3/J オリープ黒色粘質土〔粘性中 しまり強焼土粒子 ・φIOcmの傑まばらに混入）
3. IOYR3/I 黒褐色粘質土（粘性中 しまり強 シルトブロック状 ・焼土ブロック状・ φ5～!Ocmの傑・炭化物多量混入）
4. 7.5Y3/I オリープ黒色砂質土（粘性中 しまり弱砂多量浪人）
5. IOY2/I 黒色粘質土（粘性＂ f'しまり強磯まばらに混入）
6. 7.5Y4/I 灰色粘質土〔粘性中 しまり強 シルト多量混入 φ5～20cmの傑混入）

SP04 ~ SPOS A SP06 ~ 上。上 _A_@_K _A_c _K_ 

_Aー A' A A’ A A’ 

L=7.4m L=7.4m L=7.4m 

SP04 
ト 7.5Y2/2 オリーブ黒色粘質土

（粘性中 しまり中
シルト ・焼土ブロック混入）

SPOS 
I. 7.5Y2/I 黒色粘質土

（粘性中 しまり弱シルト・！J't土粒子混入）
2. 7.5Y2/2 オリーブ黒色砂質土

（粘性中 しまり弱砂多量混入）

SP06 
I. 5Y5/2 灰オリーブ色粘質士

（粘性中 しまり強シルト多量混入）
2. 5Y711 灰白色粘質土

（粘性中 しまり中シルト多量混入）

。 I :40 2m 

第16図 SX10 SK21 SP04・05・06 平面・断面図
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第3章調査の方法と成果

平面不整円形で、長軸約0.35m×短軸推定約0.29m、検出面からの深さ約0.08mを測る。底面

は平らである。

遺物の出土はない。 SK26との切り合い関係から、 19世紀以前と考えられる。

SP04 （第16図）

C2グリ ッドに位置する。

平面不整円形で、長軸約0.20m×短軸約0.18m、検出面からの深さ約0.18mを測る。底面は尖

り気味となる。

遺物の出土はなく、時期は不明である。

SP05 （第16図）

C3グリ ッドに位置する。

平面不整楕円形で、長軸約0.50m×短軸約0.42m、検出面からの深さ約0.25mを測る。底面は

尖り気味となる。

遺物の出土はなく、時期は不明である。

SP06 （第16図）

C3グリッドに位置する。

平面不整円形で、長軸約0.32m×短軸約0.21m、検出面からの深さ約0.24mを測る。底面は平

らである。

造物の出土はなく、時期は不明である。

曲物底板（第5図、図版5)

B4・ C4グリ ッドに位置する。

大型の曲物底板で、水平な状態で、出土した。

造物の出土は他にな く、時期は不明で、ある。

(2）上層面（江戸時代末～近代）の遺構

上層遺構で、は、背割水路、井戸、土坑などを確認した。

SD01 （背割水路、第8・18・19図、図版3・7)

A2～E2グリッドにかけて位置する。

東西方向に伸びる石組の背割水路で、 SD03・ SD02の造り替えである。検出長約18.70m、内幅

約0.80～0.85m（尺換算で、内幅二尺六す～二尺八寸）、底面までの深さ約0.80m（尺換算で二尺

六す）を測る。

石積みは、北側・南側ともに20～40cmの大さきの河原石（自然石）を、斜めに互い違いに積み

上げる落積みである。石材の積み上げは、底面から天端石に向かつて、緩やかに広がるような積み

方で、裏込めは礁を多量に含む灰黄褐色粘質土(lOYR5/2）や礁を多量に含む赤黒色土（2.5YR2/l)

である。底面は、肩平な河原石（自然石）を使用した敷石構造である。底面の標高は西側7.70m・ 

中央7.66m・東側7.66mで、東側が僅かに低くなる。東側に向かつて、水が流れていたと考えられる。

北側石積みの東側下部（D2・ E2グリ ッド）では、約l.8m分の胴木が認められた。中央付近（C2

グリッド）の石積みの残存状態はとくに良好で、上端の石と石の隙聞に砂目地が詰まった状態で、

天端石まで残る。検出面から深さ約0.70m（底面から約10～15cm）付近まで、 焼土 ・炭化木片な

どを含む戦災層が堆積することから、昭和初期 （戦中）まで水路として使用され、日常管理として

の清掃が行き届いていたと考えられる。蓋に相当する板（石）などの痕跡は認められず、開渠と考
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第3節遺構
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第19図 SD01（背割水路）エレベーション図

えられる。

磁器、土製品、銭貨、瓦が出土した。遺物は、 20世紀前半のものが多く、背割水路廃絶の時期

を示すと考えられる。層位から、近代に構築され、戦後に埋没したものと考えられる。

SE01 

B4・B5グリッドに位置する。

平面正円形で、長軸約0.74m×短軸約0.70mを測る。石製の井戸枠である。

遺物の出土はない。層位・構造から、 19世紀末以降と考えられる。

SE02 

C4グリッドに位置する。

平面正円形で、長軸約0.70m×短軸約0.65mを測る。石製の井戸枠である。

遺物の出土はない。層位・構造から、 SEOl同様に 19世紀末以降と考えられる。

SK01 

A3・ A4グリッドに位置し、硬化面と重複する。硬化面より新しい。

平面不整楕円形で、長軸約0.78m×短軸約0.65m、検出面からの深さ約0.38mを測る。底面は

なだらかに窪む形状で、炭化物を少量含む黒褐色粘質土 (lOYR3/l）が堆積する。

遺物の出土はないが、硬化面との切り合い関係から、 19世紀末以降と考えられる。

SK02 

D4グリッドに位置する。

平面不整方形で、長軸約0.74m×短軸約0.58m、検出面からの深さ約0.18mを測る。底面はな

だらかに窪む。

遺物の出土はない。層位から、 19世紀末頃と考えられる。

SK03 

D4・E4グリッドに位置する。

平面不整長円形で、長軸約l.67m×短軸約0.59m、検出面からの深さ約0.18mを測る。底面に

は凸凹が見られ、南側が低くなってなだらかに窪む。

遺物の出土はない。層位から、 19世紀末頃と考えられる。

SK04 

E4グリッドに位置する。調査区の東壁に接し、調査区域外（東側）へ広がる。

平面不整楕円形で、残存長軸約0.80m×残存短軸約0.42m、検出面からの深さ約0.05mを測る。

遺物の出土はない。層位から、 19世紀末頃と考えられる。

SK05 
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第3章調査の方法と成果

B4グリッドに位置する。

平面不整長円形で、長軸約0.80m×短軸約0.75m、検出面からの深さ約0.55mを測る。底面は、

なだらかに窪み、 西側が深く窪む。

遺物の出土はない。層位から、 19世紀末頃と考えられる。

SK06 

SK05と同じく B4グリッドに位置する。

平面不整円形で、長軸約0.55m×短軸約0.55m、検出面からの深さ約0.25mを測る。底面は、

なだらかに窪む。

遺物の出土はない。層位から、 19世紀末頃と考えられる。

SX01 

A4グリッドに位置する。調査区の西壁に接し、僅かではあるが調査区域外（西側）へ広がる。

平面不整長円形で、残存長軸約2.20m×短軸約1.30m、検出面からの深さ約0.28mを測る。底

面はなだらかに窪む形状で、凹凸がみられる。全体的に、焼土と炭化物を少量含む黒褐色粘質土が

堆積する。

鉄製品のコテ（第39図394.図版20）が出土した。層位から、 19世紀末頃と考えられる。

SP01 

B3・B4グリッドに位置する。硬化面と重複し、硬化面より新しい。

平而不整円形で、長軸約0.25m×短軸約0.21m、検出面からの深さ約0.23mを測る。底面まで

柱穴状に窪む。

遺物の出土はないが、硬化面との切り合い関係から、 19世紀末以降と考えられる。

SP02 

B4グリッドに位置する。

平面不整円形で、長軸約0.32m×短軸約0.29m、検出面からの深さ約0.25mを測る。底面まで

柱穴状に窪む。

遺物の出土はない。層位から、 19世紀末頃と考えられる。

硬化面

A3・ A4・B3・B4グリッドにかけて位置する。 SKOl・ SPOlと重複し、両遺構より古い。

東西約4.15m×南北約l.94mの平面不整半方形の範囲で、土問状に硬く硬化する。北側には建

物基礎が存在する。

遺物の出土はない。 19世紀末以降と考えられる。北側の建物基礎に付設する土間的機能を有す

る空間であった可能性がある。

建物基礎

A2～D2・A3～C3グリッドにかけて位置する。

北側に位置するSDOlに沿って、東西推定約15.58m、南北約4.88mの範囲で、礁を充填する溝

で囲われた空間が認められた。南東側は撹乱によって、形状を確認することができなかった。

19世紀末以降と考えられる。

板材

A4・A5グリッドに位置する。南側への広がりと北側への延長が考えられる。

南北残存約3.20m、幅約0.15mの2枚以上の板材の組み合せである。配置形状から、上水施設

の木樋であった可能性があるが、簡易な施設などの基礎であった可能性もある。
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第3節遺構

硬化面や建物基礎と同様に、 19世紀末以降と考えられる。

石列

A3グリッドに位置する。

調査区西壁際の南北約2.70mの範囲で、約0.5m程度の3石の石が南北方向に列状に並ぶような

状態で確認した。 2石は肩平な河原石（自然石）であるが、 l石は加工が施される。建物の礎石、

石塔等の台石、庭石などの可能性がある。

19世紀末以降と考えられる。 （基峰）

第4節遺物

(1）下層面（江戸時代）の出土遺物

下層遺構からは、肥前磁器や瀬戸・美濃、越中瀬戸などの陶磁器、土師器、土人形などの土製品、

羽口と鉄淳、硯や石臼などの石製品、煙管や箸などの金属製品、寛永通宝と文久永宝、漆器椀や和

傘部材、下駄や木札、曲物、櫛、箸、羽子板などの木製品、瓦などが出土した。

SD02 （背割水路、第20・22・23・26～32・34・36図、図版8・10・12・14～19)

前節で述べたとおり、下層のSD03に伴う遺物が混入している可能性が高く、帰属が明確でない

遺物についてはSD02・03と表記し、ここではこれらを含めてSD02出土遺物として報告する。

l～ 16は、肥前磁器である。 l～ 3は碗で、 lは見込みに「永楽年製」の文字、体部に草花と山水画、

2は見込みに雷文、体部に繋ぎ松竹梅、 3は見込みに「富貴長春」の文字と渦状文、体部に山水画

がある。 4は小碗で、ある。 5は筒形碗で、見込みに圏線と五弁花、四方棒、体部に山水画、底部に

松葉と圏線がある。 6～ 9は蓋で、 6はつまみ内に鳥、体部に草、見込みに草と圏線、 7はつまみ内

と体部に花弁文、見込みに鳥、 8はつまみ内に文字、見込みと体部に草花、 9はつまみ内と体部に

花弁文、見込みに圏線がある。 10～ 13は皿で、 10は輪花皿で、見込みに六弁花と花唐草文、 11は

見込みに半菊花・渦・五弁花と圏線、体部に草と圏線、高台内に文字と圏線、 13は見込みと体部

に丸形の印判手による花がある。 12は輪花皿で、見込みに蓮鷺文、しのぎと染付丸、陽刻の牡丹

と蝶、縁に口紅、高台内に目跡が4カ所残る。 14・15は鉢で、 14は向付で、見込みに四方棒、体部

に帆と波文、高台内に文字、 15は体部に草花がある。 16は仏飯器で、体部に格子文がある。 2・3・

7・14には焼き継ぎがある。 68は肥前系磁器で、体部に菊弁文がある仏飯器である。 77～ 79は唐津

である。 77・78は鉢で、見込みに白泥による白化粧が施される。 77は波状文である。 78は渦巻又

は波状文で、重ね焼き痕がある。 79は査である。 86～ 89は瀬戸系磁器である。 86は碗で、見込み

に四方棒、体部に縦線と如意頭がある。 87・88は皿で、 87は見込みに辰砂か鉄絵での山水画と雷文、

体部に家屋と唐草状の文様と雷文、 88は見込みに草花、体部に松葉がある。 87には焼き継ぎがあ

る。 89は仏飯器である。 90・91は瀬戸・美濃である。 90は拳骨碗で、体部に押圧痕、黒褐色の粕

に白泥が付着する。 91は乗燭で、底部に軸孔がある。 145～ 153は越中瀬戸である。 145～ 147は皿

で、 145は見込みと底部に重ね焼き痕、 146は見込みに重ね焼き痕が残る。 147は見込みに十六弁菊

の印花、高台内に墨書がある。 148は受付皿（灯明皿）、 149～ 151は小鉢、 152は建水か匝鉢、 153

は乗燭である。 153の底部には軸孔がある。 147を除き、底部は糸切りである。 176はロクロ成形の

土師器で、油煙が付着する灯明皿である。底部は糸切りである。196は信楽系磁器の皿で、見込に

3条線の×状櫛目と目跡が2カ所あり、油煙が付着する灯明皿である。 199は瓦質土器で、表面に獅

子状の陽刻がある。 202は中国系輸入陶器の皿で、見込みに文字文と蝶文、圏線、型押し、体部に
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第3章調査の方法と成果

型押し、高台内に変形文字がある。 206は小碗で、被熱によって全体的に油煙で汚れる。 207は鉢で、

口縁部に文字刻印が巡る。 208は脚付きの底部で、表面に 「震暗口」と陽刻する。 209・210は五徳で、

文字の印刻がある。 211は把手で、「仙山jと印刻する。

214～ 216は土人形である。214は童子像、 215は神抱き童子像で、いずれも頭部を欠損する。型

押し前後併せ成形で、緑紬が施される。216は素焼きの蛙である。 220は環状の土製品で、表面が

よく磨かれている。

234・235は石製品の硯である。 234の裏面には「享保九年 正月四日十二童文賞賛眉山jと陰刻

される。

242は文久永宝、 249は煙管雁首で、肩部に線状の刻みが施される。 250は鉄製の鎌で、腐食して

刃こぼれする。

256～259は漆器である。256～258は椀で、256・257は見込み・体部ともに黒漆、258は見込みに黒漆、

体部に赤漆である。 259は杓子で、表裏面ともに赤漆で、柄を欠損する。289～ 299.322～ 332は木

製品で、ある。 289・290・292～ 294は木札で、 290・294の表裏面及び292.293の表面に墨書がある。
写カ 了カ

290の表面は「口覚帳J、292は 「七日口口口j、293は「口口口口口／吉津口Jである。 294の表面は、

左列と右列で同じ文字が書かれていると思われ、「口香八枚之内／口番人枚之内」、裏面は 「漬野屋」

と判読できる。295は板状木製品で、 建物状の図柄のよう な墨書がある。 291・298・299は曲物の蓋

か底板である。 296・297は曲物の蓋で、 296の表面に墨書、 297の表面に焼印がある。 322～ 324は

横櫛で、322・323は削り出 し、324は差し歯タイプである。325は羽子板で、表裏面には、墨や朱

の文様がある。 326～ 328は箸で、削り出しである。 326は六角形で両端に朱、327は丸木で隅丸方形、

328は四角形である。329は加工板、 330は栓である。331・332は不明木製品で、 331は鍵手状、 332

は側面に吊り下げるための孔が施された円柱状を呈する。

SD03 （背割水路、第20～24・26～32・34～36図、図版8～17・19)

17～ 37は肥前磁器である。17～ 28は碗で、17は見込みに寿字文と雷文、体部に繋ぎ蓮弁状の文様、

18は小碗か向付で見込みに雷文、体部に人面及び松と草、19は体部に松と圏線、20は見込みに巻員（宝

貝） と四方棒、体部に唐花、 21は器形が半球形で見込みに十字花、体部に鶴と松、22は広東碗で

見込みに圏線、体部に松と草花、 23は見込みに寿字文、四方棒と圏線、体部に唐花、 24は見込み

に格子文と圏線、体部に草と圏線がある。25は、見込みに宝と圏線、体部に草花と圏線、高台内に

朱書きで「松村や口口口」、焼き継ぎがある。 26は見込みに寿字文と圏線、体部に山水と柳、 27は

見込みに魚、体部に文字文、 28は広東碗で体部に船と波がある。29・30は蓋で、 29は見込みに格

子と圏線、体部に格子文、30は広東碗の蓋で見込みに鷺、つまみ内に桜と紫陽花、体部に鳥、桜

と紫陽花がある。31は皿で、見込みの口縁付近に貼付菊花がある。十四弁菊である。 32～ 35は鉢

で、32・33は向付、 32は見込みに四方棒、体部に蛸唐草、 33は見込みに四方棒、体部に菊花がある。

34は見込みと体部に蛸唐草を施す源氏香文様がある。 35は見込みに素地染付と圏線、砂目高台の

初期伊万里である。36は猪口で、体部に斜格子と薄、圏線がある。 37は線香立で、体部に笹文が

ある。 69～75は肥前系磁器である。69～71は体部に草花のある碗である。 70は高台内に文字がある。

72～ 76は皿である。 72は見込みに花と蛸唐草、圏線、体部に繋ぎ松葉と圏線、蛇の目高台である。

73は見込みに花弁と花、唐草、 74は見込みに草と蛇の目痕、 75は見込みに五弁花と花、唐草、圏

線、体部に草と圏線がある。92～ 105は瀬戸系磁器である。92～ 98は碗で、 92は体部に菊唐草と

その周囲に松、高台にO×文、高台内に名款がある。 93は見込みに花と圏線、体部に菊花、94は

見込みに花、体部に宝文、 95は見込みに蝶、体部に草花と圏線、96は見込みに蝶と圏線、体部に
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第4節遺物

花弁、 97・98は体部に植物文がある。99・100は蓋で、合子蓋と考えられる。99はつまみを欠損し、

体部に松葉十字花文と梅、条線、 100は上部に山水か梅林、体部に丸と櫛歯がある。101～ 103は皿

である。101は輪花皿で、見込みに山水画がある。102は形打陽刻で、見込みに十字花、波に綾杉、

体部にはハリ跡が残る。103は輪花皿で、見込みに花詰文、体部に繋ぎ花文と雷文がある。104は

瓶で、器形は筒形で、体部に渦状文と縦線、透かしが施される。105は戸車で、「天下太平」の墨書

がある。106～ 118は瀬戸・美濃である。106～ 108は碗である。106は体部に飴軸の網掛文がある。

109・110は拳骨碗で、体部に押圧があって、黒褐色軸に白色柑が点々と散る。111・112は受付皿（灯

明皿）、 113は皿（灯明皿）で、いずれも油煙が付着する。112の底部には渦巻き状の線刻がある。

114は鉢、 115は措鉢である。116は査で、 肩部にしのぎがある。117は仏花瓶で、光沢のある鉄柑

が施され、白色紬が点々と散る。底部は糸切りである。118は乗燭又は蓋である。154～ 167は越中

瀬戸である。154・155は小鉢である。156～ 163は皿で、 156は見込みに十六弁菊の印花、高台内に

墨書がある。157・159～ 163は見込みに重ね焼き痕がある。164は受付皿（灯明皿）、165は片口措鉢、

166・167は建水か匝鉢で、ある。156・164を除き、底部糸切りである。177～ 188はロクロ成形の土師

器の灯明皿で、底部は糸切りである。182を除き、油煙が付着する。189は非ロクロ成形の土師器

の乗燭である。198は越前の鉢である。貼付脚で、体部に刻印らしき痕跡がある。200は瓦質土器

の鉢と考えられる。口縁が平らで、体部に上下の区画内に亀甲文と梅花及び松葉がある。203は輸

入陶器の鉢である。中国系で、体部に宝相華がある。

221は角が摩滅し、円形の板状を呈する。表面に「大極上製口大坂南久太漬高田屋庄八」の刻印

があり、焼塩査の蓋の可能性がある。

236は硯である。237は石臼で、穀物臼である。角閃石安山岩製（常願寺川産か）で、南側石積

みの石材に転用されていた。

243は寛永通宝で、新寛永である。251は鉄製の握り鋲である。

260は和傘部材で、柄の中ほどを移動する手元聴瞳である。表面には赤漆が施される。265～ 267

は下駄である。265は平面丸型の一木連歯下駄、266は無眼下駄、267は田下駄である。300は木札で、
相カ tiカ村カ

表裏面に墨書がある。300の表面は「松口口源口／口口人／京口口口口口」、 裏面は「口口口／口
月カ

口 弥六／口口十六日」と判読できる。301・302は曲物の蓋で、いずれも墨書がある。301の墨書

は「清」である。303～ 305は曲物の蓋か底板である。306は小型桶である。333・334は削り出しの

横櫛である。335は削り出し角棒（四角形）の箸で、上端に朱がある。336は加工板である。

SD03内上水施設（第21・25・27・36図、図版19)

38は肥前磁器の碗である。38は体部に菊花があり、初期伊万里と考え られる。119は瀬戸系磁器

の碗である。190はロクロ成形の土師器の灯明皿で、底部は糸切りである。

337・338は竹樋の継ぎ手である。337は南側、 338は北側に配置されていた。

SD05 （第27・32・35図、図版18)

191・192は、ロクロ成形の土師器の灯明皿で、 191の底部は糸切りである。

268は平面角型のー木連歯下駄で、側面に横緒孔がある。307は小型曲物で、内底面が広い範囲

で炭化する。308・309は曲物の蓋か底板で、いずれも金属製の留め金が残る。

SE03 （第25・28・36・37図、図版11)

120・121は瀬戸系磁器の碗、 122は瀬戸・ 美濃の片口鉢、 123は瀬戸・ 美濃の乗燭か台付碗で、

底部は糸切りである。212は種類不明の碗である。

339は底板で、厚さ約2.5cmを測る。340～342は側板で、厚さ約1.5～ 1.6cmで、ある。工具で下部を削っ
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第3章調査の方法と成果

ている。

SE04 （第37図）

343・344は上段の側板である。343は幅8.7cm・厚さ2.0cm、344は幅9.lcm・厚さ l.7cmで、工

具で下部を削っている。345・346は下段の側板である。345は長さ 90.4cm・幅8.3cm・厚さ 2.0cm、

346は長さ 91.0cm・幅12.6cm・厚さ l.9cmで、 工具で下部を削っている。

SE06 （第21・32・35・37図、図版9)

39・40は肥前磁器で、 39は碗、 40は皿である。 39は見込みに斜線、体部に草花、40は見込みに

丸に花弁と2条線の組合せ文様と花、体部に草花がある。いずれも初期伊万里である。

269は平面丸型の構造 （差歯）下駄で、露卯下駄である。310・311は木札、347は削 り出し丸木 （六

角形）の箸で湾曲する。

SK09 （第32図、図版16)

261は漆器の椀で、見込み ・体部ともに黒漆塗 りである。体部に赤漆による文様が施されるが、

部分的で、あるため詳しい文様は不明である。

SK10 （第31図）

252は鉄製の包丁の刃である。刃先は腐食し、刃こぼれする。

SK 13 （第31・32図、図版16)

238は砥石である。

262は漆器の椀で、見込み・体部ともに赤漆塗りで、高台内は黒漆塗りである。

SK 14 （第21・25・32図）

41は肥前磁器の碗で、体部に草花と圏線がある。 124は瀬戸系磁器の碗である。

263は漆器の椀で、見込みは赤漆塗り、体部は黒漆塗りである。体部に赤漆で竹か笹を丸で囲ん

だ文様が3カ所施される。高台内は黒漆塗り で、キャタピラ状の凹みが巡る。

SK 16 （第21・25・32図、図版9・11・16)

42・43は肥前磁器の碗である。 42は体部に扇と宝尽くしがあり、初期伊万里と考えられる。43

は体部に花弁がある。125は瀬戸系磁器の碗で、体部に草花がある。 126・127は瀬戸 ・美濃で、126

は碗、 127は片口播鉢である。

270は平面丸型の構造（差歯）下駄で、露卯下駄である。

SK17 （第21・26・28・32図）

44・45は肥前磁器の碗である。 44は体部に草花、45は見込みに文字と圏線、体部に笹がある。

168は越中瀬戸の建水又は匝鉢で、ある。 201は瓦質土器で、容器の蓋と考えられる。

271・272は平面丸型の構造（差歯）下駄である。 271は陰卯下駄で、表面に黒漆が塗られる。 272

は露卯下駄である。

SK 18 （第21・25・31・37図、図版9・11・19)

46～49は肥前磁器である。 46・47は皿で、 46は輪花皿で、見込みに染付及び鳥の陽刻がある。

47は蛇の目高台で、見込みに草花、体部に樹木状の文様がある。48・49は瓶で、 48は口縁部～体

部に蛸唐草、49は口縁部に雷文、体部に花がある。 128は瀬戸 ・美濃の乗燭で、底部糸切りである。

239は硯で、裏面に文字などが線書きされる。

348・349は円形の有孔板である。

SK21 （第25図）

129は瀬戸 ・美濃の皿である。

n
D
 

q
J
 



第4節遺物

SK23 （第25・37図）

130は瀬戸・ 美濃の碗である。

350は削り出し丸木の箸である。

SK25 （第21・25・35図、図版9・18)

50は肥前磁器の瓶で、体部に蘭がある。 131～ 133は瀬戸・美濃の皿である。 131は見込みに重ね

焼き痕が残る。

312は木札で、表裏面に墨書がある。表面は「山一」とみられる屋号の記号、他は不明で、裏面は「口

口壱斤入」と判読できる。

SK26 （第25・26・31・37図、図版12・19)

134は瀬戸系磁器の碗、 169は越中瀬戸の碗である。

253は金属製で、両端に留め金具が残る把手である。

351・352は削り出し丸木の箸である。

SK29 （第31～33・37・38図、図版15)

273～ 275は平面丸型の一木連歯下駄で、前歯と後歯が磨り減って草履下駄状を呈する。 276は下

駄歯である。 353は削り出し丸木の箸、 354は杭、 355は棒状木片である。

244は寛永通宝で、古寛永である。

SK30 （第21～23・25・27・33・35・38図、図版9・10・12・13・16・18)

51・52は肥前磁器の皿である。 51は見込みに菊花流水があり、初期伊万里と考えられる。 52は

見込みに菊花、体部に松葉がある。 76は肥前系磁器の皿で、見込みに花と圏線がある。 135. 136 

は瀬戸系磁器の碗で、 135は体部に太湖石と花、高台内に文字がある。 137は瀬戸・美濃の小鉢、

138・139は瀬戸 ・美濃の片口鉢である。 170・171は越中瀬戸の小鉢、 172は越中瀬戸の播鉢、 173は

越中瀬戸の三脚付火鉢である。 193・194はロクロ成形の土師器の灯明皿で、底部は糸切りである。

277～ 282は平面丸型の構造（差歯）下駄で、いずれも露卯下駄である。 277～ 280は、表面・側

面に赤漆、裏面・歯に黒漆が施される。 313は小型曲物、 356は削り出し丸木の箸である。

SK33 （第29図）

222は土製品で、表面に「口口名産口口組合口口口－」の刻印がある。撹乱によって、上層から

混入したものと考えられる。

SX03 （第22・25・27・31～33・35・38図、図版9・15・19)

53・54は肥前磁器である。53は碗で、体部に花弁と圏線がある。54は皿で、見込みに花弁と圏

線があり、初期伊万里と考えられる。 140は瀬戸系磁器の皿で、ある。 195はロクロ成形の土師器の

灯明皿で、底部は糸切りである。

245は寛永通宝で、新寛永である。

264は漆器の椀で、見込み・体部ともに黒漆塗りで、体部に紅葉と草の文様がある。283～ 286は

下駄である。283・284は平面角型の構造（差歯）下駄で、 283は陰卯下駄、 284は露卯下駄である。

285は平面丸型の構造（差歯）下駄で、露卯下駄である。 286は下駄歯である。 314は曲物の蓋か底

板である。 357は正方形の板で、表面は斜めに区画して赤漆と黒漆が塗られ、裏面は赤漆が塗られる。

裏面の上下に、木を留めた接合痕跡が残る。 358は加工木である。

SX04 （第25・27・38図、図版13・14・19)

141は瀬戸・美濃の皿で、見込みに印花の痕跡がわずかに残る。174は越中瀬戸の皿で、見込み

に十六弁菊の印花、高台内に墨書がある。 197は丹波系陶器の片口播鉢である。
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第3章調査の方法と成果

359は包丁の柄で、茎が残る。

SX07 （第22・23・29・30・35・38図、図版10・15・19)

55～ 61は肥前磁器である。 55～ 59は碗で、55は体部に蝶と草花、圏線、56は見込みに文字と圏線、

体部に縦線と草、 57は見込みに文字と波・兎、高台内に文字、 58は見込みに文字と圏線、体部に唐草、

高台内に文字、 59は体部に菊と圏線がある。 60・61は皿である。60は輪花皿で、見込みに草花流水、

底部は糸切細工で、初期伊万里と考えられる。 61は見込みに草花、体部に草がある。 80・81は唐津

系磁器の碗である。 80は体部に丸に花弁と圏線、 81は体部に樹木と山状の文様がある。 82は唐津

の灯明皿で、焼成不良である。 83は唐津の片口鉢で、体部に輪状の白化粧、見込みに白泥によっ

て渦巻き状に刷毛日文様が施される。80～ 82は、 17世紀代と考えられる。

224はイタヤガイ製の貝杓子で、柄を取り付けるための直径約2.5mmの孔が2つある（第4章第4節）。

225～ 229は羽口、 231・232は鉄淳である。

315・360・361は木製品で、 315は曲物の蓋か底板、 360・361は加工木である。

SX08 （第25図）

142は瀬戸系磁器の碗である。

SX09 （第22・30図、図版15)

62は肥前磁器の碗で、体部に菊花と圏線がある。

230は羽口、 233は鉄淳である。

sx 10 （第22・23・25・27・28・31・33・35図、図版10・12)

63～ 66は肥前磁器である。63.64は碗で、 63の体部には丸に格子状染付がある。64は体部に草

か文字がある。 65は焼き継ぎのある蓋で、体部に草花と圏線がある。 66は瓶で、体部に蛸唐草と

縦縞、圏線がある。 84は唐津の鉢で、見込みに白泥による波状文がある。143は瀬戸・美濃の植木

鉢で、鍔縁桶型である。 175は越中瀬戸の建水か厘鉢で、ある。 204.205は中国系の輸入陶器である。

204は台付の台の部分で、外面に波状文がある。205は鉢で、見込みにしのぎがある。

240は粘板岩製の砥石である。

287は平面角型の構造（差歯）下駄で、陰卯下駄である。316は曲物の蓋である。

曲物底板（第38図、図版19)

367は平面円形の大型の曲物底板で、長軸約0.67m×短軸約0.66mを測る。 5枚の板を繋ぎ合わせ

たもので、板の厚さは約3.4cmで、ある。片面のみが、全面的にギトギトした膜状の付着物で被われる。

包含層出土遺物（第22・23・25・28・29・31・33・35・38図、図版10・14～16・18・19)

67・85・144.213・217～ 219・223・241・246・254.255・318～ 321・362～ 366・368・369は、 VI層 （下

層面遺物包含層）からの出土遺物である。 247・288・317はA区の東側の試掘トレンチからの出土遺

物、 248はB区撹乱層からの出土遺物であるが、併せて報告する。

67・223は肥前磁器である。67は瓶で、体部に 2羽の鳥と草花、圏線、高台に圏線が巡り、砂目

高台である。 223は化粧道具の紅皿で、体部にしのぎがある。85は唐津で、朝鮮唐津の瓶（大徳利）

である。 SE04の南側（B4グリッド）からの出土で、口縁部を欠損するが、体部下半にかけて、 鉄

紬に白紬を上から掛ける装飾技法がみられる。時期は、 17世紀前半と考えられる。 144は瀬戸 ・美

濃の碗である。213は把手及び注口付の行平鍋で、体部に飛飽が施される。

217は土人形で、頭部を欠損する女性像、 218は大黒天 （人形） が陽刻された陶器の一部と考え

られる。 219は泥面子で、家紋の笹竜胆が押型される。

241は石製丸玉で、 表面に赤彩の痕跡が残る。
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第4節造物

246～248は寛永通宝で、 246は古寛永、 247・248は新寛永である。 254・255は金属製品で、 254

は鉄地の表面に鍍金の施された小判形の飾り、 255は箸である。

288は平面丸型のー木連歯下駄で、前歯と後歯が磨り減って草履下駄状を呈する。317は加工板

である。318. 319は木札で、 318には焼印で「木町撞屋」、 319の表裏面には墨書がある。320・321

は曲物の蓋か底板である。321の表裏面は炭化する。362は削り出し丸木の箸である。363は筒か鞘、

364～366は上水施設の継ぎ手である。

368・369は瓦で、 368は越前系の丸瓦、 369は軒桟瓦である。

87を除き、 18世紀後半～19世紀中頃が主体と考えられる。

(2）上層面（江戸時代末～近代）の出土遺物

上層遺構からは、背割水路SDOlを中心に、統制磁器などの磁器、犬や鳥などの土製品、鉄製のコテ、

寛永通宝と文久永宝、木製品、瓦などが出土した。

SD01 （背割水路、第39図、図版20)

370～373は統制磁器である。370・371は碗で、 370は高台内に「岐405」、 371は体部に「岐1003」

とある。371は見込みに花十字、区画内の扇と花が連続する。372は小皿で、高台内に「有46J、見

込みに草がある。373は瓶で、高台内に「会19」、体部に花がある。374～377・380・381は磁器であ

る。374は碗で、見込みに五弁花、体部に唐草がある。375・376は蛇の目高台の輪花皿で、 375は

見込みに笹と鋸歯文、牡丹、草花、体部に唐草、 376は見込みに桔梗と竹、花、体部に牡丹、 唐草

がある。377は徳利で、体部に格子目の上に桜花と短冊「支那事変凱旋記念」がある。380・381は

猪口で、 380は見込みに桜花と「除隊記念」、 381は見込みに「銘酒満泉」、体部に松葉などがある。

378. 379は九谷磁器の猪口で、高台内に「九谷」とある。378は見込みに菊花、体部に松葉と圏線、

379は見込みに人面、体部に桜花と「不して帰る口口ぞ口口しき」とある。384は信楽系磁器の皿で、

見込みに3条線の櫛目と 2カ所目跡があり、油煙が付着することから灯明皿と考えられる。

385は統制磁器の人形で、背面に「京人56」とある。386～388は土製品で、 386は鳥、 387は犬、

388は林檎である。

389～391は寛永通宝で、新寛永である。392は一銭貨で、明治21(1888）年の発行である。

397. 398は瓦で、 397は軒瓦、 398は軒丸瓦である。

他に図化はしなかったが、石製とガラス製のビー玉状の玉が、大小合わせて数多く出土した。ビー

玉もあると考えられるが、玉のほとんどは、小石とガラス片が、流水と敷石及び石積みとの摩擦に

よって、角が削れて丸くなったと考えられる。本水路でフk流があったことを示す遺物と考えられる。

SX01 （第39図、図版20)

394は鉄製のコテで、柄が直角に曲がる。

包含層出土遺物（第39図、図版20)

382・383・393・395・396はV層 （上層面遺物包含層）からの出土遺物である。

382・383は磁器の猪口である。382は高台に穿孔、体部に「八尾坂道別れて来れば露か時雨か

オハラはらはらと」といった、越中おわら節の歌詞がある。特注品と考えられる。383は見込みに

桜花と「除隊記念」とある。

393は文久永宝である。

395・396は木製品で、395は小判状板、396は栓である。 （基峰）
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第3章調査の方法と成果

第1表 遺構一覧表

遺構番号 層f立地区 グリァド 平面形 長軸（m)短軸（m)深さ（m) 時代／時期 遺物／性格 図番号

SDD2 
A区 A2～D2 東西方向 12.80 1.2～1.3 0.30 江戸／19c後半

肥前瀬戸美濃越中瀬戸ー羽子板土人形等
第6図

背制水路 ／背割水路

SD03 
下層 A区 A2～E2 東西方向 18.20 1.5～1.9 0.5～0.9 

江戸／ 肥前瀬戸美濃越中瀬戸等
第7・8図

背書1）水路 19c前半以前～19c中頃 ／背割水路

SD03内
下層 A区 A2 南北方向 3.95 0.19 

江戸／
竹樋・木樋囲・継ぎ手角材等／上水施設 第9図

上水施設 19c前半一19c中頃

SD05 F層 A区 D2.D3.E2.E3 南北方向 5.58 1.28 0.59 江戸／！Sc後半～19c中頃 土師下駄曲物等／ 第10図

SD06 下層 B区 Fl.F2.Gl.G2 南北方向 4.52 1.3～1.6 0.39 江戸／17c前半以前 第10図

SE03 干層 A区 A4 円形 0.60 0.58 0.52 江戸／！Sc後半～19c中頃 瀬戸・美濃／井戸 第10図

SE04 下層 A区 B4 円形 0.62 0.62 1.10 江戸／ ／井戸 第10図

SE06 下層 A区 B3,C3 不整円形 2.92 2.85 0.95 江戸／17c 肥前ー下駄・木札等／井戸 第11図

SKOS ド層 A区 A3 （不整円形） (1.32) 0.55 0.42 江戸／ 第12図

SK09 一卜層 A区 A3 （不整長円形） (1.14) 112 0.58 江戸／ 漆椀／ 第12図

SKlO 干層 A区 A3 （不整円形） 1.04 (0.65) 0.30 江戸／ 包丁／ 第12図

SK13 下層 A区 B2.B3 楕円形 1.12 0.92 0.58 江戸／ 漆椀・砥石／ 第12図

SK14 下層 A区 B4.B5 不整円形 1.14 (082) 0.21 江戸／18c後半～19c中頃 肥前／ 第12図

SK16 下層 A区 A3.A4.B3.B4 不整円形 1.90 1.25 0.40 江戸／18c後半～19c中頃 肥前下駄／ 第12図

SK17 下層 A区 A3.B3 不整円形 1.70 1.50 0.42 江戸／18c後半～19c中頃 肥前越中瀬戸・瓦器・下駄等／ごみ穴か 第12図

SK18 下層 A区 B3 不整円形 1.45 1.25 0.25 江戸／18c後半～19c中頃 肥前瀬戸美濃／ごみ穴か 第12図

SK21 下層 A区 C4 不整長円形 3.25 1.82 0.44 江戸／18c後半以前 瀬戸美濃等／ 第16図

SK22 下層 A区 C4 不整円形 0.85 082 0.17 江戸／ 第12図

SK23 下層 A区 C3 不整長円形 1.35 0.75 0.21 江戸／18c後半～19c中頃 瀬戸美濃箸等／ 第13図

SK25 下層 A区 C3 不整長円形 1.19 0.75 0.35 江戸／18c後半～19c中頃 瀬戸美濃木札／ 第13図

SK26 下層 A区 C3 不整長方形 1.45 0.60 0.48 江戸／19c後半 越中瀬戸等／ 第13図

SK27 下層 A区 C3,D3 不整楕円形 072 0.50 O.C9 江戸／ ／集石遺構状 第13図

SK29 下層 A区 D3 不整長方形 1.80 0.70 0.13 江戸／18c後半～19c中頃 下駄箸等／ごみ穴 第13図

SI<30 下層 A区 C4 不整長方形 150 1.01 0.38 江戸／18c後半～19c中頃 肥前・下駄・曲物・箸等／ごみ穴 第13図

SK31 下層 A区 C3 不整楕円形 1.62 (1.10) 0.45 江戸／18c～ 第11図

SK32 下層 A区 B4 不整方形 1.19 0.90 0.55 江戸／18c～ 第11図

SK33 下層 B区 H2 不整長円形 (1.01) 0.85 0.37 江戸／18c後半以前 第13図

SX02 下層 A区 C2 不整楕円形 2.04 (0.48) 江戸／18c以前 ／背割水路下面

SX03 下層 A区 A4.A5 （不整楕円形） (2.62) (2CJ) 0.52 江戸／18c後半～19c中頃 肥前瀬戸系土師下駄等／ごみ穴か 第14図

SX04 下層 A区 A2.B2 （不整方形） (2.0D) (1.71) 0.18 江戸／17c後半 越中瀬戸／ 第14図

SXC5 下層 A区 B2 （不整楕円形） (2.22) (l.5J) 0.08 江戸／17c後半以前 第14図

SX07 下層 A区 D3 不整方形 4.00 3.40 0.55 江戸／17c前半～18c中頃 肥前唐津羽口ー鉄浮等／小鍛冶 第15図

sxos 下層 A区 D3.D4 不整楕円形 2.22 1.92 0.63 江戸／18c後半～19c中頃 第15図

SX09 下層 A区 A2.A3 （不整方形） (3.21) (042) 0.12 江戸／17c後半以降 羽口／小鍛冶 第14図

SXlO 下層 A区 B4.C4 不整双円形 (362) 1.64 0.60 江戸／18c後半～19c中頃 肥前・唐津等／火関連か 第16図

SP03 下層 A区 C3 不整円形 0.35 (0.29) 0.08 江戸／19c以前 第13図

SP04 下層 A区 C2 不整円形 0.20 0.18 0.18 江戸／ 第16図

sr:s 下層 A区 C3 不整楕円形 0.50 0.42 0.25 江戸／ 第16図

SPC6 下層 A区 C3 不整円形 0.32 0.21 0.24 江戸／ 第16図

曲物底板 下層 A区 B4.C4 円形 0.69 0.69 0.03 江戸／

SDOl 
上層 A区 東西方向 18.70 0.80 近代／ 統制磁器等／背割水路 第18・19図A2～E2 0.8～0.85 

背割水路

SEO! 上層 A区 B4.B5 円形 0.74 0.70 近代以降／

SE02 上層 A区 C4 円形 0.70 0.65 近代以降／

SKOl 上層 A区 A3.A4 不整楕円形 0.78 0.65 0.38 近代以降／

SK02 上層 A区 D4 不整方形 0.74 0.58 0.18 幕末～近代／

SK03 上層 A区 D4.E4 不整長円形 1.67 0.59 0.18 幕末～近代／

SK04 上層 A区 E4 （不整楕円形） (080) (0.42) O.C5 幕末～近代／

SKC5 上層 A区 B4 不整長円形 0.80 0.75 0.55 幕末～近代／

SKC6 上層 A区 B4 不整円形 0.55 0.55 0.25 幕末～近代／

SXOl 上層 A区 A4 不整長円形 (2.2J) 1.30 0.28 幕末～近代／

SPOl 上層 A区 B3,B4 不整円形 0.25 0.21 0.23 近代以降／

SP02 上層 A区 B4 不整円形 0.32 0.29 0.25 幕末～近代／

硬化面 上層 A区 A3.A4.B3.B4 不整半方形 4.15 1.94 近代以降／

建物基礎 上層 A区
A2～D2, 

東西方向 (15.58) 4.88 近代以降／
A3～C3 

板材 上層 A区 A4.A5 南北方向 (3.20) 0.15 近代以降／

石列 上層 A区 A3 南北方向 2.70 0.5J 近代以降／

※遺構番号が欠番のものについては、調査時に番号を付したが遺構ではなかったため除外した。
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第4節遺物

第2表下層面陶磁器・土器遺物観察表

柿図 遺構 秘類 口径 底筏 器高
成形 胎土 色調 施主特徴等 年代

番号 T「r号 器秘 (cm) (cm) (cm) 

I SC82・03 肥前線器 6.0 2.4 4.5 ロクロナデ 綴干苦 灰白色 見込み永楽年製体部rnt・山水画 19c～ 

碗 削町出し日台 透明利！

2 SCDZ.0' 肥前総器 (109) 3.9 6.2 ロクロナデ 椴宮 灰白色 見込み首文体部繋ぎ松竹梅

碗 削り出し荷台 透明紬焼き継ぎ

3 SCC2・0' 肥前磁器 10.3 4.3 6.0 ロクロナデ 綴密 灰白色 見込み笛賞長春渦状文体部山水画 !Sc～ 

碗 削り出し高台 透明軸焼き継ぎ

4 SDJ2・03 JI巴前磁器 (6.1) 2.1 3.4 ロクロ成型 級官 灰白色 高台露胎

小碗 削り11¥Lc＇：；台 透明細 半球形

5 SDJ2・03 肥前磁器 (7.4) 3.6 5.6 ロクロナデ 級官 灰白色 見込み五弁花凶方揖l閣総体部 山水画底部松葉圏線 !Sc～ 

筒形碗 削り出u：；台 古伊万皐

6 SDJ2・03 肥Ji1j磁器 (10.1) 5.6 2.9 ロクロナデ 綴？苦 灰白色 見込み草閤線体部草つまみ内向 !Sc～ 

ll:i: 削り出し出J台 透明利古伊万単

7 SDJ2・03 肥前磁器 10.4 5.6 2.9 ロクロナテ． 綴密 灰白色 見込み1ふう体部花弁つまみ内花弁 !Sc～ 

宝島 削り出u;r,台 透明利焼き継ぎ 古伊万里

8 SCJ2・03 肥前磁器 9.6 4.3 3.0 ロク口ナテe 級官 灰白色 見込み草花体部草花つまみ内文字

3長 両ljり出し向台 透明紬

9 SCJ2・03 肥前磁i器 (10.2) 5.8 3.0 ロクロナテ・ 級官 灰白色 見込み悶線体制1花 弁つまみ内花弁 19c～ 

張 削り出し日台 透明靴

10 5002・03 ｝肥前磁器 (9.1) 4.1 2.0 級官 灰白色 見込み六弁花。花f』iム 19c～ 

皿 付け河台 透明利i輪花川l

11 5002・03 J肥前磁器 (134) (78) 3.6 ロクロナデ 級官「 灰白色 見込み五弁花半菊花渦 闇線体部卒園線河台内文字閤紘

皿 付け苅台 透明紬

12 5002・03 ！肥前磁器 24.3 13.6 5.8 型打成型 級官 灰白色 見込み蓮鷺染付丸、陽刻牡丹蝶、しのぎ縁日紅荷台内目跡 !Sr中

l皿 自ljり出し日台 透明純輸花m1 古伊万盟

13 5002・03 ！肥前磁器 9.5 4.7 2.05 ロクロナデ 級官 灰白色 見地み花閣総体部花

l肌 削り出Le＇：；台 透明利i

14 5002・03 ！肥！日i磁器 10.0 7.7 7.3 ロクロナデ 級官 灰白色 見込み凶方様体制1帆波 i・r,台内文字 !Sr～ 

鉢 削り出し河台 向付 透明刷焼き継ぎ古伊万単

15 5002・03 ！肥！日j路鵠 (132) (119) 5.15 ロクロナデ 級官 灰白色 体部草花 !9c～ 

鉢 削り出し高台 里色粒含む 透明紬

16 5002・03 肥jj)j磁掠 (69) 4.0 6.5 ロクロナデ 級密 灰白色 体部格子底部誌胎 !Sc～ 

仏飯器 削り出し高台 透明申h古伊万里

17 SDC3 肥前磁器 (lOO) 4.0 5.7 ロクロナデ 級密 灰白色 見込み寿＂i＇ーー冨文体部繋ぎ；'ii弁 !Sc～ 

碗 自ljり出し河台 透明南h古伊万坐

18 SCC3 肥前磁i持 (73) (5.6) ロクロナデ 級官 灰白色 見込みlli文体部人而松草 !Sc～ 

碗 自ljり出Lo＇：；台 小碗かl白l付 透明制古伊万fil

19 Sic3 肥前磁器 (7.2) (34) 4.9 ロクロナデ 級密 灰白色 体制i松閤線 19c～ 

碗 削り出し日台 透明手111

20 5003 肥前磁器 (I0.8) (5.1) ロクロナデ 綴密 灰白色 見込み巻貝（宝貝）凶方禅体部唐花

碗 削り出し高台 透明利l

21 5003 肥前磁器 (86) (3.4) 5.6 ロクロナデ 綴笥 灰白色 見込み十字花体部鶴松 !Sc～ 

碗 削り/JlLo1；台 半球形透明利l古伊方星

22 5003 肥TJ磁器 (98) 5.0 6.0 ロクロナデ 級官 灰白色 見込み圏線イ宇都松草花 !Sc～ 

碗 付け日台 広東碗透明利i古伊万単

23 5003 肥前磁器十 10.6 4.0 5.5 ロクロ成~~ 級官 灰白色 見込み帯二1＇凶万博開線 体部l:lf花日台閣制！ !Sc～ 

碗 削り出し？荷台 透明利l古伊万盟

24 5003 肥前磁桜 (!LO) (4.4) 6.4 ロクロ成型 綴？昔 灰白色 見込み格子園線体部卒園線 ；：＇！；台回線

碗 削り出LI.Ji台 透明利l

25 5003 肥前磁器 9.0 37 4.55 ロクロ成型 級官 灰白色 見込み宝圏線体部草花園線高台内朱書きで「松村や口口口j

碗 削り出し日台 日縁外反透明利｜！焼き継ぎ

26 5003 肥前磁器 10.l 3.6 5.25 ロクロ成型 綴密 灰白色 見込み五年字圏線体部山木柳町台閣線 !Sc～ 

碗 削り11¥L市台 透明申h古伊万里

27 5003 l把liii路llii (8.3) 2.8 4.2 ロクロナデ 線li¥' 灰白色 見込み魚体部文字

碗 口縁外反透明車h

28 5003 肥前磁器 12.0 6.4 6.25 ロクロナデ 敏詰 灰白色 体部船波 !Sc～ 

碗 削り出し;fr,台 広東碗透明利古伊万星

29 5003 肥前磁器 (9.2) 3.8 2.65 ロクロナデP 級官 灰白色 見込み圏線裕子体部格子 !Sc～ 

藍 削り出U'＼台 透明紬古伊万里

30 5003 肥前磁器 9.8 5.1 2.7 ロクロナデテ 級密 灰白色 見込み鷺体部烏桜ー紫陽花つまみ内桜ー紫陽花 !Sc～ 

童主 削り出し日台 広東碗の輩透明利古伊万里

31 5003 l肥前磁器 (11.2) (2.3) ロクロナデPケスリ 級官 灰白色 見込み口縁に貼付菊花（十四弁）

血l 透明晴11

32 5003 肥前磁器 (8.2) (6.6) 5.8 ロクロナデP 線密 灰白色 見込み四方機体制i蛸rg草 !Sc～ 

鉢 同ljり出し日台 向付透明紬古伊万皐

33 5003 肥前磁器 (90) (5.1) 6.05 口クロナデテ 鍛密 灰白色 見込み四方様体部菊花 !Sc～ 

鉢 削り出し高台 向付透明紬古伊万翠

34 SICJ ！肥前磁器 (18.8) (5.9) ロクロナデ 級密 灰白色 見込み蛸店車体部蛸唐r;1 !Sc～ 

ま本 削り出し日台 源氏香文様透明利古伊万里

35 SDC3 J/E前磁器 3.4 (4.2) ロクロナデテ 級官 灰白色 見込み素地染付花園線 17c 

鉢 砂田町台 透明利i初期伊万里

36 SDC3 IJE前磁器＋ (67) (4.1) 5.75 ロクロナデ 敏寵 灰白色 休部斜裕子日1圏線

緒口 削り出し向台 透明紬

37 SDC3 JI~前磁昔話 6.2 (95) ロクロすテ・ 綴密 灰白色 体部笹 !Sc～ 

線香立 削り出し荷台 透明柚古伊万里

38 SIJ3内 肥前磁探 (12.0) (50) 5.8 ロクロナデ 敏密 灰白色 体部菊花高台圏線 17c 

仁木施設 蕗 付け日台 透 明 紬 初期伊万里
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第3章調査の方法と成果

挿図 遺構 種類 口径 底径 結高
成形 胎土 色調 施文特徴等 年代

番号 番号 器種 (cm) (cm) (cm) 

39 SE06 肥前磁器 (13.0) (3.3) ロクロナデ 綴llf 灰白色 見込み斜線体部草花 17c 

碗 削り出し高台 透明紬初期伊万里

40 SE06 肥前磁器 5.5 (33) ロクロナデ 級官 灰白色 見込み花丸に花弁状の文様体部草花高台閣線 17c前

皿 削り出し高台 透明粕初期伊万里

41 SKl4 肥前磁器 (87) 3.8 6.1 ロクロナデ 綴密 灰白色 体部草花。間線 !Sc～ 

R涜 削りだし高台 向付透明利古伊万単

42 SKl6 II巴前磁器 (93) 4.6 6.5 ロクロナデ 綴密 灰白色 体部財宝尽くし 17c 

事量 削り出し高台 透明利初期伊万里

43 SKl6 肥前磁器 9.4 4.6 6.45 ロクロナデ 綴密 灰白色 体部花弁 !Sc～ 

碗 削り出し高台 透明利古伊万里

44 SKl7 肥前磁器 4.0 (40) ロクロナデ 級官 灰白色 体部草花高台閏線 !Sc～ 

碗 削り出し高台 透明紬古伊万里

45 SK17 肥前磁器 10.2 5.4 6.1 ロクロナデ 級密 灰白色 見込み文字。圏線体部笹高台圏線

碗 削り出し高台 向付透明紬

46 SKIS 肥前磁器 8.8 5.2 2.65 型打ち成形 鍛密 灰白色 見込み染付鳥陽刻

削り出し高台 輪花皿l透明利

47 SKIS 肥前磁器 14.7 8.8 3.6 ロクロナデ 綴密 灰白色 見込み草花体部樹木か

皿 蛇の目高台 くらわんか手透明粕

48 SKIS H目前磁器 1.7 (9.1) ロクロナデ 綴密 灰白色 口縁部～体部蛸唐草 !Sr～ 

瓶 削り出し高台 透明利1古伊万里

49 SKIS 肥前磁器 2.4 (73) ロクロナテ’ 級密 灰白色 口縁部雷文体部花

瓶 削り出し高台 透明利

50 SK25 肥前磁器 2.6 (5.3) ロクロナテ． 綴密 灰内色 体罰::n同
瓶 削り出し高台 透明紬

51 51<30 ））~前磁器 13.9 6.0 3.1 ロクロナデ 綴密 灰白色 見込み菊花流水 17c 

皿 自りり出し高台 透明紬初期伊万里

:;2 日1<30 ！~前磁器 (11.0) 6.8 2.3 口クロナテ’ 綴密 灰白色 見込み菊花体部松葉 !Sc～ 

llll 削り出し高台 透明事It 古伊万里

5:l 日xo:i 肥前磁器 (97) (50) 6.0 ロクロナテ’ 級密 灰白色 体部花弁圏線高台閣線

碗 削り出し荷台 透明事It

!j.¥ 日xo:i 肥前磁器 (11.8) (44) 3.0 ロクロナデ 綴密 灰白色 見込み花弁。圏線 17cilt 

皿 削り出し荷台 透明紬初期伊万里

!i!i SX07 肥前磁器 (8.7) (35) 6.6 ロクロナテ’ 綴密 灰白色 体部蝶・草花聞線 18r～ 

碗 削り出し高台 透明秘古伊万里

日》 SX07 肥前磁器 (9.8) 3.2 4.9 ロクロナデ 綴密 灰白色 見込み文字圏線体部縦線草高台圏線 !Sc～ 

碗 削り出し高台 透明刺古伊万里

57 SX07 肥前磁器 (105) (2.6) ロクロナデ 級密 灰白色 見込み文字波兎高台内文字 18c～ 

R宛 削り出し高台 透明申It 古伊万里

日S SX07 肥前磁器 (97) (38) 5.4 ロクロナデ 級密 灰白色 見込み文字国線体部唐草荷台内文字 !Sc～ 

碗 削町出し高台 透明刺古伊万里

59 SX07 肥前磁器 (9.0) (5.5) ロクロナデ 綴干苦 灰白色 体部菊圏線 18c～ 

碗 削町出し高台 透明利古伊万里

ω SX07 肥前磁器 027) 4.8 3.35 型打ち成形 級密 灰白色 見込み草花流水 17c前

皿 糸切細工 輪7E皿透明細初期伊万里

61 SX07 肥前磁器 (I0.6) 5.3 2.3 ロクロナテ・ 綴密 灰白色 見込み草花体部草 !Sc～ 

皿 削り出し高台 透明粕古伊万里

62 SX09 肥前磁器 (8.7) (3.8) 7.45 ロクロナデ 綴密 灰白色 体部菊花園線

E屯 削り出し高台 透明利

6' SX!O 肥前磁器 (9.0) (6.0) ロクロナデ 綴密 灰白色 体部丸に格子状

碗 削り出し高台 透明利

64 SX!O 肥前磁器 (6.8) (22) 3.1 ロクロナデ 綴密 灰白色 体部草・文字か

碗 削り出し高台 透明利

65 SX!O 日目前磁器 (10.8) (2.7) ロクロナテ． 綴密 灰白色 体部草花閲線

蓋 削り出し高台 透明利焼き継き

66 SX!O 肥前磁器 8.2 (9.7) ロクロナデ 密 灰白色 体部蛸唐草縦縞圏線高台圏線

瓶 付け高台 N8/0 透明紬

67 包含暦 ｝肥前磁器 (7.2) 5.4 14.9 ロクロナデ 徹窓 M白色 体部烏ー草花園線高台圏線

瓶 砂目高台 透明軸古伊万里

68 SCD2・〔3 ！肥前系磁器 (6.8) 4.1 6.1 ロクロナデ 級官 灰白色 体部菊弁

仏飯器 削り出し高台 透明紬

69 SD03 肥前系磁器 (9.8) (3.8) 5.0 ロクロナデ 執1晶 灰白色 見込み砂目跡体部草花高台閤線

碗 削り出し高台 くらわんか手透明利

70 SD03 肥前系磁器 9.6 3.6 4.95 ロクロナデ 綴密 灰白色 見込み重ね焼きIii 体部草花高台圏線高台内文字 19c 

R克 削り出し高台 くらわんか手透明利

71 SD03 肥前系磁器 (98) (38) 4.7 ロクロナデ 撤密 灰白色 体部草花荷台圏線

碗 削り出し高台 くらわんか手透明紬

72 SD03 肥前系磁器 (140) (8.4) 3.65 ロクロナデ 綴密 灰白色 見込み蛸唐革圏線花体部繋ぎ松望書圏線

皿 蛇の目高台 くらわんか手透明糊

73 SD03 肥前系磁器 (14.4) (84) 2.9 ロクロナデ 綴密 灰白色 見込み花弁花ー唐草 !9c 

血 削り出し高台 くらわんか手透明細

74 SD03 肥前系磁器 11.6 4.0 3.2 ロクロナデ 綴密 灰白色 見込み草蛇の目痕

llU 削り出し高台 くらわんか手透明紬

75 SD03 肥前系磁器 10.0 5.3 2.6 ロク口成型 綴密 灰白色 見込み五弁花花ー唐草図線体部草圏線高台回線 19c 

皿 削り出し高台 くらわんか手

76 SK30 肥前系磁器 (140) (84) 2.8 ロクロナデ 綴密 灰白色 見込み花園線

皿 削り出し高台 透明利

77 SD02・03 唐津 (28.3) (7.6) ロクロナデ 密 にぷい赤褐色 見込み白泥波状 !Sr～！9r 

鉢 2.5YR5/4 透明細古武雄

-64 



第4節遺物

挿臣｜ 遺構 税類 口径 正t筏 器品
成形 胎土 色間 施文特徴帯 年代

帯号 帯号 器槌 (cm) (cm) (cm) 

78 5002・03 Jilf司E (104) (465) ロクロケズリ 密 赤褐色 見込み白泥渦巻状波状重ね焼き痕 !Sc～19c 

主昆 削り出 L~·：；台 10R4/3 古武雄

79 5002・03 j占I司E (13.1) (10.5) ロクロナデ 官 にぷい赤褐色

f.'C 2.5YR5/4 

80 SX07 唐津系磁協 10.7 5.2 7.0 ロクロナデ 級官 灰白色 体部11に花11、閤線 17c後

E斑 印lりtBL1・：ぅ台f 透明帝Ii

81 SX07 唐津系磁m; (10.2) 3.9 5.2 ロクロナテe 級官 灰オリープ色 体制i樹木と山か 17c 

碗 印l り u~. し日台 5Y6/2 透明古Ii

82 SX07 Iii津 (108) (43) 2.6 ロクロナテ・ケズリ宮 灰黄色 17c 

灯月Jilli 削り/l¥L／，＂：；台 2.5Y6/l 鉄粕焼成不良

83 SX07 符t宰 24.0 9.6 11.3 ロクロケズリ Y正 i明赤褐色 見込み白ile渦巻き状体部輪状の由化相 17cl!t 

片口鉢 付け日台 長i色粒含む 2.5YR5/6 鉄粕古武雄

84 SX!O j占津 (33.2) (5.15) ロクロナデ ？苦 にぶい赤褐色 見込み白泥波状 18c～19c 

長＋ 2.5YR5/4 古武雄

85 包合間 店i'lt 9.5 (213) タタキコァ 官 赤灰色 車1部～｛宇都叩き成形底部未調整 17c前

瓶（大徳利） 底部未捌整 2.5YR5/l 朝鮮倍津鉄品Itの上に自制i

86 SCJ2・03 瀬戸系磁器 10.3 3.6 5.1 ロクロナデ 級官 灰！~I 色 見込み凶方禅体部縦線削1古顕荷台圏線

E斑 削り出し日台 透明紬

87 SC02・03 瀬戸系磁器 13.4 5.8 4.5 ロクロヲーテ 級官 灰白色 見込み山水宙文体部家屋に防止~Lと市土日台閤線 19c～ 

削り出し日台 辰砂か鉄絵透明紬焼き継ぎ

88 SC J2・03 瀬戸系磁器 (13.3) (8.5) 4.C5 ロクロナテI 級官 灰白色 見込み草花体部松葉

Ill 付け巴活f くらわんか手透明前It

89 sc:2・03 瀬戸系磁器 (73) 3.9 6.2 ロクロナデ 議、記 灰白色 体制l半刻花！乱部露胎

仏飯僻 透明軌

90 SCJ2・03 瀬戸美浪 (10.1) 5.0 7.2 ロクロナデ ？官 黒色 体部判l圧有1・白；re付'i'i

拳骨lilii 削り ll~.Ltr,台 白・！，巳色粒子を吉む 灰白色5Y8/2思制色制1

91 SCJ2・03 瀬戸美浪 5.8 4.3 4.9 口クロナデケズリ箭 灰色 底部軸孔

乗燭 糸切り 10Y6/l 鉄糊

92 SD03 瀬戸系磁ili』 (10.9) (44) 6.3 ロクロナデ 敏¥ii¥' 灰白色 体部区画内に菊l;'fifL・周囲に松山台：ox河台内名款

碗 削り出し日台 透明申It

日3 SD03 瀬戸Ji，、磁器 8.6 3.5 5.6 ロクロナデ 敬：it' 灰白色 見込み花。閤線体部菊花 19c～ 

碗 削り出し日台 透明~di

94 SD03 瀬戸系磁器 (8.4) (36) 5.65 ロクロナデ 級官 灰白色 見込み花体部＇.＇＃： 19c～ 

。地 削り11＼し日台 半珠形透明紬

95 SD03 瀬戸系磁器 10.0 3.7 58 ロクロナデ 級官 灰白色 見込み蝶休部1,I花園線 lS C～ 

4抱 削り1.1¥L;c：，台 透明利

96 SD03 瀬戸系磁器 9.2 3.7 5.4 ロクロナデ 徹、記 灰白色 見込み蝶闇線体部花弁 !SC～ 

lilii 削りtl¥Lt：；台 透明粕古伊万里

日7 SD03 瀬戸系磁器 (100) (6.95) ロクロナデ 級¥ii¥' 灰白 体部植物 !9c～ 

弔員 削り出し日台 透明利

98 SD03 瀬戸；f、磁器 (103) 42 8.1 ロクロナデ 級官 灰白色 休部槌物 19c～ 

E北 削り出し日台 透明粕

99 SD03 瀬戸系磁器 4.8 (09) ロクロナテ 綴？若 灰白色 体部松葉卜字花と梅条線つまみ部欠li1
蓋 合子蓋透明利l

100 SD03 瀬戸系磁?.ii (7.0) 0.9) ロクロナデ 級官 灰白色 体制l丸 櫛 幽 上 部 山 水 か 梅 林

蓋 付け荷台 合千葉透明端It

101 SD03 瀬戸系磁器 (10.0) 5.9 28 ロクロ又は型打ち 綴密 灰白色 見込山水間

皿 削り，＇！＼し高台 輪花皿i透明前11

102 SD03 瀬戸系磁器 8.2 38 2.6 形打ち成形 級官 灰白色 見込み十字花肢に綾杉状（形打陽刻） 体部ハリ断、

Jiil 透明利

!C3 SD03 瀬戸系磁器 (158) (9.6) 5.8 型nち成形 綴¥ii¥' 灰白色 見込み花詰休部繋ぎ花需文 19c～ 

!Ill 糸切剖II工 輪花Jill 透明手th

104 SD03 瀬戸系磁器 5.5 4.8 10.1 ロクロナデ 鍛笥 灰白色 体部透かし渦状文縦線 19c～ 

瓶 削り出L;:'：；台 筒形透明利

1(5 SD03 瀬戸系磁器 外径 内径 厚 ロクロナデ 級官 灰白色 側面温性「天下太平」

戸！II 5.2 1.8 1.2 削り出L/c：；台 透明軸

106 SD03 瀬戸美濃 (9.5) (48) 74 ロクロナデ 密 灰白色 体部飴紬網掛

碗 削り出し高台 f古刺鉄紬

107 SD03 瀬戸美濃 9.4 5.4 6.4 ロクロナデケズリ省 黒色

碗 削り出Ur,台 白黒色粒子を含む 灰白色5Y7/2黒褐色軸

108 SD03 瀬戸美濃 9.6 5.8 6.25 ロクロナデケズリ萌 にぷい111色

碗 削り出Lt：；台 7.5YR6/4 体部f!'i：立緑がかった灰利

1C9 SD03 瀬戸美濃 (98) 4.4 7.3 ロクロナテe 密 黒色 体部事I'圧痕白色申ltiHi

拳1'l・碗 削り出L;0；台 白黒色粒子を古む 灰白色5Y8/2黒褐色利l

110 SD03 瀬戸美濃 (9.8) 4.3 74 ロクロナデ 密 黒色 体部事11圧痕白色刷十h'i
拳骨碗 削り出し高台 白黒色粒子を宮む 灰白色5Y8/2黒褐色申It

111 SD03 瀬戸美濃 00.9) (49) 1.6 ロクロナデケズリ密 積色

受付肌（灯明Jiil) 7.5YR7/8 口縁に刊It煙付活 透明紬

112 SD03 瀬戸美i農 (10.4) (4.8) 1.8 ロクロナデケズリ帝 賞灰色 底部渦巻状線刻

受付皿（灯明血） 2.5Y6/l 口縁にitlt焼付＇＂ 透明軸

113 SD03 瀬戸美浪 (110) (44) 2.0 ロクロナデケズリ密 灰白色

l皿（灯明皿l) 10Y8/l itli煙付着透明細

114 SD03 瀬戸美濃 (19.7) (75) 9.55 ロクロナデケズリ密 にぷい黄燈色 高台内露胎

主4 削り出し高台 10YR7/3 口縁折縁光沢のある鉄事It

115 SD03 瀬戸美濃 (16.2) (69) 口クロナデケズリ密 明赤褐色 見込み放射状主：11目（11条I単位）、油煙付着

相＇＇＊ 付け1：：；台 2.5YR5/8 鉄制i

116 SD03 瀬戸美濃 (25.8) 02.7) ロクロナデ 官 灰白色 宿部しのぎ

宝当立, 5Y7/l 口縁外反透明細
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第3章調査の方法と成果

挿図 遺構 種類 口径 底径 器高
成形 胎土 色調 施主特徴等 年代

番号 番号 器種 (cm) (cm) (cm) 

117 SC03 瀬戸美濃 7.3 (5.1) 10.35 ロクロナデ li¥' 灰黄色 屑部ボタン状貼付 18d長

仏花瓶 底部糸切り 2.5Y7/2 光沢のある鉄紬の上に白色紬

118 SD03 瀬戸 美濃 7.0 3.5 2.0 ロクロナヂケズリ 密 淡黄色 底部亀裂あり

乗燭か蓋 2.5Y8/3 鉄手由

119 SD03r~J 瀬戸系磁器 (9.4) (3.4) 5.1 ロクロナデ 綴首 灰白色

仁;kj在日没 事量 削り出し高台 透明紬

l20 SE03 瀬戸系磁器 (9.1) 3.4 6.9 ロクロナテ’ 級密 灰白色 19c～ 

碗 付け高台 5Y8/l 透明利

l21 SE03 瀬戸系磁器 (111) (40) 5.85 ロクロナデ 徹密 灰白色 体部草花

碗 削り出し間台 透明紬

l22 SEC3 瀬戸美汲 (JU) (8.0) 8.65 ロクロナデケズリ密 賞灰色 高台内露胎 18c～19c 

片口鉢 削り出し高台 2.5Y6/l 緑がかった灰粕

l23 SEG3 瀬戸美濃 4.6 (5.3) ロクロナテ2 密 にぷい黄樫色

乗燭か台付碗 底部糸切り 10YR7/3 灰紬

124 SK14 瀬戸系磁器 (9.9) (52) 6.7 ロクロナデP 綴密 灰黄色

碗 付け高台 透明糊

125 SK16 瀬戸系磁器 (9.7) (54) 6.3 ロクロナテ’ 級密 灰白色 体部草花

碗 削り出し高台 透明利1

126 SK16 瀬戸 。美1e 8.9 4.3 6.0 ロクロナデ 綴密 茶褐色

碗 削り出し日台 褐色粕

127 SK16 瀬 戸 美濃 28.5 11.2 130 ロクロケズリ 密 浅黄色 見込み放射状稲田 （7条l単位）

片口指鉢 削句出し高台 白色粒含む 2.5Y7/4 鉄紬

128 SKIS 瀬戸美濃 (6.1) 3.6 4.6o ロクロナデ 密 灰色

乗燭 底部糸切り 白色粒含む 10Y5/l 施利！

129 SK21 瀬戸美濃 (13.0) (2.2) ロクロナテ． 官 灰黄褐色

Jill 白色粒含む 10YR6/2 鉄利1巣南h

130 SK23 瀬戸美濃 (90) 4.3 5.7 ロクロナテ’ li¥' 灰色

碗 削り出し向台 白色粒含む 10Y6/l 鉄利1

131 SK25 瀬戸美濃 (10.3) (4.8) 2.85 ロクロナデケズリ根 淡黄色 見込み重ね焼き痕

血l 削り出し高台 2.5Y8/3 鉄糊

132 SK25 瀬戸美濃 (11.3) (205) ロクロナデケズリ密 灰黄色

皿 白色粒含む 2.5Y7/2 鉄紬

133 SK25 瀬戸美濃 (106) (6.0) 2.9 ロクロナデケズリ密 灰白色

皿l 削り出し高台 2.5Y7/l 口縁直立状灰車Ii

134 SK26 瀬戸系磁器 11.3 4.3 7.1 ロクロナデ 綴2苦 灰白色 高台内砂付着 19c後

碗 削り出し高台 NS/O 透明利

135 SK30 瀬戸系磁器 (86) (5.6) 5.8 ロクロナデ 徹密 灰白色 体部太調l石花高台内文字

碗 削り出し高台 透明細

135 SK30 瀬戸系磁器 (98) 5.0 6.5 ロクロナテ’ 綴密 灰白色

碗 削り出し高台 5Y8/l 透明利

l37 SK31 瀬戸美濃 5.7 3.8 4.8 ロクロナデケズリ密 灰白色

小鉢 削り出し高台 5Y7/l 鉄利i

138 SK30 瀬戸美浪 14.1 8.9 12.45 ロクロナデーケズ＇） 宮 暗灰黄色 見込み露胎はトチン痕か

片口鉢 削り出し高台 2.5Y5/2 鉄覗h

139 SK30 瀬戸美漉 14.3 7.5 12.l5 ロクロナデ・ケズリ密 にぶい賞褐色

片口鉢 削り出し高台 10YR5/3 鉄紬

140 SX03 瀬戸系磁器 (137) (4.8) 3.5 ロクロナテ’ 綴密 灰白色 見込み一部露胎

皿 削り出し高台 透明車Ii

141 SX04 瀬戸美濃 (9.7) (56) 2.1 ロクロナデテ 密 灰白色 見込み印花痕跡

皿 削り出し高台 2.5Y7/l 緑がかった灰粕

l42 sx口B 瀬戸系磁器 (8.7) (37) 5.35 ロクロ成型 綴密 灰白色

碗 付け高台 5Y8/2 口線外反透明利

143 SXlO 瀬戸美濃 (19.6) 10.6 15.2 ロクロナデケズリ楕 にぷい赤褐色 高台内穿孔

植木鉢 付け高台 2.5YR5/3 鍔縁桶型平縁口縁外皮緑車11

144 包含層 甑戸 美 i畳 (9.3) 5.5 7.25 ロクロナテ’ 綴密 灰白色

碗 削り出し高台 NS/C〕 透明紬

145 SDC2・03 越中瀬戸 9.5 4.4 2.7 ロクロナテ・ 密 淡黄色 見込み重ね焼き痕底部重ね焼き痕 !Sc～19c 

皿 底部糸切り 5Y8/3 鉄利

146 SCC2・03 越中瀬戸 (9.6) 4.2 2.85 ロクロナテ2 密 浅黄樫色 見込み重ね焼き痕

皿l 底部糸切り 10YR8/3 口縁外反鉄粕

147 SDC2・03 越q・『瀬戸 (106) (5.1) 2.5 ロクロナデケズリ密 援色 見込み十六弁菊の印花高台内墨書 17c後

皿 付け高台 2.5YR6/6 内禿皿 鉄 秘 説 込山土

148 SC'.2・03 越中瀬戸 10.0 4.5 2.9 ロクロナデケズリ菅 にぷい鐙色 !Sc～！9c 

受付血（灯明肌） 底部糸切り 7.5YR7/4 鉄申h

149 SC'.2・03 越中瀬戸 5.25 3.6 2.95 ロクロナテ2 密 灰黄色 !Sc～19c 

小鉢 底部糸切り 白色粒含む 2.5Y7/2 縁内傾 鉄紬

150 SCJ2・日3 越中瀬戸 6.0 4.5 2.8 ロクロナデ 密 灰黄色 !Sc～19r 

小鉢 底部糸切り 白色粒含む 2.5Y712 鉄 紬

151 SCD2口3 越中瀬戸 5.3 3.1 3.55 ロクロナテ・ 官 灰白色 !Sc～19r 

小鉢 底部糸切り !OYRS/2 縁 内 傾 鉄紬（黒軸）

152 SD02・03 越中瀬戸 (9.8) (106) 7.9 ロクロナデケズリ 事E にぷい賞樺色 18c～19c 

建水かIll!鉢 底部糸切り !OYR7/4 鉄 紬

153 SD02・03 越中瀬戸 (60) 4.9 4.6 ロクロナデケズリ 密 灰黄色 底部軸孔 !Sc～19c 

乗燭 Jif;部糸切り 白色粒含む 2.5Y7/2 鉄 紬

154 SDC3 越中瀬戸 5.1 3.8 3.8 ロクロナテ・ケズリ 省、 灰白色 !Sc～19c 

小鉢 底部糸切り 2.5Y8/2 鉄 勅

155 SDC3 越中瀬戸 5.0 3.5 2.3 ロクロナテ’ 密 浅黄色 底部糸切り不明瞭 !Sc～！9c 

小鉢 底部糸切り 密 2.5Y7/4 口縁内傾鉄軸
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第4節遺物

挿医i スti椛 種類 口径 底f圭 器両
成Jfi 胎土 色調 施文特徴等 年代

番号 番号 器種 (cm) (cm) (cm) 

15fi SD03 越中瀬戸 9.8 4.9 2.15 ロクロナデケズリ密 極色 見込み十六弁事Jの印花高台内墨書 17c彼

][ Nけ高台 2.5YR6/6 内禿皿鉄制l裏込出土

157 S[j3 越中瀬戸 !OD 4.4 2.9.1 ロクロナデ 密 にぷい燈色 見込み重ね焼き痕底部重ね焼き痕 18r～19c 

ll[ 底部糸切り 白色粒含む 7.5YR6/4 主主制

158 SD03 越中瀬戸 9.7 4.2 3.2 ロクロナデ 管 控色 底部重ね焼き痕 18r～19c 

皿 底部糸切り 2.5YR7/8 割、H

159 SD03 越中瀬戸 10.1 4.3 2.75 ロクロナデ 笛 続色 見込み重ね焼き痕 18c～19c 

Jill 底部品切り 5YR7/6 鉄刺

160 SD03 越中瀬戸 9.9 4.7 3.0 ロクロナテe ケズ＇） 11.' 浅黄色 見込み重ね焼き痕底部重ね焼き痕 11こ～19c

Jill 底部品切り 2.5Y7/3 鉄南由

161 SD03 越中瀬戸 9.9 4.25 3.0 ロクロナデケズ：j街 程色 見込み重ね焼きlH 底部重ね焼き痕 18 c～19c 

l皿 底部糸切り 7.5YR7/6 鉄瑞h

162 SD03 越中瀬戸 (99) 4.0 3.CI ロクロナテ’ 密 控色 見込み重ね焼き痕 !Sr～19c 

血L 底部糸切り 7.5YR7/6 鉄糊

163 SD03 越中瀬戸 (6.7) (38) 1.5 ロクロナテー 密 灰白色 見込み重ね焼きJH 18c～19c 

皿［ 底部糸切り 2.5Y7/l 鉄fill

164 SD03 越中瀬戸 (11.7) (44) 2.3 ロクロナデ 管 にぶい桜色 18c～19c 

受付Jill（灯明肌） 7.5YR6/4 緑がかった透明利

161 SD03 越中瀬戸 (170) (98) 5.9 ロクロナテ． 灰白色 見込み指目 (10条I単位）重ね焼き痕底部lfIね焼きn
片口f百鉢 底部糸切り 2.5Y8/2 ·~秘

160 SD03 越中瀬戸 (89) (102) 7.3 ロクロナデケズリ＊ff 淡黄色 18：～19c 

ll：水か匝鉢 底部糸切り 2.5Y8/3 鉄利1

167 SD03 越中瀬戸 (11.8) (120) 10.35 ロクロナデケズリ粗 にぶい'lfi控色 底部工具圧痕 18c～19c 

建水か匝鉢 底部亮切り 10YR6/3 鉄南11

168 SKI? 越中瀬戸 (128) (7.2) ロク口ナテ’ケズリヰ型 灰白色 18c～19c 

建水か匝鉢 2.5Y8/2 口縁 外 反 鉄H

169 SK26 越中瀬戸 （且8) (57) ロクロナテ’ ’邑 にぶい賀怨色 19c 

軸 10YR7/3 鉄相11

170 SK3J 越中瀬戸 (78) (56) 5.9 ロクロナテ’ケズリ 粗雑 灰黄色 18c～19c 

小｝f 底部糸切り 2.5Y6/2 鉄南Ii

171 SK30 越中瀬戸 6.9 38 47 ロクロナデケズ ＇） 窓 淡黄色 18c～19c 

小鉢 ケズリ出しお台 2.5Y8/4 鉄軸

172 SK30 越中瀬戸 (26.0) (5.1) ロクロナテ’ 街 にぶい控色 見込み揺目 (JO条l単位） 18c～19c 

t，：.鉢 5YR7/4 主主唱11

173 SK30 越中瀬戸 (23.2) 16.5 16.0 ロク口ナデケズ＇） 密 にぶい黄控色 見込み露胎 18c～19c 

火鉢 底部ナデ !OYR7/4 三脚付鉄利

174 SX04 越中瀬戸 10.4 5.4 2.2 ロクロナデケズリ音 浅黄色 見込み十六弁菊の印花高台内：i,j,¥書 17c後

Jill 付け日台 2.5Y7/4 内禿Jill緑がかった灰利

175 SXIO 越巾瀬戸 (13.0) (13.2) 10.2 ロクロナデケズリ粗 にぶい栂色 底部中心に穿孔 18c～19c 

建水か匝鉢 底部糸切り 5YR7/4 鉄柑i

176 SD02・03 土師昔話 6.6 (2.6) 1.9 ロクロナデ 密 灰白色

灯明皿i 底部糸切り 5Y7/1 柿i煙付活

177 SD03 土師器 7.2 3.5 17 ロクロナデ 語 にぷい黄樫色

灯明llll 底部糸切り 10YR7/3 油煙イ•l'ti

178 SD03 土師務 (8.2) (3.9) 2.1 ロク口ナデf 密 にぶし、控色

灯明l且 底部糸切り 7.5YR7/4 叫l煙付着

179 SD03 土師器 6.8 3.1 2.1 ロクロナデ 密 淡樫色

灯昨Jllll 底部弗切り 5YR8/4 社11煙付着

!Sc SD03 土師器 7.1 3.1 1.7 ロクロナデ 密 浅黄桜色

幻I阿nrr ！乱部糸切り 7.5YR8/4 社Ii煙付若

181 SD03 土師m; 7.0 3.1 1.8 ロクロナデ 密 淡桂色

rr明皿 底部糸切り 5YR8/4 れ11煙付着

182 SD03 土日市器 (1L3) (5.2) 2.45 ロクロナデ 密 浅黄桂色

灯明皿 底部糸切り 7.5YR8/4 

!SJ SD03 土問Ji器 (7.2) 3.2 1.8 ロクロナデ * 灰赤色

灯明皿 底部糸切り 2.5YR6/2 y由煙付着

184 SD03 土師器 6.0 3.2 1.5 ロクロナデ 官 にぶい賀町立色

灯明皿 底部糸切り 10YR6/4 i1l1煙付着

185 SD03 土師器 7.3 3.2 L6 ロクロナデ 密 にぷい桜色

灯明Jffi Jjf部糸切り 5YR7/4 i1l1煙付着

18fi SD03 土師掠 (100) (4.3) 2.4 ロクロナデ 密 灰白色

灯明皿 底部＊＇切り 2.5Y7/l y由煙付着

117 SD03 士郎器 6五 2.7 1.8 ロクロナデ 密 にぷい黄控色

灯明皿 底部糸切り 10YR7/4 油煙付着

118 SD03 土日市器 6.25 2.81 L5 ロクロナテ 宮 控色

灯明皿 底部糸切り 5YR7/6 油煙付活

189 SD03 土師＊＇ 4.9 2.9 2.5 手びねり 密 灰黄色

乗燭 2.5Y7/2 i1!1煙付着

190 SD03内 土師部 6.6 3.2 1.7 ロクロナテ’ 密 にぷい撞色

上水施設 灼明皿 底部糸切り 7.5YR7/4 油煙付着

191 SD05 土師器 (6.2) 3.2 2.1 ロクロナデ 密 にぶい控色

灯明l皿 底部糸切り 7.5YR6/4 油煙イ寸:ii

192 SD05 土師器 (13.7) (6.9) 2.6 ロクロナデ 密 にぶい黄信色

灯明皿［ 10YR7/4 刊11煙イサ活

193 SK30 土師＇1.11 (JOO) (3.9) 2.4 ロクロナデ 者 にぷい樫色

士T明皿 底部＊＇切り 7.5YR7/4 油煙付着

194 SK30 土師器 12.0 5.6 2.5 ロクロナデケズリ密 にぷい樫色 見込み重ね焼き痕底部重ね焼き痕

灯明日l 底部糸切り 5YR6/3 i1!1煙付着
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第3章調査の方法と成果

挿図 遺構 種類 口径 底径 器高
成形 胎土 色調 施文特徴等 年代

番号 番号 器種 (cm) (cm) (cm) 

195 SX03 土師器 (111) 4.4 2.35 ロクロナデ 密 にぷい黄控色

灯明』［ 底部糸切り 10YR7/4 油煙付着

196 SD02・03 信楽系磁器 (120) (415) 2.7 ロクロナデケズリ 精級 灰黄色 見込み3条線の×状櫛目日跡2カ所

皿（灯明皿） 2.5Y7/2 透明利油煙付着

197 SX04 丹波系陶器 (305) (110) ロクロケズリ 密 にぶい桜色 見込み揺目（12条I単位） 18c～ 

片目指鉢 付け高台 5Y6/4 口縁逆コ字状鉄紬

!S8 SI ~3 越前 (30.5) 07.6) 2~.2 ロクロナデ 可臣、 褐灰色 休部刻印か底部貼付脚 19c中

生本 目占付脚 10YR6/l 主t平山
1S9 SD02・C1 瓦質土器 長 幅 厚 ロクロナデ 密 灰白色 表面円形内に獅子状陽刻裏面指頭圧痕刺突痕沈線

不明 (lU) (78) 1.0 2.5Y7/l 

2C附 SD03 瓦質土器 (282) (8.65) ロクロナデ 密 灰白色 日部～胴部区画1の中に危甲、梅花と松葉

主宰 N7/0 縁平坦

201 SK17 瓦質土器 (154) (14) ロクロナデ 密 灰色

蓋か 白色粒含む 10Y6/l 

202 SD02・03 輸入陶器 14.8 8.3 2.95 ロクロナデ 綴密 灰向色 見込み文字蝶圏線型押し体部型押し高台内変形文字 19c～ 

皿 削り出し高台 中国系透明紬

203 SD03 輸入陶器 05.4) (8.9) ロクロナデ 級密 灰白色 体部宝相華

鉢 中国系透明利

204 SXIO 輸入陶器 8.0 (23) ロクロナデ 綴密 灰白色 外面波状

台付（不明） 中国系透明紬

2C5 SXIO 輸入陶器 (27.8) (36) ロクロナデ 綴密 灰白色 見込みしのぎ

鉢 削りだし高台 中国系透明利

206 SC02・03 不明 (42) 2.1 2.8 ロクロナデ 密 灰白色

小碗 削り出L高台 5Y8/l 縁外反鉄粕（黒褐色） 油煙付着

207 SC02・03 不明 (184) (4.85) ロクロナデ 密 灰白色 日縁部主lj印文字

鉢 2.5Y8/l 妬器

2[8 SC02・03 不明 (50) (1.25) 手ぴねり成型 密 灰黄色 表面陽刻「霞暗口」裏商脚部に指頭圧痕

底部 2.5Y7/2 透明利

209 SC ::2・03 不明 長 幅 厚 手ぴねり成型 密 灰白色 表面刻印文字

五徳 (86) (39) (1.8) ミガキ 2.5Y8/l 

210 SD02・03 不明 長 幅 厚 手ぴねり成型 密 灰白色 表面刻印文字

五徳 9.15 (6.8) (1.9) ミガキ 2.5Y8/2 

211 SD02・03 不明 (32) 手ぴねり成型 密 灰オリープ色 表面刻印文字「仙山」

把手 ミガキ 5Y6/2 容器の把手

212 SE03 不明 10.0 5.7 7.1 ロクロナデ 綴密 にぶい黄樫色 19c～ 

E克 付け高台 10YR7/2 透明粕

213 包含層 不明 18.3 6.5 ロクロナデケズリ密 灰白色 体部飛鈎

行平鍋 10YR7/l 丸型形状把手注目付鉄納

第3表下層面土製品他遺物観察表

挿図 遺構 種類 I回回1 幅 厚
成形 胎ニヒ 色調 施文特徴等 年代

番号 番号 器種 (cm) (cm) (cm) 

214 SCC~·03 土製品 (39) 2.5 1.7 型合わせ 敏1記 褐灰色 右手に持ち物を持つ章子像頭部欠損 19c～ 

土人形 10YR6/l 緑利

215 SI 2・03 土製品 (6.1) 3.2 1.9 型合わせ 綴密 にぷい黄櫨色 神抱童子像頭部欠損 19c～ 

土人形 中空 10YR7/4 緑紬

216 SCC2・03 土製品 2.1 2.6 長3.5手びねり 綴密 にぶい黄燈色 底が平坦

蛇 10YR7/4 

217 包合問 土製品 (7.0) 3.7 2.7 型合わせ 綴密 極色 女↑主f塾頭部欠損

土人形 7.5YR7/6 

218 包合M 磁器か (5.6) (6.3) 0.75 綴密 灰褐色 「大黒天像」陽刻 19c～ 

人形（大里天）付 高4.3 lfil2.3 厚0.2 5YR4/2 

219 t止合持i 土製品 38 3.6 0.9 型打ち成形 徹密 淡黄色 家紋「笹竜胆」 19c～ 

泥面下 2.5Y8/3 

220 SCC2-03 土製品 (96) (5.0) l.l 綴密 黒色 表面研磨

環状

221 SD03 土製品 (4.8) (4.7) 1.9 綴密 黄燈色 表面刻印「大極上製口大坂南久太涜高田屋庄八」

円形状 10YR7/8 角が摩耗裏面は平坦

2n SK33 土製品 (82) (70) 1.1 密 表面刻印「口口名産 口口組合 口口口ー」 19c末～

不明 金雲母含む 裏而粘土紐の貼付

22J 包含層 肥前磁器 口径 底径 高 型打ち成形 級密 灰白色 体部しの苔赤紅付着

紅皿 4.7 1.5 1.5 2.5Y8/l 化粧皿透明粕

224 SX07 貝製品 8.4 9.7 0.(5 イタヤガイ製

貝杓子 柄の接合孔二つ（径2.5mm)
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第4節遺物

第4表下層面鍛冶関連遺物観察表

挿図 遺構 経類 長 n;i 
胎土 色調 施文特徴等 年代

番号 番号 器槌 (cm) (cm) (cm) 

225 SX07 製鉄製品 (126) 9.75 9.4 にぶい耗j色 焼成良好

ふJ[J 7.5YR5/3 穴の直径3.2cm 重さl.08kg

226 SX07 製鉄製品 (I I.9) 10.9 I0.5 にぷい褐色 焼成良好

:rn口 7.5YR5/4 穴の直径2.4cn 重さ l.36kg

227 SX07 製鉄製品 06.7) 9.7 9.6 灰白色 焼成良好

羽口 5Y7/l 穴の直径3.lcm .illさ l.42kg

228 SX07 製鉄製品 (132) 11.5 11.4 jj)色 焼1＆良好

羽口 7.5YR7/6 穴の直径2.2cm 重さ L59kg

229 SX07 製鉄製品 (16.3) 9.7 10.3 にぶい桂j色 焼成良好

羽口 7.5YR5/4 穴の直径2.2cm 設さ 1.5lkg

230 SX09 製鉄製品 (175) 9.7 9.6 浅黄色 焼成良好

羽口 2.5Y7/3 穴の直径3.3cm 重さ！.68kg

231 SX07 製鉄製品 8.8 10.9 5.2 砂炭化物含む 重さ0.43kg

鉄告￥

232 SX07 製鉄製品 9.9 12.4 6.9 砂炭化物含む 重さ0.57kg

鉄持

233 SX09 製鉄製品 9.8 9.2 4.5 砂炭化物含む 重さ0.37kg

鉄倖

第5表下層面：石製品遺物観察表

押IZI 遺構 経暫l 長 j~ /!,[ 
石材 色調 脆文特徴等 年代

番号 番号 ＊十種 (cm) (cm) (cm) 

234 SD02 石製品 15.2 5.9 2.1 表而 illの綴り抗で中央が＂~む 享fj~ ＞r:!ill 

「il1 裏面「写保九年正月四日 1－二虫文i河野li'.ill1J (1716～1735年）

235 SC02・03 石製品 15.0 6.6 2.9 表面：'1}の擦り捉で中央が窪む

硯 裏面彫り込み掠り跡

236 SD03 石製品 (164) 7.3 2.3 表面誌の擦り抗で中央が窪む

l•~ 事而浅く窪む

237 SD03 石製品 I王 t:; 向｜均石安山岩 穀物日

石臼 32.0 13.5 （’品願寺川産） ·1r;1rn水路の石t'(J,.•Jii<Hl

238 SK13 石製品 (8.3) 4.4 (2.8) 硬貨粘板岩 !.I］褐色 表面剥落比熱 f!lf/町比熱型間欠m
砥石 5YR2/I 

239 SKIS 石製品 02.3) 5.5 2.0 表而Mさのj事り抗で中央が);Jiむ

硯 裏面文字等の線＼＇：•«

240 SX!O 石製品 (5.5) 5.6 0.8 粘板岩製 灰色 表1日1昨l止側ffli:lijf麿裂I面研謄

>lffi 7.5Y6/I 

241 包古h'l 装身具 1.6 1.6 1.6 素地陪端、間色lOR3/2表ffii：赤彩

丸玉 赤色IOR5/8

第6表下層面金属製品遺物観察表

挿図 泣梢 槌類 長日中世）市町（内在） 丞hl
施文特徴主f 年代

番号 番号 種別l (cm) (cm) (cm) (g) 

242 SD02・03 銭貨 2.7 0.7 。〔9 2.7 

文久木宝

243 SD03 銭！t 25 0.6 0.13 4.0 新寛永

nノ•kii!il'I

244 SK29 銭貨 2.4 0.7 0.1 2.9 古'll'.7k

nノK迎賓

245 SX03 銭貨 (2.2) (0.65) 0.1 1.1 新究水

>1k通費

246 包含府 銭fi 2.4 0.6 0.13 3.3 古＇！1北

'l:i木通費

247 試掘トレノチ 銭貨 2.3 0.6 0.12 2.5 新究ノK

寛永通貨

248 B区桜乱 銭貨 25 0.6 0.13 2.7 新寛武

寛永通管

249 SLC2・03 金属製品 3.6 1.2 0.08 7.6 同部制！状の刻み

煙管雁首

250 scr2日3 鉄製品 (15.7) 2.4 0.2 32.8 刃先腐食刃こぼれ

鎌刃

251 SC03 鉄製品 05.9) 1.55 0.3 2日5 腐食

握り鋲

252 SKIO 鉄製品 07.3) 3.9 0.25 46.4 刃先腐食刃こぼれ

包丁刃

253 SK26 金属製品 LO 0.07 IO.O 両端に留め金Ji¥-

把手

254 包含昭 金属製品 (32) 3.3 0.04 2.8 鍍金条紘

小判形飾り

255 包含陪 金属製品 16.9 0.7 0.1 5.0 表而凹凸

務
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第3章調査の方法と成果

第7表下層面 ：木製品遺物観察表

［漆器］

挿図 遺構
器種

口径 高台径 骨量高 漆
施文特徴等 年代

番号 番号 (cm) (cm) (cm) 外面 内面

256 SD02 椀 01.4) 7.4 (5.3) 黒 黒

257 SD02 続 7.6 (15) 黒 黒

258 SD02 椀 (3.1) 赤 黒 休部筋状（13本）文様

2o9 SDC2・03 杓子 長（95)幅（76)厚1.1 表面赤 裏面赤 柄が欠損

2f0 SOC3 和傘 高（3.9)幅（39)厚0.9 表面赤 手JC醜櫨

261 SKC9 椀 04.0) 7.1 (7.0) 黒 黒 体部赤漆で文様

262 SK13 椀 (ll.4) (74) (40) 赤 赤 高台内黒漆

263 SK14 椀 6.1 (35) E担 赤 休部赤i喪で丸で聞んだfうか笹の文棟高台内黒漆キャタピラ状の凹みが巡る

264 SXC3 有益 (8.6) (44) (3.2) 黒 黒 体部赤漆で紅葉状文様。革

［下駄］

挿図 遺構
種類

会長 全幅 全高 木取 左右
特徴等 年代

番号 番号 (cm) (cm) (cm) 台部 歯部 の日IJ

265 sou 下駄 21.2 8.3 7.9 紙目 右足 一木連歯下駄（丸型） 横緒孔後歯前方前歯欠損

2fE SD03 下駄 (11.0) (7.8) 2.4 板目 なし 不明 無眼下駄つま先に小さい四角形の切り込み鉄釘2カ所 下方に小穿孔

267 SD03 下駄 24.3 12.0 0.8 板目 なし 不明 田下駄前琵孔lつ断聞は板状表商は摩耗

268 SD05 下駄 20.3 9.0 4.1 板目 左足 一木述歯下駄（角型） 左右側而に横緒孔桂歯前方指圧痕裏I町後曲前方に削り込み

269 SE06 下駄 (12.2) 6.4 (26) 柾目 なし 左足か 構造（差歯）露卯下駄（丸型） 指圧痕

270 SK16 下駄 22.3 8.9 7.6 柾目 柾目 左足 構造（差歯）露卯下駄（丸型） 横緒孔後歯後方指圧痕

271 SK17 下駄 22.5 7.1 (4.8) 板目 なし 不明 構造（差歯）陰卯下駄（丸型） 横緒孔後歯前方指圧痕表面盟漆

272 SK17 下駄 23.l 7.5 (3.8) 柾目 板目 不明 構造（差歯）露卯下駄（丸型） 横緒孔後歯後方

273 SK29 下駄 (22.5) 8.2 (1.5) 柾目 左足 一木連曲下駄（丸型） 繍緒孔後歯前方前歯後歯が麿り減り草雁下駄状

274 SK29 下駄 22.5 8.0 (1.5) 柾目 なし 不明 一木連歯下駄（丸型）横緒孔後歯前方表裏面仁鉄前歯後歯が磨り減り草履下駄状

275 SK29 下駄 22.l 8.8 (25) 板目 左足 一木連歯下駄（丸型） 横緒孔iit歯前方指庄痕 前前後曲が磨り減り草履下駄状

276 SK29 下駄 (76) (5.8) 厚2.0 なし 柾目 不明 下駄歯

277 SK30 下駄 21.9 7.9 9.0 柾日 柾目 右足
構造（差歯）露卯下駄（丸型） 横符孔後歯前方 表而側而赤漆

裏面卜駄歯黒漆指圧痕

278 SK30 下駄 (15.4) (69) 9.0 板目 柾目 左足
構造（差歯）露卯下駄（丸型） 横緒孔後歯前方表商側商赤i事

裏商下駄歯里漆 指圧痕

279 SK30 下駄 22.2 8.1 9.5 板目 柾目 右足
構造（差歯）露卯下駄（丸型） 横緒孔後歯前方表商側簡赤漆

長面下駄歯黒漆指圧痕

280 SK30 下駄 22.2 8.0 8.0 柾目 左足
構造（差曲）露卯下駄（丸型） 横緒孔後歯前方表面側商赤漆

裏面 F駄歯黒漆

281 SK3日 下駄 23.0 8.2 (34) 右足か 構造（差歯）露卯下駄（丸型） 横緒孔後歯後方指圧痕

282 SK30 下駄 22.9 7.7 (34) 柾目 なし 左足か 構造（差歯）露刷I下駄（丸別） 概緒孔後歯後方指圧痕

283 sxo:i 下駄 (15.8) 7.8 (3.8) 柾目 左足 構造（差歯）陰卯下駄（角型） 推定椴緒孔後歯後方指圧痕

284 SX03 下駄 222 8.0 (35) 板目 なし 右足 構造（差歯）露卯下駄（角型） 検緒孔後歯前方指圧痕

285 SXOJ 下駄 20.2 6.8 (43) 柾目 なし 不明 構造（差前）露卯下駄（丸型） 横緒孔後幽刑方指圧痕

286 SX03 下駄 12.0 12.8 厚1.8 なし 板目 下駄歯

287 SXIO 下駄 (8.2) 7.4 (44) 板目 不明 構造（差歯）陰卯下駄（角型） 横縞孔後歯後方

288 試掘トレ／チ 下駄 19.5 8.4 (3.1) 柾目 左足 一木連歯下駄（丸型） 横緒孔後歯前方前歯後歯が磨り減り草履下駄状

［その他］

？帝国 遺構
種類

長 憶 厚
木取 施文特徴等 年代

番号 番号 (cm) (cm) (cm) 

289 so:2 木札 25.8 7.0 0.9 柾目 穿孔（直径約l.7cm)

290 SD 2 木札 21.6 11.5 0.7 板目 表裏面に墨書表面「口先帳j

291 so:2 曲物蓋か底板 7.1 7.3 0.4 板目 穿孔（直径約2醐） 中央仁田み

292 5002・03 木札 03.0) (33) 0.7 柾目 表面に墨書「七日口（写カ）口口（了カ）J上端の裏面が斜めに削られる

293 SD02・03 木札 31.7 6.0 0.8 板目 表面に墨書「口口口口口／吉津口」 長方形の加工穴

294 5002・03 木札 11.5 6.5 1.0 板目
表面に愚容「口（ーカ）番八枚之内／口（ーカ）番八枚之内J・裳商に曇啓「漬野屋J
左側面に加工科めの穿孔があり釘が刺さる

295 5002・03 板状 7.8 (2.5) 0.2 板目 表商に謹書建物状の図柄カ 裏面に盤書

296 SD02・03 曲物輩 (5.4) (14.2) 0.7 板目 表面に墨書木釘穴2カ所

297 5002・03 出l物蓋 15.9 (56) 1.3 柾目 表面に焼印［油口Jなどの作り部分と思われるが不明 木釘穴2カ所

298 SD02・03 曲物蓋か底板 10.6 (7.9) 0.7 柾目 二分割の一つ

2［日 5002・03 曲物主主か底板 14.8 15.2 LO 柾目 二分割木釘穴2カ所

31JC SOC3 木札 11.0 4.2 0.2 板目
表面に愚容「松口口源口／口（相カ）口人／京口口口口口」

裏面に墨書I口口口（谷カ）口（村カ）／口口弥六／口口（月カ）十六日」

301 SOC3 ul1物輩 10.8 10.7 0.6 柾目 表面に墨書「治」

302 SOC3 山物輩 11.6 (5.9) 1.1 板目 表面に墨書 二分割の中央木釘穴2カ所

303 SD03 曲物議か！立板 13.3 13.4 1.1 柾目 二分割一部欠損

3c4 SDC3 曲物蓋か底板 00.5) (36) 1.1 板目 三分割の一つ

3 5 SD03 曲物誰か底板 11.5 (105) 0.3 柾目 中央に穿孔（直径約2mm)

ぬ6 SOC3 小型桶 口径（155) 底径(12.8) 高10.5 表裏面に縄か紐の痕跡中央に釘穴2カ所装而に加工痕

内底が被熱で炭化円縁に段差があり側板が一重になる 側板は内外側ともに、

307 SDC5 小型曲物 径15.2 高7.5 LO 柾目 2列（2～3段と7～8段）で綴じられる 内側のみ桜皮か綴皮が残る

底板の内段に6カ所木釘（穴）残る

3C8 so:5 曲物張市、底板 (20.0) (60) (07) 板目 金属製の留め金

3C9 S005 曲物叢か底板 9.6 (7.7) 0.5 板目 金属製の留め金3カ所

310 SEC6 木札 19.l 2.9 0.5 柾目 表裏面に削り 先端を細く自ljる

31l SE06 木札 15.9 4.7 0.8 征目 表裏面に削り 裏面の下部に患の痕跡か

312 SK25 木札 16.5 3.4 0.7 板目
表裏面に墨書表面「山一（屋号の記号）」他は不明裏面「口口壱斤入」

表面のム印は［山一J（屋号の記号）とみられる

nu 
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第4節遺物

挿図 泣梢
犠重量

長 師
木！~ 施文特徴等 年代

番号 帯号 (cm) (cm) (cm) 

313 SK30 小型1111物 t壬11.3 i~\(2.7) 0.8 柾目 木釘3カ所で！立板を留める 側板はl列2～3段で綴じる 桜皮か綴皮が残る

314 SXC3 1ll1物査か底板 32.7 (11.6) 1.9 板目 側而に接合用穿孔4カ所（直径約4mm)

315 SXC7 ill!物監か底板 (12.5) (37) 11 柾目 二分割の1111物の一つ 木釘穴2カ所

316 SXlO 曲物葉 (26.4) (7.7) 1.7 柾目 表面に器官

317 試掃トレンチ 力II工板 16.8 14.6 LO 板目 上而に盟塗（些か黒漆か）

318 包合店l 木札 (164) 6.3 0.8 板目 表面に焼印「木町淀屋jか袈iliiの上端に加工

319 包含層 木札 (5.8) 4.6 0.35 柾目 表裏而に撞l'i'

32J 包古層 illl物査か底板 (26.4) (11.9) 0.8 板目

321 包含府 世I物蓋か底板 25.8 26.4 1.0 板目 二分割表装而炭化 4カ所の穿孔

322 S[J2・03 横櫛 (42) (73) 0.9 削り出し櫛曲21本表面に赤漆か

323 SC82・03 横櫛 (51) (85) 1.1 削り出し櫛歯42本

324 SLJ2・03 横櫛 (70) 12.4 1.2 差し歯タイプ曲が非市に細かい

325 S[J2・03 羽子板 29.7 10.1 0.8 彼自 表面に盟、E正面に朱器

326 SCD2・03 箸 22.3 0.5 0.5 削り出L.fiJ棒（六角形） 両端部に朱

327 SD02・03 箸 18.5 0.6 0.5 削り出し丸木（附丸方形）

328 SCJ2・03 箸 07.0) 0.6 0.4 削り出L.fiJ料、（凶角形） 先が折れる

329 SCD2・03 加工板 7.6 (57) 0.6 穿孔（直径約5mm) 表面は滑らかで、裏面はザラザラする

330 5[112・03 松 5.5 3.4 3.4 柾目

331 SCD2・03 鍵手状 007) (3.4) 1.3 相目 鍵手状に湾曲

332 SCD2・03 円柱1犬 13.7 7.2 5.5 •L、持 中央上部に穿孔円錐状の両端に平J.！！面

333 SD03 横櫛 (1.7) (4.5) 0.75 削り出し 櫛的11本 lflがほとんと’残っていない

334 SD03 梢櫛 (37) (5.8) l.2 削り出し櫛幽21本

335 SD03 箸 059) 0.4 0.3 削り出Li<J椋（凶角形） 上端に朱

336 SD03 加工板 (373) 10.1 l.2 板目 上部に穿干し（fu筏約2.7cm)

337 5閃3内上水 上水継ぎ手 30.8 12.5 11.1 事七日 竹樋の継ぎ手（南側配ii'/) 中央に穿孔（約5.8cm×約6.0cm)

338 Sll<JJ内上水 上水縦ぎ手 26.4 14.3 15.3 板目 竹樋の継ぎ手（北側配jU'.) 中央に穿干し（約5.Scm×約6.lcm)

339 SE03 ｝立板 58.0 58.7 2.5 主l目 ニ枚組木釘穴4カ所取水孔（直径約7.2cmx約7.lcm)

340 SE03 側板 (57.6) 8.8 1.5 板目 下部（背［師）自ljり加工

341 SE03 側絞 (70.2) 7.7 1.6 相目 下部（狩而）削り加工

342 SE〔3 li!IJ板 (63.1) 8.0 1.6 担t目 下部（＇l'i'而）i'ilJり加工

343 SE04 側板（上剖I) (433) 8.7 2.0 板目 F部（正問背而）削り加工竹皮付活浜

344 SE04 側板（上部） (38.l) 9.1 l.7 板目 下部（背面）i'ilJり加工竹皮付着捉

345 SE04 側板（下部） 90.4 8.3 2.0 不明 F部（昨而）削り加l工

346 SE04 側板（下剖I) 91.0 12.6 1.9 板目 下部（背而）［jljり加工

347 SEC6 箸 08.5) 0.7 0.6 削り出し丸木（六角形）

348 SK18 有孔板（円形） 10.5 10.4 22 板目 中央に穿孔（直径約2.0cm)

349 SK18 有孔板（円形） 10.1 10.5 2.0 板目 中央に穿干し（直径約2.0cm) 表面一部炭化

350 SK23 箸 06.8) 0.6 0.5 削り出し丸木

351 SK26 箸 23.4 0.75 0.7 削り出し丸木

352 SK26 箸 23.35 0.7 0.5 削り出し丸木

353 SK29 箸 20.85 0.75 0.65 削り出し丸木

354 SK29 lit 52.9 5.7 5.5 団互 上部ー下部に削り加工

板目 百1部から約5.0cmFの左右に棒状圧痕寸見方向の木材の按活板跡か

350 SK29 棒状木片 (198) 2.6 1.9 柾目 丸くなるように加工

356 SK30 箸 (12.1) 0.7 0.6 削り：r，し丸木
357 SX03 板 18.9 18.0 0.8 板目 表面がす、漆!Mi準 装而が赤漆裏面上下に木をWIめた痕跡

358 SX03 加工木 21.8 4.0 1.2 板目 穿孔（直径約4mm)4カ所両端を加工先端部削り

359 SX04 柄 (124) 3.4 2.2 板目 包寸の柄か なかご（茎）が残る

360 SX07 加工木材 36.2 4.5 3.0 布丁目
左側面と上端部にU字状加工圧痕 下部表面にll'l円形（約l.Ocmx約O.Scm)

袈聞に長方形（約I.Ox約O.Scm）の穿孔

361 SX07 加工木材 23.9 5.4 2.6 わ丁目 釘削り

362 包含府 箸 (12.1) 0.7 0.6 i'ilJり出し丸木

363 包含屑 筒か鞘か 15.9 2.6 0.1 柾目
筒状底に柾目の板がはめ込まれている 1端部は山形か

三角形の文様車ljまれる 上端部に飾り把手のようなものを削り出す

364 包含層 上水継ぎ手 20.0 15.2 10.9 板目 上前l正聞に穿孔正聞に削り加工

365 包合宿 上水継ぎ手 (22.6) 19.8 17.0 晴子正面から側面にかけて穿孔（L字型）

竹樋と継ぎ手の隙間に麻状の繊維が詰め込まれる

366 包含陪 上水継ぎ手 29.6 14.1 14.4 団主 上面正面に穿孔
板目

367 I山物底板 大型11白物底板 67.0 66.0 3.4 己：旦五枚組木釘穴4カ箇所（四角形の釘）
板目

第8表下層面五遺物観察表

種類 長 車市 厚胎土 色部
帯 番号 種目lj (cm) (cm) (cm) 

368 I包古層 瓦 30.0 14.4 6.0 街 内問樫色

:!L瓦 5YR6/8 

369 I包含居 瓦 (153) (JU) 1.9 古 灰色 ｜瓦当文様

軒筏瓦 N4/I〕

施文特徴帯 年代

!Sc～19c 

18c～19c 

’Ei
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第3章調査の方法と成果

第9表上層面白磁器遺物観察表

f市図 遺構 種類 口径 底径 器高
成形 胎土 色調 施文特徴等 年代

帯号 番号 器種 (cm) (cm) (cm) 

370 SDO! 統制i磁器 9.6 3.2 5.3 ロクロナテ’ 綴密 灰白色 高台内「岐405」 1940～1946年

碗 削りだし高台 茶色粒含む 透明紬

371 SDO! 統制磁器 15.2 6.8 5.1 ロクロナテ2 敏＊ 灰白色 見込み花十字区囲内に周と花休部「岐1083」 1940～1945年

碗 削り出し高台 透明紬

372 SDOl 統制磁器 8.3 3.1 3.7 ロク口ナテ’ 綴密 灰白色 見込み草高台内「有46J 1940～1946年

小皿 削り出し高台 透明紬

373 SCO! 統制磁器 6.2 (52) ロクロナテ2 級官 灰白色 体剖i:1t 高台内「会19」 1940～1946年

瓶 削り出し高台 透明細

374 SDOI 磁器 10.8 3.8 5.0 ロクロナテ2 級官 灰白色 見込み五弁花｛宇都府草

碗 削り出し日台 透明紬

375 SDOI 磁器 04.4) 8.8 4.2 ロクロナテゴ 紙管 灰白色 見込み笹3括的文牡丹草花体部唐草高台悶線

皿l 蛇の目高台 輸花皿 透明事Ii

376 SDOI 磁器 14.9 8.6 4.3 ロクロナデ 鍛密 灰白色 見込み桔梗竹花 体部牡丹唐草

皿 蛇の目高台 輪花皿 透明紬

377 Sl:O! 磁器 (24) (44) 15.0 ロクロナデ 級密 灰白色 体部格子日桜花 短冊「支那事変凱旋記念」

徳利 削り出し高台 透明軸

378 SDOI 九谷磁探 (53) 2.2 2.8 ロクロナテ2 敏密 灰白色 見込み菊花体部松葉閤線高台内「九谷」

猪口 削り出し高台 透明利

379 SD日l 九谷磁部 (5.6) 1.9 3.0 ロクロナテ2 線密 灰白色 見込み人面体制l似花「不して帰る口口ぞ口口しき」 問台内「九谷」

猪口 削り出し悶台 透明制11

388 SIJOI 磁器 (67) (2.6) 2.9 ロクロナテ’ 綾密 灰白色 見込み桜花「除隊記念」

猪口 削り出し高台 透明紬

381 SDOI 磁器 5.1 1.8 2.8 ロクロナデ 級密 灰白色 見込み「銘酒満泉」 体部松葉など

猪口 削り出し高台 透明粕

382 包；：；，..，， 磁器 4.2 2.9 4.4 ロクロナデ 級密 灰白色 体部「八尾坂道別れて 来れば露か時雨かオハラ はらはらとJ

猪口 削り出し需台 高台穿孔越中おわら節歌詞透明紬

383 （品合附 磁器 (6.6) (2.6) 2.9 ロクロナテ2 綴事f 灰白色 見込み桜花。「除隊記念」

猪口 削町出し高台 透明粕

初4 SIJOI 信楽系磁器 (11.6) (4.5) 2.25 ロクロナデケズリ 精綴 灰白色 見込み3条線の櫛目・目跡2カ所

Hll（灯明皿） 5Y8/l 透明紬 illi煙付着

第10表 上層面・土製品他遺物観察表

l'H<I 正ti昨 種類 高 帽 厚
成形 胎土 色調 施文特徴等 年代

昨り 昨日 蒋種 (cm) (cm) (cm) 

385 SDOI 統制l磁熔 (6.3) 3.6 2.6 型合わせ 灰白色 僧侶｛離か背而刻正｜］「京人56」 1940～1946年

磁器人形 中空 7.5Y8/l 

386 SDOI 土製品 (3.4) (40) (25) 型合わせ 索地黄白色 表面緑ー茶・背の彩色 目王黒

鳥形 中空

387 SDOl 土製品 (37) (3.2) (24) 型合わせ 銀粉含む 灰黄色

犬形 中空 2.5Y7/2 

お8 SDOI 土製品 2.6 4.2 03 型合わせ 素地 黄色 表而赤の影色

林檎形 中空 2.5Y8/6 

第11表 上層面 ：金属製品遺物観察表

挿図 遺構 種類 長（外在） 幅（内的 I早 重量
施主特徴等 年代

番号 番号 種別 (cm) (cm) (cm) (g) 

389 SDO! 銭貨 2.8 0.75 0.1 3.3 背士 新寛刀く

寛永通宝

390 SDOI 銭貨 2.35 0.7 。ω 1.8 新寛乃

寛永通宝

391 SDOI 銭貨 2.2 0.7 0.11 2.4 新寛水

寛永通宝

392 SDO! 銭貨 2.8 0.16 6.9 表間十七弁菊

一銭貨 裏面大日本！sen-明治二十一年中央に龍

393 包含層 銭貨 2.6 0.6 0.12 3.9 

文久永宝

394 SXO! 鉄製品 5.6 4.9 1.0 91.5 コテ面先端が薄い

コテ 柄垂直取り付け直角に曲がる

第12表 上層面：木製品遺物観察表

遺構
種頬

長 問 厚
木取

昨日 番号 (cm) (cm) (cm) 
特徴等 年代

295 包含層 小判状板 12.7 (4.6) 0.3 板目

396 包含層 栓 7.1 3.2 2.6 I 板目 ｜コルク状

第13表上層面五遺物観察表

円遺構 ｜
種類 長 同 ！草 胎土 色調

者i号番号 種別 (cm) (cm) (cm) 
施文特徴等 年代

397 I SDDI I 瓦 (22.4) (30.0) 2.2 密 黒色 瓦当文様 19c末～

軒瓦 5YRl.7/l 越前系か鉄紬

398 I SDOI I 瓦 9.4 (2.7）密 黒色 瓦当文様無し l9c末～

軒jL瓦 N2/0 鉄紬
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第1節概要

第4章 自然科学分析

第 1節概要

基峰 修（株式会社アーキジオ）、田中義文（パリノ・サーヴェイ株式会社）

富山城下町遺跡主要部は、常願寺川扇状地の扇端、旧神通川が大きく蛇行する地点の右岸域の沖積

地（氾濫平野・海岸平野）に立地し、富山城跡の南側に位置する（第l図）。今回の発掘調査は、富

山城下町における武家屋敷と町屋敷の境となる地点であった。調査の結果、古絵図や既往の発掘調査

で確認されている背割水路を検出し、江戸時代から戦後までの変遷を確認した。また、町屋敷側から

井戸や土坑などの遺構を検出した。

調査地及び周辺の古植生や遺構内と包含層の堆積（水域）環境、さらに出土した木製品の樹種、漆

器の塗膜や顔料（赤色）の性状などの検討を目的として、古環境及び植物利用と木製品について自然

科学分析調査を実施した。また、出土した動物遺存体の同定と考察を行った。

第2節古環境及び植物利用について

田中義文・堀内誠示・斉藤崇人・馬場健司・松元美由紀（パリノ・サーヴ、ェイ株式会社）

(1）試料

試科は、背割水路（SD03）、井戸（SE03・ SE04）及びVI層（包含層）より採取された土壌5点と、

背割水路（SD02・ 03）、溝跡（SD05）、土坑（SK26・ SK30）及び性格不明遺構（SX04）より出土し

た水洗・抽出済の種実遺体7試料である。後者の種実遺体試料は、 1試料あたり 1点からなるものと複

数点～極めて多量のものとが含まれる。これらの各試料の詳細を第14表に示す。

本項目では、土壌試料については珪藻分析、花粉分析、植物珪酸体分析の各種微化石分析及び微細

物分析を行った。また、水洗・抽出済の種実遺体試料については、種実同定を行った。

第 14表分析試料一覧（土壌－種実遺体）

地区 層f立 遺物番号 遺構番号
試料採取

試料（種別） 備考
位置なと

A 下層 No.571 SE03 2層 土壌 井戸内堆積土

A 下層 No.572 SD03 B-B’断面 9層 土壌 背割水路内堆積土底面層

A 下層 No.614 SE04 土壊 井戸内堆積土

A 下層 No.720 包含層 VI層上層 土壌 西壁基本堆積層位

A 下層 No.721 包含層 VI層下層 土嬢 西壁基本堆積層位

A 下層 No.350-6 SD02・03-2区 種実遺体 背割水路内、15～ 30cm下

A 下層 No.389 2 SD02 種実遺体 背割水路内、北側石積撤去時

A 下層 No.443-2 SD03-l区 種実遺体 背割水路内、東倶1)30～ 40cm下（底面）、北側石積付近

A 下層 No.530 SK26 種実遺体

A 下層 No.695 3 SK30 種実遺体 No.12造物の下から

A 下層 No.784 SD05 種実遺体 底面

A 下層 No.796 SX04 種実遺体 北側、木樋断割り時

つd
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第4章 自然科学分析

(2）分析方法

珪藻分析

土壌（湿重約Sg）をビーカーに計り取り、過酸化水素水と塩酸を加えて試料の泥化と有機物の分解・

漂白を行う。次に、分散剤を加えた後、蒸留水を満たし放置する。その後、 上澄み液中に浮遊した粘

土分を除去し、珪藻殻の濃縮を行う。この操作を4～5回繰り返す。次に、 自然沈降法による砂質分

の除去を行う。その後検鏡し易い濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下して乾燥させる。乾燥した試

料上に封入剤のプリュウラ ックスを滴下し、スライドガラスに貼り付け永久プレパラートを作製する。

検鏡は、油浸600倍または1000倍で行い、メカニカルステージを用い同定 ・計数した。

珪藻の同定と種の生態性については、HorstLange Bertalot ( 2000）、 Hustedt( 1930 1966）、

Krammer & Lange-Bertalot ( 1985-1991）、Desikachiary(1987）などを参考にした。群集解析にあ

たり個々の産出化石は、まず塩分濃度に対する適応性により、 海水生、海水～汽水生、汽水生、淡水

生に生態分類し、さ らにその中の淡水生種は、塩分、 pH、水の流動性の3適応性についても生態分類

する。堆積環境の変遷を考察するために珪藻化石が100個体以上検出された試料について珪藻化石群

集変遷図を作成する。 出現率は化石総数を基数と した百分率で表す。

花粉分析

試料約lOgについて、水酸化カリウムによる腐植酸の除去、0.25mmの簡による飾別、重液 （臭化亜鉛、

比重2.3）による有機物の分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス（無水酢酸9：濃硫

酸lの混合液） 処理による植物遺体中のセルロースの分解を行い、花粉を濃集する。残j査をグリ セリ

ンで封入してプレパラートを作成し、 400倍の光学顕微鏡下で、同定・計数する。

同定は、当社保有の現生標本はじめ、 Erdman(1952, 1957）、Faegriand Iversen (1989）などの花

粉形態に関する文献や、島倉 (1973）、中村 (1980）、藤木・小津（2007）等の邦産植物の花粉写真集

などを参考にする。結果は同定・計数結果の一覧表、及び花粉化石群集変遷図として表示する。図表

中で複数の種類を一 （ハイフォン）で結んだものは、種類間の区別が困難なものを示す。図中の木本

花粉は木本花粉総数を、草本花粉・シダ類胞子は総数から不明花粉を除いた数をそれぞれ基数として、

百分率で出現率を算出し図示する。

植物珪酸体分析

各試料について過酸化水素水・塩酸処理、 沈定法、重液分離法（ポリタングステン酸ナトリ ウム、

比重2.5）の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集する。 これをカバーガラス上に滴下・

乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入してプレパラートを作製する。 400倍の光学顕微鏡下

で全面を走査し、その間に出現するイネ科葉部（葉身と葉鞘） の葉部短細胞に由来した植物珪酸体 （以

下、短細胞珪酸体）および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体 （以下、機動細胞珪酸体）を、近藤（2010)

の分類を参考に同定し、計数する。

分析の際には、分析試料の乾燥重量、プレパラート作成に用いた分析残j査量を正確に計量し、乾土

1 gあたりの植物珪酸体含量（同定した数を乾土lgあたりの個数に換算）を求める。

結果は、植物珪酸体含量の一覧表と層位的変化を図示する。その際、各分類群の含量は100単位と

して表示し、 100個lg未満は 「＜lOOJで表示する。

微細物（微細植物片）分析・種実同定

1）微細物（微細植物片）分析（水洗）

土壌試料は、 種実や葉などの大型植物遺体を分離・抽出するために、試料を水に浸し、粒径0.5mmの

簡を通して水洗する。水洗後の師内の試料を粒径別にシャーレに移して双眼実体顕微鏡下で観察し、

A
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第2節古環境及び植物利用について

ピンセットを用いて、同定が可能な大型植物遺体を抽出する。

2）大型植物遺体・種実同定

土壌から抽出された葉や種実なとミの大型植物遺体や水洗・抽出済の種実は、現生標本および藤下

(1984）、石川（1994）、中山ほか（2000）、鈴木ほか（2012）などを参考に同定し、部位・状態別に個

数を数えて、結果を一覧表と図、図版で示す。実体顕微鏡下による区別が困難な複数種聞は、一（ハ

イフォン）で結んで表示する。ヒノキの枝条は、十字対生する4枚の葉を I個と数える。なお、マツ

属複維管束亜属の葉は、一部を対象に葉横断面の切片を剃万で採取し、ガム・クロラール（抱水クロ

ラール、アラビアゴム粉末、グリセリン、蒸留水の混合液）で封入したプレパラートを実体顕微鏡と

マイクロスコープ（KEYENCE,VHX-1000）で観察し、樹種を同定する。また、保存状態が良好な一

部の種実遺体を対象として、大きさ（長さ、幅、厚き）をデジタルノギスで計測する。分析後は、大

型植物遺体を分類群別に容器に入れ、約70%のエタノール溶液で、液浸保存する。

(3）結果

珪藻分析

結果を第15表、第40図に示す。以下に、試料別に産状を述べる。

1) SE03・2層（No.571)

SE03・2層（No.571）は、量としては少ないものの、 100個体以上の珪藻化石が検出される。化石の

保存状態は、半壊した殻が多いだけでなく、殻表面には溶解の痕跡が認められることから、状態とし

ては、極不良で、ある。検出された分類群は、淡水生種を主体に極低率に淡水～汽水生種を伴っている。

群集の構成としては、湿地性および陸生珪藻で構成される。本試料から特徴的に認められた種は、淡

水生種で、流水不定性種のGomphonemaparvulum、Pinnulariamicrostauron、流水不明種のFragilaria

spp.、Pinnulariaspp.、陸生珪藻のHantzschiaamphioxys、Pinnulariasubcapitataなどである。

2) SD03・9層（No.572)

SD03・9層（No.572）は、 100個体以上の珪藻化石が検出されるが、保存状態は、極不良で、ある。検

出された分類群は、淡水生種を主体に極低率に淡水～汽水生種を伴う。群集は、湿地性および陸生

珪藻で構成される。特徴的に認められた種は、淡水生種で、流水不定性種のGomphonemaparvulum、

Pinnularia microstauron、流水不明種のFragilariaspp.、Pinnulariaspp.、陸生珪藻のHantzschia

amphioxys、Luticoramutica、Pinnulariasubcapitataなどである。

3) SE04 (No.614) 

SE04 (No.614）は、 100個体以上の珪藻化石が検出されるが、保存状態は、極不良で、ある。検出さ

れた分類群は、淡水生種を主体に極低率に淡水～汽水生種を伴っている。群集は、湿地性および陸生

珪藻で構成される。特徴的に認められた種は、淡水生種で、流水不定性種のPinnulariamicrostauron、

流水不明種のPinnulariaspp.、陸生珪藻のHantzschiaamphioxys、Luticoramutica、Pinnularia

subcapitataなどである。

4) VI層上層（No.720)

VI層上層（No.720）は、本試料は、珪藻化石の量が少なく、 1プレパラートから 62個体が検出され

たのみで、保存状態は極々不良である。検出された分類群は、淡水生種のみで、あり、汽水生種等は認

められない。群集は、湿地性および陸生珪藻で構成される。特徴的に認められた種は、淡水生種で、陸

生珪藻のAmphoramontana、Hantzschiaamphioxys、Pinnulariaborealis、Pinnulariasubcapitataな

どである。
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第40図主要珪藻化石群集

VI層下層（No.721) 

VI層下層 （No.721）は、今回の分析に供された5試料中で最も多く の珪藻化石が含まれており、200

個体以上が検出された。化石の保存状態は、ほとんどが完形殻であることから、状態としては普通

（良好）である。 検出された分類群は、 淡水生種のみである。群集の構成は、湿地性種群を主とし

て陸生種群を伴っている。特徴的に認められた種は、淡水生種で、流水不定性種のPinnulariagibba、

Pinnularia microstauron、Pinnulariarupestris、 流水不明種のCymbellaspp.、Fragilariaspp.、

Pinnularia spp.、陸生珪藻のLuticoramutica、Pinnulariaborealis、Pinnulariasubcapitataなどである。

5) 

花粉分析

結果を第16表、第41図に示す。いずれの試料からも花粉化石が豊富に産出する。 群集組成は、

層下層 （No.721）を除く 4試料は類似 し、木本花粉の割合がやや高い。VI層下層は、シダ類胞子が多産し、

花粉化石では草本花粉が多く産出する。花粉化石の保存状態は、全体的に普通～やや悪い程度である

が、 5試料の中では日層下層の保存状態がやや良好である。

花粉化石群集についてみる と、検出される種類は5試料と も概ね類似する。木本花粉ではマツ属が

多産し、 亜属まで同定できたものの多く はマツ属複維管束亜属である。この他、モミ属、スギ属、ハ

ンノキ属、コナラ属コナラ亜属などを伴う。また、VI層上層（No.720）では、アカメガシワ属やノ ブ

ドウ属なども多く 産出する。

草本花粉は、いずれの試料もイネ科が多産し、アカザ科、アブラナ科などを伴う。その他、サナエタデ、

ヨモギ属な どの他に、ガマ属などの水湿地生植物も産出する。 なお、 多産したイネ科には、栽培種

のイネ属も含まれる。 イネ科全体に占めるイネ属花粉の割合は、SE03・2層 （No.571）が約52.7%、

SD03・9層 （No.572）が約48.5%、SE04(No.614）が約38.6%、VI層上層（No.720）が約26.1%、

下層（No.721）が約41.2%である。 この他の栽培種や栽培の可能性がある種類では、

ナ属がみられる。なお、 花粉 ・胞子以外では、 回虫卵や鞭虫卵が微量認められる。

植物珪酸体分析

結果を第17表、第42図に示す。各試料からは、植物珪酸体が認められ、保存状態は比較的良好である。
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第 15表珪藻分析結果

生態性 環境
SE03 SI:l3 SEC4 VI層

種類 2層 BB' 9層 上層 下層

塩分 pH 流＊
指標種

571 572 614 720 721 
Thalassionema nitzschioides (Grun.) Grunow Euh AB 
Anomoeoneis sphaerophora (Kuetz.) Pfitzer Ogh Meh al bi ind D.E 
Navicula halophila (Grun.) Cleve Ogh Meh al bi ind o.u 
Navicula veneta Kuetzing Ogh Meh al il ind u 3 
Nitzschia levidensis var. victoriae (Grun.) Cholnoky Ogh Meh al il ind u 1 
Nitzschia palea (Kuetz.) W.Smith Ogh Meh ind md s 
Rhopalodia gibberula (Ehr.) Mueller Ogh Meh al ii ind u 2 
Amphora montana Krasske Ogh ind ind ind RA 3 16 6 4 
Amphora ovalis var. affinis (Kuetz.) Van Heurck Ogh ind al il ind ？ 
Cymbella aspera (Ehr.) Cleve Ogh ind al ti ind 0.T 1 
Cymbella cistula (Ehr.) Kirchner Ogh ind al-ii l ph O.T 
Cymbella naviculiformis Auerswald Ogh ind ind ind 。
Cymbella turgidula Grunow Ogh ind al il r ph K.T 
Cymbella spp Ogh unk unk unk 7 
Diploneis parma Cleve Ogh ind md ind 。 1 
I〕l口loneisyatukaensis Horikawa et Okuno Ogh ind ind I ph RI 3 
Diploneis spp Ogh unk unk unk 
Encyonema silesiacum (Bleisch in Rabenh.) D.G.Mann Ogh ind ind ind T 
Eunotia incisa W.Smith ex Gregory Ogh hob ac il ind 。 1 
Eunotia pectinalis var. minor (Kuetz.) Rabenhorst Ogh hob ac-tl ind 。 1 1 
Eunotia spp Ogh unk unk unk 3 4 
Fragilaria ulna (Nitzsch) Lange Bertalot Ogh ind al il md O.U 2 4 
Fragilaria ulna var. arclls (Kuetz.) Lange-Eertalot Ogh ind al il l-ph 
Fragilaria vaucheriae (Kuetz.) Petersen Ogh ind al il r ph K.T 2 
Fragilaria spp Ogh unk unk unk 12 8 17 
Frustulia vulgaris (Thwaites) De Toni Ogh-ind al-ii md u 1 

" 「

Gomphonema angustatum (Kuetz.) Rabenhorst Ogh ind al ii ind u 2 
Gomphonema angustum C.Agardh Ogh ind al il ind u 1 
Gomphonema parvulum (Kuetz.) Kuetzing Ogh ind ind ind u 8 8 6 
Gomphnnema spp Ogh unk unk unk 3 
Gyrcsigma spp Ogh unk unk unk 
Hantzschia amphioxys (Ehr.) Grunow Ogh ind al ii ind RA。U 36 29 37 29 14 
Hantzschia amphioxys var. capitata Muller Ogh ind al il ind RAU 7 2 8 3 
Luticola mutica (Kuetz.) D.G.Mann Ogh ind al il ind RAS 8 7 8 
Meridian circulare var‘ constrictum (Ralfs) Van Heurck Ogh ind al-ti r bi K.T 1 
Navicula confervacea (Kuetz.) Grunow Ogh ind al-bi ind RB.S 1 
Navicula cryptocephala Kuetzing Ogh ind al ii ind u 1 
Navicula cryptotenella Lange Bertalot Ogh ind ind ind T 1 
Navicula kotschyi Grunow Ogh ind al il ind u 1 

Navicula rhynchorephala Kuetzing Ogh ind al-il ind u 1 
Navicula spp Ogh unk unk unk 2 1 
Neidium ampliatum (Ehr.) Krammer Ogh ind ind l-ph 。 1 1 
Neidium spp Ogh unk unk unk 1 
Nitzschia amphibia Grunow Ogh ind al bi ind s 1 2 2 
Nitzschia brevissima Grunow Ogh ind al-il ind RB.U 1 
Nitzschia fonticola Grunow Ogh ind al-il ind u 2 
Nitzschia sinuata (W.Smith) Grunow Ogh ind al il ind u 1 
Nitzschia umbnnata (Ehr.) Lange Eertalot Ogh ind al il ind u 2 2 
Nitzschia spp Ogh unk unk unk 6 
Pinnularia brealis Ehrenberg Ogh ind ind ind RA 3 3 12 
Pinnularia borealis var. rectangularis Carlson Ogh ind ind ind RA 2 
Pinnularia gibba Ehr巳nberg Ogh ind ac il ind 。 12 
Pinnularia gibba var. linearis Hustedt Ogh hob ac il md 。 3 
Pinnularia mesclepta (Ehr.) W.Smith Ogh ind ind ind s 1 
Pinnular ia micrcstauroロ（Ehr.)Cleve Ogh ind ac il ind s 11 6 7 30 
Pinnularia obscura Krasske Ogh ind ind ind RA 
Pinnularia rupestris Hantzsch Ogh hob ac ii ind 。 1 6 
Pinnularia stomatophora (Grun.) Cleve Ogh ind ac il l-ph OP 
Pinnularia subcapitata Gregory Ogh ind ac ii ind RB.S 12 19 18 11 16 
Pinnularia subrupestris Krammer Ogh hob ac ii ind 。 6 
Pinnularia sudetica (Hilse) M.Peragallo Ogh hob ac-II I ph 0.P 3 
Pinnularia viridiformis Krammer Ogh ind ind ind N.O,U 1 3 
Pinnularia spp Ogh unk unk unk 17 9 7 27 
Placoneis elginensis (Greg.) Cox Ogh ind al il ind 。.u 1 
Reimeria sinuata (Greg.) Kociolek et Stoermer Ogh ind ind r ph K.T 1 
Rhopalcdia gibba (Ehr.) Mueller Ogh ind al il ind o.u 1 
Rhopalcdia quisumbirgiana Skvortzow Oghhil al il ind o.u 1 

Sellaphora laevissima (Kuetz.) D.G.Mann Ogh ind ind ind u 
Stauroneis phoenicenteron (Nitz.) Ehrenberg Ogh ind ind トph N.O.U 2 1 
Stauroneis thermicola (Petersen) Lund Ogh unk unk unk RI 1 
Stauroneis spp Ogh unk unk unk 1 2 
Surirella ovata Kuetzing Ogh ind al il r ph u 2 
Surirella ovata var. pinnata (W.Smith) Hustedt Ogh ind al il r ph u 2 1 1 
Surirella spp Qgh unk unk unk 1 2 1 
海水生種 。 1 。 。 。
海水～汽水生種 。 。 。 。 。
汽水生種 。 。 。 。 。
淡水～汽水生種 2 8 3 。 3 
淡水生種 126 118 12J 62 2Cfi 
珪融化石総数 128 127 123 62 2(9 
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自然科学分析第4章

凡例

［適応性］

塩分．塩分濃度に対する適応性 pH:水素イオン濃度に対する適応性 流水．流水に対する適応性

Euh ：海水生種 al-bi 真アルカリ性種 1 bi 真止水性種

Euh-Meh ：海水生種一汽水生種 al il ・好アノレカリ性種 1 ph ・好止水性種

Meh ：汽水生種 ind : pH不定性種 ind ：流水不定性種

Ogh-M巴h ：淡水生種一汽水生種 ac il ・好酸性種 r-ph ．好流水性種

Ogh hil 貧塩好塩性種 ac-bi ：真酸性種 r-bi ．真流水性種

Ogh-ind ：貧塩不定性種 unk : pH不明種 unk ．流水不明種

Ogh-hob ：貧塩嫌塩性

Ogh unk 貧塩不明種

［環境指標種］

A：外洋指標種 B：内湾指標種 Cl海 水藻場指標種.c2：・ 汽水藻場指標種. Dl ・海水砂質干潟指標種 D2：汽水砂
質干潟指標種. El：海水泥質干潟指標種. E2：汽水泥質干潟指標種. F：淡水底生種群（以上、小杉， 1988）、 G：淡水
浮遊生種群. H：河口浮遊性種群. J：上流性河川指標種. K：中～下流性河川｜指標種.L：最下流性河川指標種群．
M：湖沼浮遊性種. N:湖沼沼沢湿地指標種. 0：沼沢湿地付着生種.p：高層湿原指標種群 Q：陸域指標種群（以上、
安藤，1990）、 S：好汚濁性種 u：広適応性種. T：好清水性種（以上、 Asaiand Watanabe, 1995）、 R：陸生珪藻（RA:A
群、 RB:B群、 RI：未区分、伊藤・堀内， 1991)
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SE04 614圃圃圃 同国 l 卜・r R 環器蕊罰

VI層上聞 720・・・圃亡三EllI・｜仁三三三蕗露盤麹
VI層下回 721 ~三三ヨI I i「一 -ill務窓頚溺

ーIC消
木本it粉は木本花粉総数、 草本花粉 ンダ類胞子は総数から不明花粉を除いた散を基数として
百分率で表した。 0・はl縄米満を示す。

第41図花粉化石群集

また、 SD03・9層（No.572）を除く 4試料からは珪化組織片も検出される。

植物珪酸体含量は、 5試料を通じて200～ 2,900個lgで、あり、 SE04(No.614）と VI層上層・下層（No.

720・No.721）とで比較的高いという特徴を示す。検出された分類群は、 5試料より栽培植物のイネ属

の葉部に形成される短細胞珪酸体、機動細胞珪酸体が検出されるほか、 SE03・2層（No.571）を除く

試料からはイネの籾殻に由来する穎珪酸体、短細胞列などの珪化組織片も検出される。この他、

SE04、VI層上層・下層からは、ヨシ属やススキ属などが僅かに検出される。

微細物（微細植物片）分析・種実同定

1)微細植物片分析

土壌試料の水洗選別によって得られた大型植物遺体の同定結果を第18表、堆積物200ccに換算した

大型植物遺体群集組成を第43図に示す。分析に供された5試料からは、裸子植物5分類群（クロマツ、

マツ属複維管束亜属、モミ属、スギ、ヒノキ）の葉（短枝・枝条含む） 22個、種実3個と、被子植物

42分類群（ハンノキ属、クワ属、ウメ、スモモ、モモ、アカメガシワ、サンショウ、 タラノキ、 クサ

ギ、ニワトコ、タニウツギ属、イネ、アワ、オヒシパ、イネ科、イヌホタルイ近似種、カヤツリグサ属、

カヤツリグサ科、カラムシ属、ギシギシ属、ソパ、ザクロソウ、スベリヒユ、ハコベ類、ナデシコ科（A・B）、
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古環境及び植物利用について第2節

第16表花粉分析結果

SE03 SD03 SE04 VI層

2層 BB’9層 上層下層

571 572 614 720 721 

2 

-79-

種類

木本花粉

モミ属

ツガ属

トウヒ属

マツ属単維管東亜属

マツ属複維管束亜属

マツ属（不明）

コウヤマキ属

スギ属

イチイ科イヌガヤ科 ヒノキ科

クルミ属

クマシデ属 アサダ属

カバノキ属

ハンノキ属

ブナ属

コナラ属コナラ亜属

コナラ属アカガシ亜属

クリ 属

ニレ属ーケヤキ属

エノキ属 ムクノキ属

アカメガシワ属
カエデ？属

トチノキ属

ノブドウ属 一 一
ウコギ科 2 

ミズキ属 1 

エゴノキ属 2 3 - 2 1 

イボタノキ属 2 一 一 一

草本花粉
ガマ属

イネ属

他のイネ科

カヤツリグサ科

クワ科

イブキトラノオ節

サナエタデ節ーウナギツカミ節
ソバ属

アカザ科

スベリヒユ属
ナデ、ンコ科

キンポウゲ科 2 

アブラナ科 4 15 

パラ科 2 

マメ科 一一 l 一一
アリノトウグサ属 1 3 

オミナエシ属 1 2 

ヨモギ属 1 1 1 1 5 

ベニバナ属 1 一 一 - 42 

キク亜科 1 ← 2 1 

タンポポE科 一 一 一 1 2 

不明花粉
不明花粉

シダ類胞子

ヒカゲノカズラ属

ゼンマイ属

他のシダ類胞子

合計

木本花粉

草木花粉

不明花粉

シダ類胞子

合計（不明を除く）

その他
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自然科学分析第4章

ド検出

＊＊多い

イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ属

ヨシ属

ススキ属

不明

イネ科葉身機動細胞珪酸体

イネ属

ヨシ属

ススキ属

不明

合 計

イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ科葉身機動細胞珪酸体

植物珪酸体含量

珪化組織片

イネ属穎珪酸体

イネ属短細胞列

く100 100個々未満

一未検 出 ＊ 検 出 料 多 い

第 17表植物珪酸体含量

分

（個／g)

SE03 SD03 SE04 VI層

2層 BB’9層 上層下層
571 572 614 720 721 

群類

1, 300 

く100

200 

600 

<100 

100 

300 

く100

100 

く100

300 く100

200 100 

800 

<100 

400 

800 

く100

く100

400 

400 

(100 

<100 

600 

100 く100

1,600 

1, 300 

2,900 

700 

1,200 

1, 900 

500 

1, 100 

l, 600 

く100

500 

200 

700 

く100

200 

<100 

200 

キ＊

＊＊ 

＊＊ 

＊＊ 

＊＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

アカザ属、ヒユ属、アブラナ科（A、B）、カタバミ属、エノキグサ、ヒョウタン類、メロン類、カボチャ、

シソ属（エゴマ）、シソ属 イヌコウジュ属、イヌコウジ、ユ属、トウノfナ属、ナス、ゴマ、タカサブロウ）

の種実936個の、計961個が検出された。

大型植物遺体の出土状況は、SE03・2層（No.571:50 cc）が35個、SD03・9層（No.572:60 cc）が620個、

SE04 (No.614: 200cc）が114個、 VI層上層（No.720:200cc）が107個、 VI層下層（Nn721:200cc）が

85個であった。大型植物遺体は、 SD03・9層（Nn572）より最も多く出土し、栽培種のイネの穎（破片；

570個）がその多数（92%）占める。

栽培種は、ウメの核が2個（No.614）、スモモの核がl個（No,572）、

ネの穎が645個（No.571・ No.572 ・ No.614 ・ No.720・No.721）、炭化穎が35個（No.571・ No.572 ・ No,614 ・ No. 

720・No.721）、炭化穎・ 1壬乳が2個（No.721）、炭化匹乳が36個（No.720・No.721)、アワの炭化距乳が1

個（No.721）、ソパの果実が1個（No.572）、ヒョウタン類の種子が2個（No.572）、メロン類の種子が2個（No.

572 ・ No.614）、カボチャの種子がl個（No.720）、シソ属（エゴマ）の果実が1個（No.572）、ナスの種

イモモの核が1個（No.614）、
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古環境及び植物利用について第2節

第18表微細植物片分析結果

SE03 SD03 SE04 VI層
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堆積物200ccあたりの個数を示す。

子が16個 （No.572・ No.614 ・ No.720）、

型植物遺体群全体の78%を占める。

栽培種を除いた分類群では、木本はSD03・9層 （No.572）を除く4試料から検出される、常緑針葉

樹で高木になるク ロマツ（No.614）、 マツ属複維管束亜属（No.572・No.614）、 モミ属 （No.572）、スギ（No.

572）、ヒ ノキ（No.572）と、落葉広葉樹で高木になるハンノキ属 （No.720）、クワ属 （No.572・ No.614）、

(No. 721）、低木のサンショウ （No.614）、タラノキ （No.572・ No.720）、クサギ （No.720）、

ニワトコ （No.572）、 タニウツギ属（No.720）が確認された。

草本は、明るく 開けた場所に生育する、いわゆる人里植物に属する分類群から成 り、 やや乾いた場

所や湿った場所にも生育可能なオヒシパ（No.571 ・ No. 720・No.721）、イネ科 （No.571・ No.572・No.614・

No.720）、カヤツリグサ属 （No.572・ No.720）、

720）、ギシギシ属（No.614）、ザクロソウ（No.571）、スベリヒユ

571 ・ No.572 ・ No.614 ・ No.720・No.721）、ナデシコ科（No.571・No.572・ No.614・No.720・No.721）、

大型植物遺体群集第43図

の、 計748個が確認され、大ゴマの種子が21固（No.572・ No.720) 

アカメガ、シワ

カヤツリグサ科 （No.572 ・ No. 720・No.721）、カラムシ属（No.

(No.614・ No.720・No.721）、ハコベ類 （No.

アカザ属

(No.571 ・ No.572 ・ No.614・No.720）、 ヒユ属（No.571・ No.614 ・ No.720）、 アブラナ科（No.572・ No.720）、

タパミ属 （No.571・ No.614 ・ No.721）、エノキグサ（No.720・No.721）、シソ属一イヌコ ウジュ属 （No.571・

イヌコウジュ属（No.720）な どの、中生植物を主体とし、抽水植物のイ ヌホタルイ

や、湿生植物のトウパナ属 （No.572）、 タカサブロウ （No.720・No.721)

カ

などもわずか
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No.614 ・ No.720）、

近似種 （No.720)

に確認された。



第19表種実同定結果

遺物 遺構
分類群 昔日イ立

番号 番号

No.350-6 SD02・032区 イチョワ 種子

No.389-2 SD02 ウメ 核

No.443-2 SD03 1区 モモ 核

No.530 SK26 アプラチャン 果実・種子

雑草メロン型 種子

マクワ ・シロウリ型 種子

モモノレテ、イカメロン型 種子

メロン主契 種子

No.695-3 SK30 カキノキ属 種子

No.784 SD05 ヒョウタン類 種子

No.796 SXll オーニグノレミ ＋実

＊計測はデジタノレノギスを使用。破損部は残存値に「＋Jで示す。

4. 5 

4. 0 

（ 

! 3. 5 
堕

3. 0 

2. 5 
6. 0 6. 5 7. 0 

第2節古環境及び植物利用について

状態 個数
大きさ （mm)*

長さ ~＇iii 厚さ

破片 11. 9 + 18. 0 + 12. 2 + 

完形 13. 9 12. 8 10. 9 

完形 25. 5 18. 5 13. 2 

信フ主巴’Z乃＂：ノノ 11. 3 12. 1 9. 8 

完形 2 

完形 333 7.8 ±0.6 3. 4 ±0. 3 1.3 ±0.3 

完形 165 

完形 2, 765 

完形未満 99 

破片 201 

破片 4 16. 1 + 8. 9 + 

完形 12 16. 1 ±0. 6 7. 2 ±0. 2 2. 6 ±0. 2 

完形未満 22 

破片 27 

半分 2 32. 9 23. 0 23. 0 

合計 3,636 

企

~ 

8 

7.5 8.0 8.5 9. 0 9. 5 10. 0 
長さ（mm)

× 雑草メロン型（長さ6.09nm以下）
0 ？クワ ・シロウリ型（長さ6.10～8. 09mm) 
ゐモモノレディカメロン型（長さ8Imm以上）

備考

500個の平均±標準偏差

計担lj対象外

計測対象外

計調lj対象外

12個の平均±標準偏差

計調lj対象外

計点lj対象外

接合し完形1個

第44図 SK26 (No. 530）出土メロン類種子の大きさ （n二500)
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長さ （mm)

ロ雑草メロン型（6.09mm以下）
圃 マクワ ・シロウリ型（6.10～8. 09凹）
ロ モモノレディカメロン型（8.!mm以上）

第45図 SK26 (No.530）出土メロン類種子の長さ （n=500) 
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第4章 自然科学分析

2）種実同定

水洗・抽出済の種実試料の同定結果を第19表に示す。分析に供された7試料からは、裸子植物l分

類群（イチョウ） 1個、被子植物10分類群（オニグルミ、アブラチャン、ウメ、モモ、カキノキ属、ヒョ

ウタン類、メロン類（雑草メロン型、マクワ・シロウリ型、モモルデイカメロン型）） 3,635個の、計

3,636個の種実が同定された。栽培種は、イチョウの種子が1個（No.350目 6）、ウメの核がl個（No.389-

2）、モモの核がl個（No.443-2）、カキノキ属の種子が4個 （No.695-3）、ヒョウタン類の種子が61個 （No.

784）、メロン類の種子が3,565個（No.530）の、計3,633個が確認された。

最も多く確認されたメロン類（No.530）は、保存状態が良好な完形種子500個の大きさを計測した結果、

長さが最小6.02－最大9.97 （平均7.79±標準偏差0.63）、幅が2.65-4.21 （平均3.42± 0.28）、厚さ

が0.4-1. 98 （平均1.26土 0.3）であった。また、種子の長さは、藤下 (1984）の基準による雑草メロ

ン型が2個（0.4%）、マクワ・シロウリ型が333個（66.6%）、モモルデイカメロン型が165個（33.0%)

に分類された （第44・45図）。

以下に、今回の分析で確認された大型植物遺体のうち、主な種類の形態的特徴を記す0

・イチョウ（Ginkgobiloba L.) イチョウ科イチョウ属

種子が検出された。淡灰褐色、長さ約2cm、径1.5cm程度の広楕円体。頂部カミら基部にかけて2本の

稜があ り、両端は短く尖る。種皮は堅く、表面は粗面。半分が欠損する 0

・マツ属複維管束亜属（Pinussubgen. Diploxylon) マツ科

短枚、 針葉が検出された。灰褐色、短枚から2針葉が伸びる。針葉は、長さは最大で、4cm程度、径

lmm程度の針形で、横断面は半円形。中心部に2個の維管束がある。一部の葉横断面を観察した結果、

4～10個程度の樹脂道が葉肉内に点在するため、クロマツ（P. thunbergii Parlatore）であることがわ

かる 0

・オニグルミ (Juglansmandshurica Maxim. subsp. Sieboldiana (Maxim.) Kitamura) クルミ科ク

ルミ属

核が検出された。灰褐色、完形ならば広卵体で先端部分がやや尖る。径3cm。1本の明瞭な縦の縫

合線があり、縫合線に沿って半分に割れているが、これらは接合することから、 実際の個体数はlつ

である。核皮は硬く、表面は縦方向に溝状の浅い彫紋が走りごつごつしている。内部には子葉が入る

2つの大きな窪みと隔壁がある。

・クワ属 （Morns) クワ科

種子が検出された。灰褐色、完形ならば長さ 2mm、径l.8mm程度の三角状広倒卵体。一側面は狭倒

卵形で、他方は稜になりやや薄く、一辺が鋭利。基部は爪状突起がある。表面には微細な網目模様が

ありざらつく 。

・ウメ （PrunusMume (Sieb.) Sieb. et Zucc.) パラ科サクラ属

核 （内果皮）の破片が検出された。茶褐色で、レンズ状の広楕円形。長さ l.5cm、幅lcm程度。基

部は丸く臓点があり、一方の側面には縫合線が発達する。内果皮は厚く硬く、表面には小凹点が分布

する。

・スモモ（Prunussalicina Lindley) バラ科サクラ属

核（内果皮）破片が検出された。側面には縫合線が発達する。内果皮は厚く硬く、表面にはごく浅

い凹みが不規則にみられる。

・モモ（Prunusparsica Batsch) パラ科サクラ属

核（内果皮）の完形が半分の状態で検出された。褐色～黒褐色。広楕円形でやや偏平。基部は丸く
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大きな臓点があり、先端部はやや尖る。長さ 3cm、幅2cm、厚さ l.5cm程度O 一方の側面にのみ縫合線

が顕著に見られ、縫合線に沿って半分に割れやすく、半分に割れた個体もある。表面は縦に流れる不

規則な線状のくぼみがあり、全体として粗いしわ状に見える。

・カキノキ属（Diospyros) カキノキ科

種子が検出された。破片のため全体の大きさが不明であるが、半月形で、最低でも 2cm以上はある

と思われる。全体の形状が不明であり小型のカキとの区別が付かないことから、カキノキ属としてい

る0

・イネ（Oryza sativa L.) イネ科イネ属

炭化した穎、非炭化の頴、炭化した粧乳が検出された。穎は炭化して黒色のものと、淡褐色で炭化

していないものがある。基部に特徴的な果実序柄がある。穎は薄く、表面には特徴的な頼粒状突起が

規則的に縦列する。 ijf乳は黒色、長楕円形でやや偏平。長さ 6mm程度。一端に症が脱落した凹部があり、

両面はやや平滑で、2～ 3本の縦溝がある。

・アワ（Setariaitalica (L.) P.Beauv.) イネ科エノコログサ属

目玉乳が検出された。炭化しており黒色、径l.5mm、厚さ lmm程度の半偏球体で、背面は丸みがあり腹

面は平ら。基部正中線上に目玉の凹みがある。窪みは切れ込みが浅く、孔の深さも浅い。

・ソパ（Fagopyrumesculentum Moench) タデ科ソノf属

果実の破片が検出された。灰褐色、完形なら約5mmの三稜状広卵体。一部の稜と頂部を欠き、基部

のみ残る。果皮表面はやや平滑。

・ヒョウ タン類（Lagenariasiceraria Standl.) ウリ科ヒョウタン属

種子が検出された。肩平な倒広皮針体。大きさは、約l.5cm程度O 頂部は切形で角張り、基部は切

形で臓と発芽口がある。種皮表面は粗面で、両面外縁部の幅広く低い稜に2本の縫線がある。

・メロン類（Cucumis melo L.) ウリ科キュウリ属

種子が検出された。淡灰褐色、狭倒皮針形で偏平。種子の基部には倒「ハJの字形の凹みがある。

種皮表面は比較的平滑で、縦長の細胞が密に配列する。完形種子の多くは、藤下 (1984）の基準によ

るマクワ・シロウリ型の中粒種子（長さ 6.1-8.0mm）に該当するものが最も多いが、小型の雑草メロ

ン型（長さ 6.0mm以下）は微量認められるほか、大粒のモモルディカメロン型（長さ 8.lmm以上）も比

較的多いことから、複数の品種が混じっている可能性が高い（第44・45図）。

・カボチャ（Cucurbita) ウリ科カボチャ属

種子の破片が検出された。灰褐色、完形ならば大きさ l.5cm程度の偏平な倒卵体。基部にあたる切

形の大きな臓がわずかに残る。完形なら全周に走る明瞭な縁があるが、検出された個体にも一部が残

存し、段差がある。種皮表面は粗面である。

カボチャは栽培種の総称で、日本では16世紀に渡来したニホンカボチャ、 19世紀に渡来したセイ

ヨウカボチャ、セイヨウカボチャよりさらに後れて渡来したペポカボチャの3種が現在栽培されてい

る（藤枝1995）。

・エゴマ（Perillafrutescens (L.) Britt. var. japonica Hara) シソ科シソ属

果実が検出された。暗灰褐色、倒広卵体、果実基部に大きな着点部があり、舌状に突出する。果皮

は厚く柔らかく、厚さはO.lmm程度O 表面には浅く大きく不規則な網目模様がある。破片の個体は大

きく、推定される大きさが2mm程度で、あったため、中山ほか（2000）の計測値を参考にエゴマとした0

・シソ属 イヌコウジュ属（Perilla-Mosla）シソ科

上述したエゴマに似るが、大きさが1.5mm前後のものをシソ属ーイヌコウジュ属とした。ただし、
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第4章 自然科学分析

栽培種のエゴマと、シソを含むシソ属、野生種のイヌコウジュ属の果実は、大きさの変異が連続的で

あるため、これらの中にエゴマを含んでいる可能性もある。

－ナス（Solanummelongena L.) ナス科ナス属

種子が検出された。灰褐色、大きさ 3.5mm厚さ lmmの偏平で、歪な腎臓形。基部はやや肥厚し、くび

れた部分に臓がある。種皮はやや厚く、表面には微細な星型状網目模様が臓から同心円状に発達する 0

・ゴマ（Sesamumindicum L.) ゴマ科ゴマ属

種子が検出された。淡褐色、広皮針形で大きさは4mm程度O 扇平で、表面はざらつく。片面の表面

に縦方向の浅い筋が走る。基部側の約1/3が残存し、あとは欠損する。

(4） 考 察

堆積環境

珪藻化石の群集組成が類似するSD03（背割水路） (No.572）及び井戸（No.571・ No.614）より検出され

た特徴種の生育環境を概説すると、まず、流水不定性種のGomphonemaparvulum＇土、流水、塩分濃度、

pHに対しでも極めて高い適応能力を持つ種であり、さまざまな水域に認められる。そのため、 Asai

and Watanabe (1995）は、広域適応種としている。同じく、流水不定性種のPinnulariamicrostauron 

は、富栄養化した湿地に認められる場合が多く、 Asaiand Watanabe (1995）によれば、好汚濁性

種とされている。流水不明種のFragilariaspp.、Pinnulariaspp.は、種は不明であるものの、これら

の属は、湿地から沼沢湿地に認められることが多い傾向にある。陸生珪藻のHantzschiaamphioxys、

Pinnularia subcapitataなどは、水中や水底の環境以外のたとえばコケを含めた陸上植物の表面や岩石

の表面、 土壌の表層部など大気に接触した環境に生活する一群である（小杉1986）。特に、本試料か

ら産出した陸生珪藻は、離水した場所の中で乾燥に耐えうることのできる群集とされる（伊藤・堀内

1989・1991）。また、堆積物の分析を行った際、これらの種群が優占（70～ 80%以上）する結果が得

られれば、その試料が堆積した場所は、水域以外の空気に曝されて乾いた環境であったことが推定で

きると している。

以上のことから、井戸埋積時の環境は、地下水位は低く、やや湿った状況であったとみられ、陸生

珪藻は当時の地表面などの好気的な場所からの混入が推定される。また、 SD03（背割水路）の試料

は底面層より採取された土壌であることから、当時の表層土の混入が想定されるほか、普段はやや湿っ

ている程度で水の流れはほとんどなかったと思われる。

次に、上記した3試料と異なる群集組成を示したVI層下層（No.721）で検出された特徴的な種類のうち、

前述していない種について述べると、流水不定性種のPinnulariagibbaは、好酸性（最適pH6付近）、

富栄養から貧栄養種、湧泉・小川等にみられる着生種とされる（中島他1978）。同じく、流水不定性

種のPinnulariarupestrisは、貧塩一嫌塩性種、好酸性、流水不定性で、あり、比較的広範に生育するが、

湿原、湿地あるいは沼沢地などに生育していることの多い種である。このことから、基本的には湿地

であったが、好気的な場所も存在したと考えられる。一方、 VI層上層（No.720）では、陸生珪藻が多く、

保存状態も悪いことから、好気的環境にあったと考えられる。

周辺植生

栽培種を除く分類群のうち、確認された木本種実についてみると、常緑針葉樹で高木になるクロマ

ツ、マツ属複維管束亜属、モミ属、スギ、ヒノキと、落葉広葉樹で高木になるオニグルミ、ハンノキ

属、クワ属、アカメガシワ、低木のアブラチャン、サンショウ、タラノキ、クサギ、ニワトコ、タニ

ウツギ属などが検出された。また、木本花粉ではマツ属が多産し、モミ属、スギ属、ハンノキ属、コ
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ナラ属コナラ亜属、アカメガシワ属、ノブドウ属などが産出した。これらの生態性をみると、マツ属

やタラノキ、アカメガシワなどの成長が早く二次林を構成する種類や、スギやオニグルミ、クマシデ

属ーアサダ属、コナラ属コナラ亜属、ハンノキ属、エノキ属ームクノキ属、ニレ属 ケヤキ属、トチ

ノキ属、アブラチャンなど傷害に強く河畔林を構成する種類からなる。調査地は富山城下町の武家屋

敷および町屋敷の範囲にあたることから、屋敷地周辺に生育した種類や、富山城下町周辺を流下した

旧神通川などの河畔や湿地などに生育していた森林植生を反映していると考えられる。なお、スギや

マツは花粉や葉などが確認されており、これらは成長が早く、景観が美しいことから、護岸、防風目

的で今日でも植栽されることが多い。おそらく、富山城内や城下町などに植栽されていた樹木に由来

する可能性がある。

また、草本類では、栽培種を除いた草本種実は、やや乾いた場所や湿った場所にも生育可能なオヒ

シパ、イネ科、カヤツリグサ属、カヤツリグサ科、カラムシ属、ギシギシ属、ザクロソウ、スベリヒ

ユ、ハコベ類、ナデシコ科、アカザ属、ヒユ属、アブラナ科、カタバミ属、エノキグサ、シソ属一イ

ヌコウジュ属、イヌコウジュ属や、抽水植物のイヌホタルイ近似種、湿生植物のトウパナ属、タカサ

ブロウなどの種実が検出された。草本花粉では、イネ科の割合が高く、サナエタデ節ーウナギツカミ

節、アカザ科、アブラナ科、ヨモギ属など開けた場所を好む種類が認められ、植物珪酸体では湿潤な

場所を好むヨシ属や開けた場所を好むススキ属も検出された。上述したように、調査地周辺は、城下

町として開発が進んでいることから、確認された種類は、調査地周辺にいわゆる雑草として生育して

いたとみられる。また、背割水路内は、珪藻分析の結果から、流れが小さい帯水域で、埋積が進んで、いっ

たことが指摘されたことから、水路内には上記した湿性植物が生育していた可能性がある。

植物利用

SD03 （背割水路）や井戸跡、土坑及び包含層（VI層）からは、イチョウ、ウメ、スモモ、モモ、

カキノキ属、イネ、アワ、ソパ、ヒョウタン類、メロン類、カボチヤ、シソ属（エゴマ）、ナス、ゴ

マの種実が出土した。これらの出土した栽培種は、当時利用された植物質食料と考えられる。なお、

SK26 (No.530）より多量出土したメロン類は、出土種実の計測結果によれば、中粒種子のマクワ・シ

ロウリ型が66.6%と最も多く、大粒種子のモモルデイカメロン型が33.0%と次ぎ、小粒種子の雑草メ

ロン型は0.4%と少量であった。この結果を参考すると、マクワ・シロウリ型を主体とする複数の系

統のメロン類の利用が窺える。

また、花粉分析では、イネ属型、ソパ属、ベニバナ属の花粉が、植物珪酸体分析においてもイネが

検出された。この結果から、当該期の城下町周辺でのこれらの栽培の可能性が考えられる。なお、イ

ネについては、上述したように種実（穎、医乳）としても検出されており、イネは開花後も稲籾（穎）

の中に花粉が残留することが知られている。以上の点を踏まえると、検出されたイネ属花粉は稲籾に

由来するものも含まれている可能性を考慮する必要がある。
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3. Frustulia vulgaris (Thwaites) De Toni (SD03 B-B’9層；No.572)

'1. Gomphonema parνulum (Kuetz.) Kuetzing (SE03 2層；No.571)

5. Hantzschiαamphioxys (Ehr.) Grunow (SE03 2層；No.571)
6. Luticola muticα（Kuetz.) D.G.Mann (SE04; No.614) 

7. Pinnularia borealis Ehrenberg (SE04; No.614) 

8. Pinnularia gibba Ehrenberg (VI層下層，；No.721) 

9. Pinnularia microstauron (Ehr.) Cleve (SE04; No.614) 

10. Pinnularia subcapitata Gregory (SE03 2層；No.571)

11. Stauroneis phoenicenteron (Nitz.) Ehrenberg (SD03 B-B’9層，；No.572)

12. Surirellαovata var. pinnαta CW.Smith) Hustedt (SE04; No.614) 
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13.イネ属短細胞列（VI層下層，；No.721) 14.イネ属機動細胞珪酸体（VI層上層；No.720)

15.イネ属穎珪酸体（SE04;No.614) 16.ススキ属短細胞珪酸体（SE04;No.614) 

第46図珪藻化石 ・植物珪酸休
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1.モミ属（SD03B B’9層；No.572)
3.スギ属（SD03B-B’9層；No.572)
5.コナラ属コナラ亜属（SD03B B’9層，；No.572)

7.ノブドウ属（VI層上層；No.720)
9.イネ科（SD03B B’9層；No.572)

11.ベニバナ属（VI層下層；No.721)
13.アカザ科（VI層上層；No.720)
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5a 

Sa 

2.マツ属（SD03B-B’9層，；No.572) 

Sb 

50μ m 

(1) 

4.ハンノキ属（SD03B B’9層；No.572)
6.アカメガシワ属（VI層上層；No.720)
8.イネ属（SD03B B’9層；No.572)
10.ソパ属（SE04;No.614) 
12.アブラナ科（SD03B B’9層；No.572)

第47図花粉化石
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3.スギ種子（SD03B B’9層；No.572)

5.イチョウ種子（SD02・03;No.3506) 

7.ハンノキ属果鱗（VI層上層，；No.720)

9.アブラチャン果実・種子（SK26;No.530) 
11.ウメ核（SE04;No.614) 

13.モモ核（SE04;No.614) 
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2.モミ属葉（SD03B-B’9層；No.572)
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6.オニグ、ルミ核（SX04;No.796) 
8.クワ属中亥（SE04;No.614) 
10.ウメ核（SD02;No.389-2) 
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14.モモ 核 （SD03;No.443 2) 

第48図大型植物遺体 （1)
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15 

17 

16 

23 

15.アカメガシワ 種子（VI層下層；No.721)

17.タラノキ核（VI層上層；No.720)

19.クサギ核（背面） (VI層上層，；No.720) 

21.タニウツギ属種子（VI層上層；No.720)

23.イネ穎（基部） (SD03 B B’9層；No.572)

25.イネ穎・匹乳（VI層下層，；No.721)

27.オヒシパ種子（VI層上層；No.720)

29.イネ科果実（SD03B-B’9層；No.572)

31.カヤツリグサ属果実（VI層上層；No.720)
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18 

25a 

28 

29 

16.サンショウ種子（SE04;No.614) 

18.カキノキ属種子（SK30;No.695 3) 

20.ニワトコ核（SD03B-B’9層，；No.572) 

22.イネ穎（SD03B B’9層；No.572)

24.イネ匹乳（2個接着） (VI層下層；No刀 1)

26.アワ匹乳（VI層下層；No.721)

28.イネ科果実（SE04;No.614) 

30.イヌホタルイ近似種果実（VI層上層；No.720)

32.カヤツリグサ科果実（VI層上層；No.720)
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33.カラムシ属果実（VI層上層；No.720)

35.ギシギシ属花被（SE04;No.614) 

37.ザク ロソウ種子（SE032層；No.571)

39.ハコベ類種子（SE04;No.614) 
Lj l.ナデ、シコ科B種子（VI層上層；No.720)

43.ヒユ属種子（SE032層，；No.571) 

45.アブラナ科B種子（VI層上層；No.720)

47.エノキグサ種子（VI層上層；No.720)
49.雑草メロン型種子（SK26;No.530) 

51.モモルディカメロン型種子（SK26;No.530) 

53.カボチャ種子（VI層上層，；No.720)

55.イヌコウジュ属果実（VI層上層；No.720)

57.シソ属（エゴマ）果実（SD03B-B’9層，；No.572) 

59.ナス種子（SE04;No.614) 
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34.ギシギシ属果実（SE04;Nn.614) 

36.ソパ果実（SD03B-B’9層，；No.572)

38.スベリヒユ種子（刊層上層；No.720)

40.ナデシコ科A種子（VI層上層；No.720)
42.アカザ属種子（VI層上層；No.720)

44.アブラナ科A種子（SD03B B’9層；No.572)

46.カタバミ属種子（VI層下層；No.721)

48.メロン類種子（SK26;No.530) 

50.マクワ・シロウリ型種子（SK26;No.530) 

52.ヒョウタン類種子（SD05;No.784) 

54.トウパナ属果実（SD03B-B’9層；No.572)

56.シソ属イヌコウジュ属果実（SE04;No.614) 
58.ゴ、マ種子（SD03B-B’9層；No.572)

60.タカサブロウ果実（VI層下層；No.721)
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第3節木製品について

(1） 試 料

樹種同定

第3節木製品について

斉藤紀行・高橋敦（パリノ・サーヴェイ株式会社）

試料は、背割水路や土坑などから出土した木製品15点である。なお、後述する漆塗膜分析に供さ

れた試料には樹種同定対象外とされた木製品が2点含まれていたが、漆塗りと木地との関係を検討す

る上で重要と判断し、分析対象としている。また、漆器椀（SK09：・第32図261[No.698-2］・図版16）は、

漆塗膜分析の際に木片の確認を行った際、樹種同定用の木片と樹種が異なることが明らかとなったた

め、その結果を併記している。以上の各試料の詳細は、結果とともに第20表に記す。

漆塗膜薄片作製観察・ X線回折分析

試料は、漆塗膜の残る漆器及び下駄5点である。なお、下駄（SK30：第33図277[No. 679] ）と漆器（SK09:

第32図261[No.698-2］・図版16）は、樹種同定用の木片にも漆塗膜が確認された。そのため、これ

らも含めて試料の観察を行い、薄片作製観察およびX線回折分析試料を選択している。各試料の詳細

および各種分析対象とした漆塗膜の別を第21表に示す。

(2）分析方法

樹種同定

試料はいずれも木片であったため、木取りが判断できるもののみを第20表に記した。木片の観察後、

剃刀を用いて木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の3断面の徒手切片を直接採取する。

採取した切片をガム・クロラール（抱水クロラール、アラビアゴム粉末、グリセ リン、蒸留水の混合

液）で封入し、プレパラートとする。プレパラートは、生物顕微鏡で木材組織の種類や配列を観察し、

その特徴を現生標本および独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと比較して種

類（分類群）を同定する。

なお、木材組織の名称や特徴は、島地・伊東（1982）、 Wheelerほか (1998）、 Richterほか（2006) 

第20表樹種同定結果

地区 層位
報告書 遺物

遺構 器種 木取り 備考
樹種

備考
番号 番号 （分類群）

A 下層 318 No.254 包含層 木札 南東側 焼印 スギ

A 下層 301 N。3142 SD03 曲物蓋 背割水路内出土墨書 ヒノキ

A 下層 322 N。3355 SD02・033区 櫛 出lj出 背割水路内 15～30cm下 イスノキ

A 下層 323 N。347 SD02・033区 櫛 出lj出 背骨｜水路内 15～30cm下 パラ科ナシ亜科

A 下層 293 No.360 1 SD02 ・ 03-3区 木札 背割水路内 30～40cm下墨書加工穴 スギ

A 下層 256 N。4052 SD02 漆器（椀） 横木地 背割水路内北側石積下 ナッツハキ属

A 下層 334 N。446 SD03 1区 櫛 出lj出 背割水路内 40cm～底面北側石積み モッ コク

A 下層 263 No.515 SK14 漆器（椀） 横木地 底面 ブナ属

A 下層 260 No.633 SD03 漆器（傘） 背割水路内 c-c’検出面～15cm下 エゴノキ属

A 下層 300 No.64 7 SD03 木札 背割水路内 c-c’15～30cm下墨書 クリ

A 下層 277 No.679 SK30 下駄 No.15 ブナ属

A 下層 278 Nゐ680 SK30 下駄 No.16 ブナ属

下層
261 

No.698-2 
存在器

横木i也 北側括
ブナ属

A SK09 
（高台付椀） 漆塗膜分析用トチノキ

A 下層 357 No.727 SX03 4反 ヒノキ

A 下層 359 No.794 1 SX04 1柄 スギ

A 下層 279 No.681 1 SK30 下駄 No.17 サクラ鼠 漆塗膜分析用

A 下層 262 No.741-2 SKJ3 漆器（椀） 横木地 カエデ属 漆塗膜分析用
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を参考にする。また、日本産木材の組織配列は、林（1991)や伊東（1995 1999）を参考にする。

漆塗膜薄片作製観察

漆塗膜を木地が残るように切り離し、軽く水分を拭き取る。合成樹脂で塗膜を包埋し、樹脂を固化

させる。漆塗膜の断面が出るように、ダイヤモンドカッターで樹脂と塗膜を切断し、切断面を研磨す

る。研磨面をスライドグラスに接着し、反対側も切断と研磨を行ってプレパラートとする。プレパラー

トは、生物顕微鏡、偏光顕微鏡、落射蛍光顕微鏡などを用いて、塗膜の状態や混和物などを観察する。

X線回折分析

試料を無反射試料板に固定し、以下に示す条件で測定を実施した。なお、検出された物質の同定解

析は、 MaterialsData.Inc.のX線回折パターン処理プログラムJADEを用い、該当する化合物または鉱

物を検索した。

装置： UltimaNProtectus （リガク） Divergency Slit ・ 1° 

Target : Cu (Kα ） Scattering Slit : 1° 

Monochrometer ・ Graphite 湾曲

Voltage : 40kV 

Current : 40 mA 

Detector SC 

Calculation Mode : cps 

(3）結果

樹種同定

Recieving Slit ・ 0. 3 mm 

Scanning Speed : 2° /min 

Scanning Mode ：連続法

Sampling Range ・0.02°

Scanning Range . 3～ 45° 

同定結果を第20表に示す。分析対象とした木製品18点は、針葉樹2分類群（スギ、ヒノキ）と広

葉樹10分類群（ブナ属、クリ、ナッツバキ属、モッコク、イスノキ、サクラ属、バラ科ナシ亜科、

カエデ属、 トチノキ、エゴノキ属）に同定された。以下に、各分類群の解剖学的特徴等を記す。

・スギ（Cryptomeriajaponica (L. f.) D. Don) スギ手ヰスギ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材

部の幅は比較的広い。樹脂細胞はほぼ晩材部に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成される。分

野壁孔はスギ型で、 I分野に2-4個。放射組織は単列、 1-15細胞高。

・ヒノキ（Chamaecyparisobtusa (Sieb. et Zucc.) Endlcher) ヒノキ科ヒノキ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか～やや

急で、晩材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部付近に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成される。

分野壁孔はヒノキ型～トウヒ型で、 1分野に1-3個。放射組織は単列、 1-10細胞高。

・ブナ属（Fagus) ブナ科

散孔材で、道管は単独または放射方向に2-3個が複合して散在し、年輪界付近で径を減ずる。道管

の分布密度は高い。道管は単穿孔および階段穿孔を有し、壁孔は対列状～階段状に配列する。放射組

織はほぼ向性、単列、数細胞高のものから複合放射組織まである。

－クリ（Castaneacrenata Sieb. et Zucc.) ブナ科クリ属

環孔材で、孔園部は3-4列、孔圏外で急激に径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道

管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は向性、単列、 1-15細胞高。

－ナッツバキ属（Stewartia) ツバキ科

散孔材で、道管は横断面では楕円形、ほほ単独で散在し、年輪界に向かつて径を漸減させる。道管
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第21表分析試料一覧 （漆塗膜・顔料分析）

地区 層位
報告書 遺物 遺構

器種
試料

備考
仮名称、 分析項目＊

番号 番号 番号 種別 （漆の色等） 薄片 X回

黒漆 a ． 
A 下層 263 No.515 SK14 漆器（椀） 塗膜・顔料 底面、黒・赤漆あり

赤漆 b ． ． 
黒漆 a ． 

下層 No.679 下駄
塗膜・顔料

No.15、赤漆あり 黒I茶A 277 SK30 b 

樹種 赤漆 c ． ． 
黒漆 a 

A 下層 279 No.681-1 SK30 下駄 塗1莫・顔料 No.17、黒・赤漆あり 赤漆 b ． ． 
赤漆 c ． ． 
黒漆 a ． 

塗膜・顔料
黒漆漆器 b 

A 下層 261 No.698-2 SK09 
（高台付椀）

北側、黒漆あり
赤漆 c ． ． 

樹種
黒漆 d 

黒漆＋赤漆 a ． 
A 下層 262 No.741-2 SK13 漆器（椀） 塗膜・顔料 西側、 黒・赤漆あり

黒漆＋赤漆 b ． 
＊「薄片J－漆塗膜薄片観察． 「X回j X線回折分析、 ・分析対象

は階段穿孔を有し、 壁孔は対列～階段状に配列する。放射組織は異性、 1-2細胞幅、1-20細胞高で、

時に上下に連結する。

・モッコク （Ternstroemiagymnanthera (Wright et Arn.) Bedd.) ツノfキ科モッコク属

散孔材で、道管は横断面では多角形、単独または2-3個が複合して散在する。道管は階段穿孔を有し、

壁孔は対列～階段状に配列する。放射組織は異性、 1-5細胞幅、 1-100細胞高。

－イスノキ（Distyliumracemosum Sieb. et Zucc.) マンサク科イスノキ属

散孔材で、道管は横断面で多角形、ほとんど単独で散在する。道管の分布密度は比較的高い。道管

は階段穿孔を有する。放射組織は異性、1-3細胞幅、1-20細胞高。柔組織は、独立帯状または短接線

状で、放射方向にほぼ等間隔に配列する。

－サクラ属 （Prunus) パラ科

散孔材で、管壁厚は中庸、横断面で、は角張った楕円形、単独または2-6個が複合、年輪界に向かつ

て径を漸減させながら散在する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が

認められる。放射組織は異性、1-3細胞幅、1-30細胞高。

－パラ科ナシ亜科（Rosaceaesubfam. Maloideae) 

散孔材で、道管壁は中庸～薄く、横断面では多角形、単独または2-5個が複合して散在し、年輪界

に向かつて径を漸減させる。道管の分布密度は比較的高い。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配

列、 内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性、1-2細胞幅、1-20細胞高。

－カエデ属 （Acer) カエデ科

散孔材で、道管壁は薄く 、横断面で、は角張った楕円形、単独および、2-3個が複合して散在し、 年輪

界に向かつて管径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は対列～交互状に配列、内壁にはらせん

肥厚が認められる。放射組織は向性、 15細胞幅、140細胞高。木繊維が木口面において不規則な紋

様をなす。

－トチノキ （Aesculusturbinata Blume) トチノキ科トチノキ属

散孔材で、道管壁は厚く 、横断面で、は角張った楕円形、単独または2-3個が複合して散在し、年輪

界に向かつて径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、 壁孔は交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認
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められる。放射組織は向性、単列、 1-15細胞高で層階状に配列する 0

・エゴノキ属（Styrax) エゴノキ科

散孔材で、横断面では楕円形、単独または2-4個が複合して散在し、年輪界に向かつて径を漸減さ

せる。道管は階段穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、 1-3細胞幅、 1-20細胞高。

漆塗膜薄片作製観察

1) SK 14漆器椀（第32図263［地515])

漆器椀は、黒漆の面（a）と赤漆の面（b）の2面が認められる。黒漆の面（a）は、 下地に炭粉が

認められる。下地は、木地の凹凸を埋めるように認められ、厚さは80～ 170仰を測る。下地の上には、

混和物の無い漆層がl層 （60～ 70 μm）塗布される。赤漆の面（b）は、同じく炭粉を用いた下地が認

められるが、黒漆の面より 薄く厚さは 10～ 90μm程度で、ある。下地層の上には、赤色顔料を混和した

漆層がl層 （厚さ約50μm）塗布される。
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2) SK30下駄（第33図277[No.679]) 

下駄は、塗膜分析用と樹種同定用とがあり、塗膜分析用の木片には黒漆（a・ b）が認められ、樹種

同定用の木片には赤漆とみられる赤色部（c）が認められる。黒漆の面（a）は、下地が認められず、

木地の上に黒色の塗布層が10μm以下の厚さで直接塗布される。肉眼では表面に光沢が確認できるこ

とから、何らかの黒色物質を混ぜた黒漆と考えられるが、混和物の特定には至らない。一方、赤漆の

面（c）は、木地の凹凸を埋めるように下地層 (130～ 200μm）が認められるが、下地の種類は不明で、

ある。その上に、 lOμmU下で、黒色の薄い塗布層が認められ、最上部に赤色顔料を混和した漆層（20

～ 30 μm）が認められる。

3) SK30下駄（第33図279[No. 681-1］・図版16)

下駄は、木片の形状から側面の端部と推定される。漆塗りは、 3面認められ、黒漆がl面（a）、赤漆

が2面（b・ c）からなる。なお、黒漆の面（a）は、保存状態が悪く、光沢も認められないことから

漆層が剥落している可能性があるため、比較的状態の良い赤漆を観察対象としている。赤漆の面白）は、

木地の上に下地と考えられる黒色の層（30～ 40μm）が認められる。微細な黒色粒子が認められるが、

粒子の由来は不明である。その上に、赤色顔料を含む漆層 (lOμm以下）が1層認められる。もう 一方

の赤漆の面（c）では、赤漆（b）と同様に木地の上に黒色の層（30～ 40μm）が認められ、その上に

赤色顔料を混和した漆層（約100μm）が認められる。

4) SK09漆器椀（高台付椀）（第32図261[No.698 2］・図版16)

試料は、塗膜分析用と樹種同定用とがあり、塗膜分析用の木片で黒漆が2面（a・ b）認められる。

一方の樹種同定用の木片（混入物と考えられる）は黒漆の面（d）と赤漆の面（c）が認められる。黒

漆の面（a）は、下地とみられる微細な粒子を含む黒色の塗布層 (180～ 240μm）が認められ、その上

に混和物の無い漆層 (lOμm以下）がl層認められる。赤漆の面（c）は、下地と考えられる黒色の塗

布層（90～ 120 μm）が認められ、漆の一部は木地の奥まで浸透する。この下地の上には、赤色顔料を

混和した漆層（約40μm）が認められる。

5) SK 13漆器椀（第32図262[741-2］・図版16)

漆器椀は、黒漆と赤漆からなる面が2面（a,b）認められる。なお、黒漆部分の保存状態が悪く、赤

漆が模様であるかあるいは黒漆の上に塗布された赤漆であるかの判別には至らない。黒漆十赤漆（a)

では、下地と考えられる黒色の層（60～ 70μm）が認められ、その上に赤色顔料を含む漆層（約10μm) 

が認められる。黒漆＋赤漆（b）も状況は類似しており、木地の上に黒色の層（100～ 120μm）が認め

られ、その上に赤色顔料を含む漆層 oo～ 20μm）が認められる。黒色の層には、微細な黒色の粒子

が認められるが、粒子の由来は不明である。

X線回折分析

X線回折図を第51図に示す。なお、図中上段に試料のX線回折図、下段に検出された鉱物の参照

パターンを掲げている。

いずれの試料についても顔料鉱物である赤鉄鉱（hematite）が検出されたほか、石英（quartz）に

基づく反射が認められた。

(4）考 察

今回の分析に供された木製品は、伊東・ 山田 （2012）の木器分類を参考とすると、容器（曲物蓋、

漆器椀）、服飾具（下駄、櫛、傘）、遊戯具・日用品（木札）、施設材・器具材（板）などに分類される。

これらの木製品には、針葉樹のスギ、ヒノキと、広葉樹のブナ属、クリ、ナッツバキ属、モッコク、
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イスノキ、サクラ属、パラ科ナシ亜科、カエデ属、トチノキ、エゴノキ属が確認された。

包丁の柄（第38図359[No.794-1］・図版19）には、スギが確認された。この結果から、強度よりも

加工性を考慮した木材利用が推定される。容器は、板物となる由物蓋と挽物の漆器椀とがある。曲物

蓋（第34図301[No.314-2］・図版17）にはヒノキが認められたことから、加工性や耐水性を考慮した

木材利用が考えられる。一方、漆器椀はいずれも横木地であり、ナッツバキ属（第32図256[No.405 

2］・図版16）、ブナ属（第32図261[No.698 2］・図版16、第32図263[No.515］：樹種同定用）、カエデ属（第

32図262[No.741-2］・図版16）、トチノキ［No.698-2（混入物）］：漆塗膜分析用）などが認められた。

この結果から、樹種が多様であり、材質も重硬な種類から軽軟な種類からなるという特徴が指摘でき

る。なお、漆塗膜の観察を行った試料についてみると、いずれも下地の上に漆を l層塗っただけの簡

単な作りであり、赤漆については赤鉄鉱が検出されたことからベンガラを顔料として利用したことが

明らかとなった。

服飾具の下駄は、いずれも漆塗りの資料である。樹種は、ブナ属（第33図277[No.679］・第33図278[No. 

680］）とサクラ属（第33図279[No. 681-1］・図版16）が認められたことから、比較的強度の高い広葉

樹の利用が指摘できる。また、漆塗膜の観察では、黒色部分が木地の上に直接1層塗られるのみであ

るのに対し、赤色部分では下地と考えられる層が認められる（SK30：第33図277[No. 679] ）、黒漆の

上に赤漆を塗る（SK30：第33図279[No.681 l］・図版16）などの黒色部分とは異なる特徴が確認された。

これらの状況から、下駄の側面や足を乗せる台（表）などの部位の耐久性、摩耗度等に応じて漆塗り

が異なっていた可能性がある。

櫛は、イスノキ（第36図322[No.335-5］・図版18）、ナシ亜科（第36図323[No. 34 7］・図版18）、モッ

コク（第36図334[No. 446］・図版19）が認められ、比較的硬く綴密な木材の利用が窺える。イスノキやモッ

コクは本地域には分布せず、主に西日本に分布することから、西日本で作られた製品の搬入などが推

定される。伊東・山田（2012）のデータベースによれば、イスノキやナシ亜科は、これまでにも富山

県内の中世～近世の資料に確認された事例がある一方、モッコクは富山県内での出土事例は確認され

ていない。傘（第32図260[No.633］・図版16）はエゴノキ属であり、徹密な木材が利用される。橋本（1979)

によれば、聴瞳で作る傘の柄にエゴノキ属が利用されるという民俗事例が紹介されており、この事例

と調和する結果と言える。なお、富山県内における傘の出土事例では、梅原胡摩堂遺跡（南砺市）で

近世の資料にモクレン属が確認された例があるが、エゴノキ属の確認例は知られていない。エゴノキ

属の確認例についてみると、千駄ヶ谷五丁目遺跡（東京都渋谷区）、紀尾井町遺跡（東京都千代田区）

などの江戸遺跡、宮沢中村遺跡（山梨県南アルプス市）、宮下遺跡（静岡県静岡市）などから出土し

た近世の資料を中心に17例が確認できる（伊東・山田2012）。

木札は、 3点のうち2点がスギ（第34図293[No.360-1］・図版17、第35図318[No.254］・図版18）、

残る 1点（第34図300[No. 64 7］・図版17）がクリであった。木材の材質などから、加工性が高い木材

や強度が高く腐りにくい木材の利用が考えられる。板（第38図357[No. 727］・図版19）にはヒノキが

認められた。用途などの詳細は不明であるが、確認された樹種より曲物蓋と同様に加工性の高い木材

の利用が推定される。
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1.スギ（SX04;359 [No.794 1] ) 

2.ヒノキ科（SD03;301 [No.314-2] ) 

3.ブナ属（SK30;277 [No.679] ) 

日：木口， b：柾目， c：板目

第52図木材（1)
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・園田 100μm:3a

・・・・・・・・ 100μ m: l-2a, 3b, c 
100 μ m: 1 2b, c 
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4.クリ（SD03;300 [No.64 7] ) 

5.ナッツバキ属（SD02;256 [No.405 2] ) 

6.モッコク（SD03;334 [No.446] ) 

a：木口， b：柾目， c：板目

・・・ lOOμm:a

・・・・・・・・ lOOμm:b,c

第53図木材（2)
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7イスノキ（SD02・03;322 [No.335 5] ) 

8.サクラ属（SK30;279 [No.68トl]) 

9.カエデ属（SK13;262 [No.7 41 2] ) 

a ：木口， b：柾目， c：板目

第3節木製品について

第54図木材（3)

-101-



第4章 自然科学分析

10.パラ科ナシ亜科（SD02・03;323 [No.34 7] ) 

11.トチノキ（SK09;261 [No.698-2] ) 

12.エゴノキ属（SD03;260 [No.633] ) 

a：木口，b：柾目， c：板目

第55図木材（4)
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・・・・・・園田 100μ m:b, c 



第3節木製品について

－・・・開・圃圃・・園・・・圃・・・・・－－I＂中斗 2 ・← ’？事実野明周回噂周司F -""" ... 品九＇＇＂＂－＂＇

1漆器椀（SK14;263[No.515] ) a:a黒漆， b:b赤漆
2.下駄（SK30;277 [No.679] ) a: a黒漆， b:c赤漆

3.下駄（SK30;279 [No.681 1] ) a: b赤漆， b:c赤漆

4.漆器椀（高台付椀） (SK09; 261 [No.698-2] ) a. a黒漆， b:c赤漆

5.漆器椀（SK13;262[No.741 2] ) a:a黒漆＋赤漆， b:b黒漆＋赤漆

第56図漆塗膜
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第4節 動物遺存体分析について

納屋内高史 （富山市埋蔵文化財センター）

(1）試料

資料は主に上層・下層の背割水路（SDOl～ 03）や井戸を中心とする遺構から水づかり状態で出土

した。ほとんどが下層面からの出土である。資料の帰属時期は、共伴した陶磁器等から上層遺構出土

のものは19世紀後半以降、下層遺構出土のものは18世紀後半から 19世紀中頃が中心である。

すべて調査時に目視により取り上げたもので、フルイを用いた遺物の取上げは行っていない。資料

の保存状態は、概ね良好である。分析は、筆者所有の標本との比較を基本とし、奥谷編（2000）、上野・

山崎 （2008）、松井（2008）、安部編（2009）なども参考にした。

資料数は、総点数で101点を数え（第22～ 24表）、このうち綱よりも下位の分類群を同定できたも

のは84点である。同定できた資料は、イワガキを含むカキ類が37点と最も多く、イ ヌが11点、キジ

科が8点、コタマガイまたはオキアサリ、及びシジミ類が各7点と続く 。

以下、出土した資料の詳細を述べる。

(2）分類群ごとの記載

①貝類

腹足綱

アワビ類（Nordotissp.) : SK33から殻が2点出土した。どちらも比較的大型の個体に由来すると考

えられるが、殻の残存状態が悪く、形状からの詳細な種の同定や個体数の算出はできない。

エゾバイ科（Buccinidae gen. et sp. indet）：いわゆるパイ類である。殻が、SDOlから2点、SD03

から l点、包含層から l点の計4点出土した。

斧足綱

イタヤガイ（Pecten albicans) : SX 07から右殻がl点出土した。殻の後部を2カ所穿孔しており 、

H杓子 （第29図224）として用いたと考えられる。

イタボガキ科（Ostreidae）：いわゆるカキ類である。 イワガキ（Crassostrea nipona）が、SD02・

03及びSX07を中心に左殻8点、右殻5点の計13点が出土したほか、右殻と思われるものが撹乱内か

らl点出土しており、総計14点ある。

また、遺存状態が悪く、 種を同定でき なかったものが、 SD02・03を中心に、左殻2点、 右殻10点、

左右不明の殻11点の計23点出土している。

シジミ属（Corbiculidae sp.) : SD 02・03から右殻がl点、 SX07から左殻が1点出土したほか、包含

層から右殻3点、左右不明の殻2点の計5点が出土している。周辺環境から、マシジミまたはヤマト

シジミと考えられるが、出土資料からいずれかを判断することは難しい。

オキアサリまたはコタマガイ（Gomphina aequilatera or Gomphina melanaegis) : SD02から左殻l，点、

右殻2点、左右不明の殻2点の計5点、 SD03から左殻1点が出土したほか、包含層から左殻1点が出

土しており、総計7点ある。すべてオキアサリまたはコタマガイと考えられるが、殻の全形が分かる

ものがないため、詳細な同定は避けた。

ハマグリ属 （Meratrix）：撹乱内からチョ ウセンハマグリ （Meretrixlamarchii）がl点出土したほか、

属以下の分類群を同定できない左右不明の殻がl点出土している。チョウセンハマグリは殻高70mmを
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超える大型のものである。

②軟骨魚類

第4節動物遺存体分析について

板間亜綱（Elasmobranchii ord.,fam.,gen. et sp. indet.) ・ SD 02から椎骨がl点出土した。椎体径34.3mmを

計る大型のもので、サメ類と考えられる。

③硬骨魚類

タラ科（Gadidae gen. sp. indet.) ・ SD 03から椎骨が1点出土した。

ブリ属？ ( Seriola sp.?) : SD 03から椎骨がl点出土した。ブリ属の可能性があるが、椎体表面の状

態がやや異なり、全体の形状が不明確であることから、断定することは避けた。椎体径26.6mmを計り、

ブリ属であるとするならば、体長l.6mを超える大型の個体に由来すると考えられる。

タイ科（Sparidae）タイ科魚類のうち、種まで同定できたものにはマダイ（Pagrusmajor）がある。

マダイは、 SK25から頭蓋骨がl点出土した。中央部を右側面から冠状方向に切断されており、兜割

りをされたものと考えられる。

この他に、マダイ亜科（Pagrinae gen. et sp. indet.）まで同定できるが、属よりも下位の分類群を

同定することができない前鯉蓋骨、主鯉蓋骨が計3点、タイ科以下を同定することができない椎骨が

l点出土したO これらのうちマダイ亜科主鯉蓋骨、タイ科椎骨には刃物により切断された痕跡が見ら

れる。

マグロ属（Thunnus sp.) : SD 02・03から椎骨が1点出土した。椎体径38.25mmを計り、相川他の体

長推定式（相J11他1938）を基に、ク ロマグロ、キハダ、ビンナガの場合を想定して体長を検討したと

ころ、体長2.5m～ 3m前後と推定された。

ヒラメ科（Paralichthyidaegen. et sp. indet) : SD 03から、外翼状骨がl点出土した。

④鳥類

キジ科（Phasianidae): SD 01から尺骨、大腿骨が各l点、 SD02・ 03から上腕骨、足根中足骨が各l

点出土した。このうち、 SD02・03から出土した上腕骨、足根中足骨については、江田・井上（2011)

に基づき種レベルでの同定を試みたところ、ニワトリの可能性が高いと判断された。また、足根中足

骨は蹴爪が見られないことからメスの可能性が高い。

⑤日甫乳類

イヌ （Canisfamiliaris) : SD 02から、下顎骨、椎骨、肋骨、腔骨、大腿骨が計11点出土している。

同一地点からまとま って出土し、関節部が良くフィットすることから同一個体に由来すると考えられ

る。出土した大腿骨、腔骨の最大長から、西中川他の体長推定式（西中川2008）を基に体高を検討し

たところ、いずれも体高50cm前後の個体に由来すると推定できる。現在の犬種と比較すると四国犬や

紀州犬程度の大きさに相当する。

また、種類を同定することができなかったものの、イヌの可能性が考えられるものが、包含層から

l点、 SD02・03から下顎骨、四肢骨など計5点出土した。特にSD02・03から出土した下顎骨、腔骨、

尺骨は、小型で、骨端部も癒合していないことから幼獣のものと考えられる。

(3）考察

今回、同定した資料は89点にのぼる。同定した資料の多くは、カキ類を中心とする貝類であり、

それ以外のものも、イヌを除き主に食用として利用されるものが大半を占める。また、それらの多く

は背割水路や井戸から出土している。そのため出土した資料の多くは、食料資源として利用された後、

背割水路や廃絶した井戸の中に廃棄されたものと考えられる。
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魚員類は、員類ではイワガキを含むカキ類が37点と最も多 く、コタマガイまたはオキアサリと考

えられるものやシジミ類、パイ類なども少量出土した。魚類では、マダイを含むマダイ亜科が4点あ

るほか、サメ類やタラ科、マグロ属なども出土している。これら出土した魚員類は、遺跡周辺の河川

や近傍の海域である富山湾で獲得可能なものばかりである。

また、マダイの頭蓋骨にはいわゆる兜割りに伴っと考えられる切断痕が見られた。 このことは、近

世期の本地点周辺において、兜煮や鍋などマダイの頭、を用いた料理に用いられたこ とを示す。

鳥類.p甫乳類は、キジ科とイヌが出土した。特にキジ科は、そのうち2点がニワトリの可能性が高

いと判断した。そのため、ニワトリやイヌといった家畜の利用が行われていたと考えられる。また、

ニワトリはメスの可能性が高く、肉用としてだけでなく、採卵用として利用されていた可能性も考慮

する必要があるだろう。

これらのことから、近世期の本地点周辺の動物利用は、魚、員類については遺跡近傍で獲得可能なも

のを利用していたことがわかる。また、ニワトリやイヌなどの家畜の利用も行われていた。これら出

土した種のうち、特にマダイは兜煮や鍋などの形で賞味されたものがあったほか、ニワトリについて

は肉用以外に採卵用として利用された可能性も考える必要がある。

今回の分析結果を、これまでの近世富山城下町遺跡の分析結果（納屋内2010・2012、西町南地区市

街地再開発組合 ・富山市教委2014）と比較すると、貝類では遺跡近傍から獲得可能な種を主とし、カ

キ類が目立って出土するという点でこれまでの分析結果と共通する。また、魚類は、出土量は少ない

ものの、タ ラ科、タイ科、マグロ属などこれまでの城下町遺跡の調査で出土しているものばかりであ

る。このことから、特に本地点周辺における魚貝類利用は、大局的にはこれまでの城下町調査と同様

の傾向があるといえるだろう 。

(4）小結

今回の分析により、カキ類を中心とする異類やタラ科やタイ科などの魚類、ニワトリ、イヌといっ

た鳥獣類を同定することができたほか、資料に見られた痕跡などから、その利用法の一端を垣間見る

ことカtできた。

今回分析した資料数は少ないが、これまでの富山城下町から出土した動物遺存体の報告例は少なく、

富山城下町遺跡における動物利用を考えていく上で重要な資料となる。今後、資料数の増加を待って

比較検討を進めると共に、文献資料等との対比を行うことによって、本資料の位置づけをより明確に

できると考えられる。
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第22表上層面出土動物遺存体集計表

種別 種名 部位 左右 SDOl 包含層

エゾパイ科 向以島 2 1 

貝類
イワガキ 女7日凡 R 

コタマガイ／
殻 L 1 

オキアサリ

鳥類 キジ科
尺骨 L 

大腿骨 L 1 
総言｜ 5 2 

第23表下層面出土動物遺存体集計表

種別 種名 部位 左右

アワビJ:if! 殻

エソツミイ科 冗士J又' 

不明腹足類
蓋

設

イタヤガイ 殻 R 
L 

カキJil'! 士rt又 R 
不明

貝類
イワガキ 殻

L 

R 
L 

ンジミ属 殻 R 
不明

コタマガイ／
L 

殻 R 
オキアサリ

不明

不明斧足類 T土U『え' 不明

軟骨旬、類 板目思類 椎骨

タフ科 椎骨 ｜腹椎

ブリ属？ 椎骨 ｜尾椎

マダイ 頭蓋骨

前自J:Ijfil；骨 R 

硬骨魚類
マダイ亜科

王~！！＇..蓋骨
L 

R 
タイ科 椎骨｜尾椎

マグロ属 椎骨｜尾椎

ヒフメ科 外異状骨 R 
不明 椎骨

ニワトリ
上腕骨 R 

鳥類 足根中足骨 R 
不明 複合仙骨

下顎骨 L 

椎骨 ｜胸椎
｜腰椎

イヌ 肋骨
L 

R 
大腿骨 R 
腔骨 L 

II甫乳類 R 
下顎骨 R 

歯 ｜上顎C R ? 

イヌつ
I c 不明

尺骨 R 
ijjl骨 L 

中足骨 不明

同定不可 不明

総計

kt計
3 

1 

1 
7 

SDOl 

1 

1 

2 
2 

1 

1 

3 
1 
2 

1 
1 

1 

18 
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SD02・03

2 

8 
9 

5 

1 

1 

1 

1 

1 
1 

1 

1 

1 

3 

4J 

第24表撹置し出土動物遺存体集計表

種目！］｜ 種名 部位｜左右｜総計

イワガキ 殻 R? I 

貝類 ｜チョウセンハマグリ 殻 L 1 

SD03 

1 

1 

1 

8 

ハマグリ類

総言｜

SK2~ SK29 

1 

1 

1 1 

殻不明 I 

3 

SK29 SK33 SX06 
2 

1 

1 2 1 
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SXC7 包含層 総計

2 

1 
1 

2 3 
1 1 

2 
1 10 
1 11 

3 8 
2 1 4 
1 1 

3 4 
2 2 

2 

2 
2 

1 
1 

1 
1 
1 

1 1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

3 

2 

1 

1 
1 
1 

1 1 
1 

1 
1 

1 
3 

7 12 91 
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生

30 

14 

29 

， 

ζ会

9 

＠ザ
12 

込
ら
7fv 

28 
27 

艦翠司
司醒哩F

11 

m
 

r』FhJEE－a
 

l：チョウセンハマグリ左殻， 2：コタマガイorオキアサリ左殻， 3～4：イワガキ右殻， 5～6：イワガキ左殻7：シジミ類
左殻，8：シジミ類右殻， 9～ 10パイ類殻， 11 アワビ類殻， 12：マグロ類椎骨（尾椎） , 13：マタγ頭蓋骨， 14：マダイ亜
科前鯨蓋骨R,15：マダイ亜科主鯨蓋骨R , 16：タイ科椎骨（尾椎） , 17：板鯨類椎骨， 18：タラ科椎骨（腹椎） , 19 ：ヒ
ラメ科外翼状骨R,20：ニワトリ上腕骨R,21キジ科尺骨L,22：キジ科大腿骨L,23ニワトリ足根中足骨R,24イヌ下顎
骨L,25・イヌ椎骨（胸椎） , 26・イヌ椎骨（腰椎） , 27～28：イヌ肋骨R,29：イヌ腔骨R,30：イヌ大腿骨R

第57図出土動物遺存体
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第 l節 町屋構成遺構の構造と性格

(1)町屋を構成する遺構

第1節 町屋構成遺構の構造と性格

本調査区は、富山市一番町に位置する。富山城下「一番町」又は「壱番町」（以下、「一番町」とする）

は、万治年間 (1658～1661年頃）「富山旧市街図」、寛文六（1666）年「御調理富山絵図」、天保年間（1830

～1844年）「御城内外御焼失御絵図」、安政元（1854）年「越中富山御城下絵図」（巻頭図版4・ 富山県

立図書館蔵）によれば、富山城三の丸南側の外堀に沿い、東西方向に延びる北陸街道の北側に面した、

東西方向に細長い区画である。

本調査区で確認した富山城下町の町屋を構成する遺構は、背割水路、井戸、上水施設、ごみ穴、小

鍛治遺構などがある。武家地と町人地を分ける背割水路の遺存状態が良く、江戸時代後期の下水施設

の構造を知るうえで、貴重な資料となった。武家屋敷地側は調査面積が少なく、主だった遺構は見ら

れなかった。

(2）背割水路

背割水路は、背合わせに建てられた屋敷と屋敷の境界に造られ、「境堀」としての機能を有する。検

出した背割水路は、基本的には生活排水を流すための下水溝と考えられる。本調査区では、背割水路

が同一場所において、改修及び再構築された状況が明瞭に確認でき、大別して次のとおり、三段階の

時期変遷があったことが判断できた。ほほ同じ位置で、層を違えて構築している。

①～19世紀中頃

[SD03］内幅五尺～六尺三寸（約1.50～1.90 m）ほどの石積水路の構築、底面は素掘りで、上水施設

（木樋）設置に伴う石積改修と部分的な補修が行われる。

②19世紀後半頃か

[SD02] SD03の上に、内幅四尺～四尺三す（約1.20～1.30m）ほどに狭めた石積水路を改修構築、

根石付近のみが残存する。

③19世紀末頃～20世紀前半

[SDOl］内幅二尺六す～二尺八寸（約0.80～0.85m）ほとεの石積水路の再構築、底面敷石で、天

端石まで残る。昭和初期（戦中頃）まで使用される。

いずれの段階も蓋板（石）などの出土がなく、天端石が残るSDOlにおいても蓋板（石）などの痕

跡が確認できなかったことから、開渠と考えられる。護岸に積まれた石材は、 SD03では一部に穀物

臼（第31図237・図版15）の転用が見られたが、他は自然石（原石）を使用する。 SD03の石積みは

横方向に目が通るように積まれた布積状で、所々の隙聞には、間詰石が見られた。

胴木の使用は、 SDOlの北側でのみ確認した。水堀などの水中から構築される石積みは、水に強い松

の木の胴木（土台木・土居木）を敷き、胴木の上に根石を並べるか、根石を据える範囲を溝状に深く掘

り込んで根石を据える場合が多い。SD03では素掘り溝底面の地山土に根石が沈み込んでいる状況を所々

で確認した。 SD03の根石下には、胴木や杭の痕跡は認められず、石積みの重さによる沈み込みも考え

られるが、構築当初から素掘り溝底面の根石部分を掘り込み、根石を設置した可能性もある。

江戸時代の城下町における下水溝については、江戸では、雨落下水や溝（ドブ）、小下水、大下水、
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背下水などの名称で呼ばれ、自分下水や手前下水、公儀下水といった管理者の名前が付けられたもの

もあった（谷口1993）。東京都新宿区紅葉堀遺跡や四谷一丁目遺跡といった大下水の調査で、は、その

規模は幅五尺～六尺で、安山岩による石積護岸を有する構造であった （第58図、新宿区教委1990・

四谷一丁目遺跡調査団1998）。 これらの大下水は、 17世紀後半頃に石積護岸への整備が進められ、昭

和初期まで使用されたこ とがわかっている。一方、大阪の下水溝は、太閤下水とも呼ばれ、当初は素

掘りであった下水溝が、江戸時代後期に石積護岸に整備され、明治27(1894）年の改修を経て、 現在

でも使用されている。その規模は、幅一尺～四尺であるが、幅広の箇所では一間 （約l.80m）～二間（約

3.60 m）の大きさで、開渠であったと理解できる（大阪市建設局2007・久田2012）。

江戸での下水溝の管理は、公儀下水のように幕府直轄のものもあったようであるが、その維持管理

は、奉行所が町人に命じて行うのが普通で、あった。 御触書によって、下水溝の疎通をよくすること、

下水溝にごみを投げ捨てると罰せられることなどが通達されている（東京下水道史探訪会1995）。 大

阪の太閤下水の維持管理も、各町々で行われ、春～初夏にかけて清掃の水道凌えが実施され、 補修も

各町々の負担で行われた。藩が造った下水溝を、町人が管理するのが普通で、あったようである （大阪

市建設局2007）。

江戸時代の下水溝は、水路及び

併せて糞尿を流すもので、はなかつた。糞尿は、便槽に溜めて汲み取られ、近郊農村での有効な肥料と

して、一定の価格で引き取られていた。背割水路は、現在の用水路的な機能・役割を持った排水路で、

あって、町屋や武家屋敷なととの小下水や雨落下水を集めて、河川へと流す機能・役割を担うと同時に、

城下町での町境の役割を持ったものと考えられる。今回調査で確認した背割水路は、その規模と機能

から考えると、江戸の大下水や大阪の太閤下水に相当するよ うな下水溝で、あったことが理解できる。

富山城下町を描いた各種城下町絵図（巻頭図版4・ 富山県立図書館蔵）では、 富山城を中心に整備さ

れた水路網が描かれており、江戸や大阪と同様に、大小の下水溝を含む水路が整備されていた状況を

窺い知ることができる。一番町周辺では、背割水路の北側が武家屋敷、南側が町屋敷である。SD03・

SDOlともに、底面の西端と東端の計測値を比べるとSD03で、9.0cm、SDOlで、4.0cmほど東端が低くなる。

約lOOm東側で行った平成17年度調査（富山市教委2006b）と同様に、西から東に向かつて水が流れ

／／ 

外堀通り開

紅葉堀遺跡

四谷一丁包遺跡・石積み面

lit 

' ，，脇
田~店街自信事邑由自信薗温

第58図江戸大下水の構造

（文献34・35から）

ていたことカfわかる。

また、平成17年度調査では、背割水路に木橋がかけ

られていた痕跡が見つかってお り、武家屋敷と町屋敷聞

を行き来できるような便宜が図られていた（富山市教委

2006b・古川2014）。 本調査区では、SD03を埋設横断して、

武家屋敷側から町屋敷側への通水が考えられる上水施設

（第9図 ・図版3）を確認した。万治年間以降の絵図によ

れば、 背割水路北側の武家地は、「鼎江家」の屋敷地であ

る。 背割水路が町境となって、武家屋敷地と町屋敷地と

では明確な分離がなされていたこ とが考えられるが、あ

る時期には武家屋敷と町屋の間で関係があったことが想

定できる。

なお、背割水路の変遺と構造については、本章第5節

で詳述する。
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第l節 町屋構成遺構の構造と性格

(3）井 戸

江戸時代の町屋敷地から、SE03、SE04、SE06の3基の井戸を確認した。 SE03とSE04は側板構造で、

SE06は井戸の掘り方と考えられ、井戸枠は抜き取られたものとみられる。 SE03は、井戸底の底板に

取水孔が設けられたものであるが、 SE04では井戸底に底板の設置が認められず、桶状に組んだ板を

積み重ねていく方法で、設置されたものと考えられる。井戸内に投棄された陶磁器、掘り方内から出

土した陶磁器から、 SE06は17世紀代、 SE03は18世紀後半～19世紀中頃の使用が考えられる。 SE04

もSE03とほぼ同時期の使用が考えられるが、背割水路同様に19世紀中頃での町屋敷の再整備の時期

に作られた可能性がある。

(4）上水施設

SD03を横断する上水施設を確認した。 SD03と一体で構築されたのではなく、 SD03使用途中の段

階で設置されたものである。設置にあたってSD03の石材を積み直した状況が明瞭にみられる（第9図・

図版3）。溝底付近に設置された木樋の構造は、竹の節を抜いた竹樋に繊維を巻き付けてから土筒で、覆っ

た後、上面と側面を釘で接合した板材を組んで、覆っている。背割水路内を横断する竹樋が破損しない

ように、土筒と板で補強が施されたものであった。石積みの裏込め内は竹樋のままで、円形の挿入孔

を設けた継ぎ手として角形木材を使用していた（第36図337・338・図版19）。

竹樋と継ぎ手に角形木材を使用した上水施設は、北陸では福井県福井市福井城跡（福井市文化財セ

ンター2004）、富山県立山町芦僻寺室堂遺跡（立山町教委1994）などで見つかっている。江戸では、

東京都港区汐留遺跡（汐留地区遺跡調査会1996）なとごの上水施設がよく知られる。汐留遺跡は、仙台

藩屋敷跡である。汐留遺跡では、井戸が取水口で、継ぎ手部分に木樋の大きさに合わせた孔を割り抜

いた角形木材が使用されており、木樋聞には水j留めが設置され、竹樋も使用している。木樋や竹樋には、

各種の刻印や焼印がある。上水施設は、 17世紀～19世紀にかけて、各地の城下町整備に伴い、飲用

水の安定した確保を目的に設置されたものである。

本調査区で注目できるのは、武家屋敷地と町屋敷地の町境として、城下町の区画を分離する役割を

持った背割水路を横断していることと、高低差から考えて、取水口は武家の蛸江家の屋敷地側と推定

でき、武家屋敷地側から町屋敷地側への通水で、あった点である。調査によって、町屋敷から井戸が見

つかっており、町屋敷地に井戸がなかったわけではない。しかしながら、労力と費用のかかる上水施

設の整備が、武家屋敷地側から町屋敷地側にかけて行われていることから、何らかの必要性に応じて

普請されたことが考えられる。さらに、設置された竹樋の延長線上の調査区南壁（町屋敷地内）に接

して、円形の挿入孔を設けた継ぎ手の角形木材が埋設設置された状態、のままで、見つかっており、調査

区内を南北に横断するように設置されていた可能性がある。

(5）ごみ穴

町屋では、敷地内にごみ捨て穴を掘って、地中に埋めることが広く行われていた。ごみ捨て穴は、

比較的小さな穴である場合が多く、堆積土と遺物の出土状況から判断して、 SK29及びSK30は、ごみ

穴と考えられる。また、 SK17及びSK18・ SX03もごみ穴であった可能性が高い。平成17年度調査に

おいても、町屋敷の裏手にあたる箇所からご、み穴が見つかっている（富山市教委2006b）。

ごみ穴及びその可能性が高い遺構からは、下駄が多く出土した。 SK29出土の平面丸型のー木連

歯下駄（第32図273～275）は、前歯及び後歯が磨り減っていずれも草履下駄のようになっている。

SK30出土の平面丸型の構造（差歯）下駄のうち、表面に赤漆及び裏面に黒漆が施された露卯下駄4
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I期・ 17世紀～18世紀代か

SD06 ・ SE06・SK21・ SK33 ・ SX02 ・ SX04・SX05・ SX07・SX09

E期：～19世紀中頃［SD03]

SD03内上水施設・ SD05・SE03・SK14・ SK16～SK18 ・ SK23 ・ SK25・SK29～SK32・SX03・

sxos・SXlO・SP03

E期： 19世紀後半頃［SD02]

SK26 

N期 ：19世紀末頃～20世紀前半［SDOl]

上層面の遺構

(8）小結

富山城下一番町での町屋敷の構造は、北陸街道に沿った区画形状から判断して、北陸街道に面して

主屋である町屋が建てられ、その裏側の背割水路との聞の空間に、土蔵や離れなどの付属屋などがあっ

たことが推測でき、城下町特有の「商家の町並み」が形成されていたことが考えられる。

町屋敷は、城下町での商人や職人の営業及び生活の拠点であって、町人地の空間を構成する基礎単

位でもある。加賀藩・富山藩の城下町における町屋内部は、街道に面して商人や職人が商売や仕事を

する空間「ミセ」と「ミセノマ」、「オトリニワ」と呼ばれる通路、吹き抜けのある居住空間である「チャ

ノマ」、そして「ブツマ」や「ザシキ」といった部屋が一列に並び、「オトリニワ」を通って「台所」ゃ「周」

に続き、最も奥に「土蔵」を有する構造が基本であった （金沢市教委1992・1994）。富山城下町は戦

災によって焼失しているが、加賀藩の高岡城下町の外縁にある「金屋町」では、幕末～明治年間 (19

世紀後半～末頃）にかけての町並み

がよく残っており、町屋敷の構造を

窺い知ることができ、間取りに京都

の町屋敷との共通性が窺える（第61

図、高岡市教委2011・深田2006）。

本調査区は、各種絵図の位置から

判断して、商家の一角であった可能

性が高い。調査によって見つかった

町屋構成遺構は、背割水路と各種絵

図に描かれた北陸街道の位置から、

町屋敷の正面「ミセJの奥に位置す

る居住空間の一部ないしはさらに奥

（裏手） に該当する箇所と考えられる。

井戸、ごみ穴、小鍛冶などの遺構は、

富山城下町での町屋敷地における敷

地空間の使用とその生活構造を知る

うえで重要である。 （基峰）

ジムシヨ宮ミセ
ロウカ＝オトリニワ

② 

i階 2階

1高岡・金屋町

大門家

.0 

2高岡・金霊童町

喜多家

第61図江戸時代後期（19c前半）の町屋構成
（文献36から作成）
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第2節肥前陶器（朝鮮唐津）瓶について

第2節肥前陶器（朝鮮唐津）瓶について

(1）肥前陶器（朝鮮唐津）について

肥前陶器は、唐津焼と呼ばれている。肥前地方（現在の佐賀県及び長崎県）で生産された陶器の総

称で、肥前磁器の伊万里焼と同様に、出荷した港の名前が呼び名となっている。唐津焼は、当初は藁

灰柑を用いた陶器で、成形技法は、叩き作りとロクロ作りがある。慶長年間（1596～1615）に生産窯

が拡散・急増し、最盛期を迎えた（伊万里市史編さん委員会2006）。その中で、朝鮮の陶工から伝わっ

た伝統的な叩き作り技法で成形され、表（外）面に、鉄柏を上から流した黒色、さらに藁灰紬を掛け

た白色の二つの色を交わらせたものが、朝鮮唐津と呼ばれてドる。

(2）出土した肥前陶器（朝鮮唐津）瓶

本調査区の下層面SE04南側（B4グリッド）包含層から、朝鮮唐津の瓶、所謂大徳利 l点（第23図

85）が出土した。口縁部～頚部までを欠損し、残存高21.3cm、体部径13.0cm、底部径9.Scmを測る。表（外）

面は、頚部～体部にかけて黒褐色の鉄紬が施され、鉄手由施紬の体部を中心に、白濁色の藁灰柚が掛け

られる。特に体部下半が、白みを増している。体部を中心に、黒と白の二つの色が混じり合うように、

柑が施される。底部から約4cmまでは褐色の灰柚のみで、厳密には三色構成といえる。表（外）面に、

飾りなどの特別な装飾は見られない。粕の下には、叩き成形による平行目の痕跡が見られる。頚部内

面にまで、鉄車由が施されている。頚音防、ら光りを当てて内面を見ると、底面の上に粘土紐を巻き上げ

ながら作った輪積み痕跡が一部に残っている。内面の叩き痕は、叩き後になで消しており、一部に平

行日が見られる程度で、不明瞭である。体部を叩き成形して肩部を絞り込んだ後、ロクロを使用して

頚部が作られている。頚部～肩部にかけて絞り込んだ時の押圧が残り、頚部には段が見られる。体部

の器壁は薄く、頚部の方が器壁が若干厚くなる。素地は、鉄分が強い褐色の陶土が使用されている。

底面は平底で、未調整・無施紬である。底面に荒目の砂というよりも、籾殻の付着を思わせる痕跡、が

ある（第62図上段）。

(3）肥前陶器（朝鮮唐津）瓶の特徴と年代

『伊万里市史j（伊万里市史編さん委員会2006）では、叩き成形を中心とする肥前陶器の生産窯が38

基以上報告されている。なかでも、朝鮮唐津の瓶を中心に生産した窯では、伊万里市茅ノ谷窯が知ら

れている。その操業期間は、天正18(1590）年～慶長15(1610）年と推定されている。

一方、 肥前陶器の瓶は、大形瓶（底径が9cm以上）及び中形瓶（底径が9cm未満7cm以上）、それ以

下の小形瓶に分類されており（九州近世陶磁学会2000）、本調査区から出土した肥前陶器（朝鮮唐津）

の瓶は、大形瓶に該当するが、中形瓶ともいえる大きさでもある。肥前陶器の瓶で、叩き成形で作ら

れた平底の瓶は、比較的古い時期の生産品に該当し、九州陶磁器編年（九州近世陶磁学会2000）では、

I期 (1580～1610年）及びE期（II-1期 ：1600～1630年、 II-2期： 1630～1650年）の特徴を有する。

叩き成形による瓶の内面の叩き目は、寛永年間 (1624～1643）に同心円状から格子目状へと漸次、変

化することが指摘されているが、本調査区出土の瓶は、内面の叩き目が不明瞭でわからない。しかし

ながら、 I期～E期の特徴を有すると判断できる（第62図下段）。

本資料は、江戸時代前期 (17世紀前半）の生産品と考えられる。発掘調査成果が少ない17世紀前

半の資料であり、北陸地方での九州陶器の流通及び本遺跡の性格を考える上で重要である。 （基峰）
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本調査区出土の朝鮮唐津

残存高／ 24. 5 cm 

｛本部径／ 13.0cm

底部径／ 9. 5 cm 

出土状況

0 1:5 lOcm 

2 

3 L一一ーにこニJ 4 
0 1 :5 lC口n

肥前陶器（唐津）の窯跡出土瓶

I期 1・2 茅ノ谷窯（1 朝鮮唐津）

II -1期 3・4 大草野窯

第62図肥前陶器（唐津）瓶

（文献6・11から作成）

-116-



第3節越中瀬戸印花丸皿について

第3節越中瀬戸印花丸皿について

(1）越中瀬戸について

越中瀬戸は、中世末頃 (16世紀末頃）から操業が開始され、現在まで受け継がれている。近世以降

の越中を代表する焼物で、現在も富山県窯業の中心的役割を担って、展覧会でもよく取り上げられて

きた（富山市郷土博1960・愛知県陶磁資1990・富山市郷土博1995・富山市陶芸館2013）。

北陸地方の施紬陶器では最も古い焼物で、昭和初期から注目され（山本1934）、文書類の記録がよ

く残っていることでも知られる（定塚1983）。当初は、現在の滑川市及び中新川郡上市町・立山町で

操業が開始され、近世 (17～ 19世紀）を通じて立山町を中心に生産が行われた。その系譜は、名前

のとおり、中部地方を代表する焼物である瀬戸・美濃である。生産の最盛期には、越中を中心に加賀・

能登・飛騨・越後などの北陸地方を中心に流通している（宮田1997・1998）。

(2）出土した越中瀬戸印花丸皿の検討

本調査区からは、越中瀬戸印花丸皿が少ないながらも 3点出土した。ここでは、越中瀬戸印花丸皿

について若干の検討を行う。

越中瀬戸丸皿の見込み内底面に、梅や菊といった印花が施されたものが、越中瀬戸皿全体の中では

少ないながらも存在する。越中瀬戸は、近世における越中を生産・消費の中心とした日常雑器で、装

飾の乏しさもその特徴であるが、操業当初の製品では印花丸皿が多く、雅趣がある。越中瀬戸の中で

は、印花は文様としての装飾性が高く、その特徴を容易に把握できる資料でもある。印花は、素地が

柔らかいうちに、はんこ（判子）や土型などを押し当てて文様を施すもので、 17世紀代に多く用いら

れた問器の装飾方法のひとつである。はんこで押捺された文様は、印刻部に粕薬が溜まって文様が濃

くみえ、焼物の装飾性をより一層増す効果を発揮する。

本調査区から出土した越中瀬戸印花丸皿は、第26図147・156（図版12）及び第27図174（図版13)

の3点である。 147は体部中央で丸みをもって立ち上がる柚薬内禿皿で、 156と174は若干丸みをもっ

て立ち上がり、口縁部が端反り風になる柚薬内禿皿である。いずれも見込み内底面の中心から外れた

箇所に十六弁菊が印花され、付高台で、高台内に記号状の墨書が見られるのが特徴である。

147は、 SD02・03（背割水路） A A’聞の断割時に、裏込めから出土した。SD02・03（背割水路）

構築以前の土に混入していたと判断できる。口縁部から底部にかけての破片で、復元口径10.6cm、復

元底径5.lcm、高さ 2.5cm、光沢のない鉄柑がかかる。印刻内部にも若干ではあるが紬が見られ、作

りは丁寧で、焼成は良好、素地色調は樫（2.5YR6/6）で、胎土に白い砂粒を少量含む。 156は、 SD03

（背割水路）内に設営された上水施設の断ち割り時に、北側の裏込めから出土した。 SD03（背割水路）

構築以前の土に混入していたと判断できる。ほほ完形で、口径9.8cm、底径4.9cm、高さ 2.15cm、銀色

の光沢ある鉄紬がかかる。印花内部にも若干ではあるが粕が見られる。作りは丁寧で、焼成は良好、素

地色調は桂（2.5YR6/6）で、胎土に白い砂粒と少し大きめの白砂粒を含んでいる。 174は、 SX04か

らの出土である。層位からSD03（背割水路）構築以前の遺構であることが理解できる。ほほ完形で、

口径10.4cm、底径5.4cm、高さ 2.2cm、緑がかった透明感のない厚みのある灰紬がかかる。高台の一

部に柑溜まり、印花内部にも若干ではあるが紬が見られる。作りは丁寧で焼成は良好である。素地色

調は浅黄（2.5Y7 I 4）で、胎土に白い砂粒と少し大きめの白砂粒を含んでいる。器形や特徴などの

要素から考えて、いずれもほぼ同時期の生産品であることが想定できる。

また、 156と174では器形及び印花・胎土の共通要素から、同生産地（窯）であった可能性がある。
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(3）富山県内出土資料との比較（第63図）

越中瀬戸印花丸皿の一般的な特徴は、灰柚か鉄柚の内禿で、灰紬は少しくすんだ緑色で透明感がな

く、体部が内湾気味に立ち上がり、高台は付高台か削り出し高台であることが従来より指摘されてい

る（安田1988）。

富山県内での発掘調査資料に目をむけると、本調査区で出土した越中瀬戸印花丸皿のうち、 147は

南砺市梅原胡摩堂遺跡の越中瀬戸皿A類（体部中央で丸みをもって立ち上がる丸皿）、 156.174は梅

原胡摩堂遺跡の越中瀬戸皿B類（若干丸みをもって立ち上がり、口縁部が端反り風になる内禿皿、鉄

粕・灰柏、付高台）に該当する。梅原胡摩堂遺跡では、越中瀬戸皿を器形などによってA～F類の 6

類に分類している。 147に相当する越中瀬戸印花丸皿（見込み内底面に十六弁菊）はA類23点中6点、

156・174に相当する越中瀬戸印花丸皿（見込み内底面に十六弁菊）はB類13点中1点が出土する。梅

原胡摩堂遺跡の越中瀬戸皿A類では、口径がlOcrn前後が多く、口径と器高の比がほぼ5:1であること

が指摘されている（富山県文振財団埋文事務所1996a）。なお、梅原胡摩堂遺跡の越中瀬戸皿A類及び

B類は、宮田進一氏による越中瀬戸皿A1 a類に該当する（宮田1988）。梅原胡摩堂遺跡の越中瀬戸皿

B類に相当し、見込み内底面に十六弁菊が印花される丸皿の事例としては、富山市富山城下町平成20

年度調査 （富山市教委2010）や砺波市増山遺跡（砺波市教委1978・2008）・黒部市北堀切遺跡（黒部

市教委2013）・朝日町柳田遺跡（富山県丈振財団埋文事務所2009）などが知られる。また、梅原胡摩

堂遺跡の越中瀬戸皿A類に相当し、見込み内底面に十六弁菊が印花される丸皿の事例としては、富山

市富山城下町平成17年度調査（富山市教委2006b）や砺波市宮森採集資料（砺波市教委2010）など

がある。

本調査区から出土した丸皿同様に、見込み内底面に十六弁菊が押捺され、高台内部に記号状の墨書

をもっ事例としては、南砺市田尻遺跡出土の皿（富山県文振財団埋文事務所1996b）がある。

(4）小結

越中瀬戸は、操業当初の大窯期においては、上市町黒川窯では見込み内底面に印花が施されたもの

は確認されていないようであるが、滑川市小森窯では多くの皿類の見込み内底面に桜・菊の印花が認

められる。立山町山下窯では生産の主体が皿類で、数多くの皿類の見込み内底面に桜・梅・菊・大吉

などの各種の印花が認められ、多様な印花が施されている。大窯の操業は出現期から 17世紀中頃ま

でと考えられており、 17世紀中頃以降は立山町上瀬戸彦右衛門窯・下瀬戸孫市窯・新瀬戸九左衛門窯

といった連房式登窯の操業に変換していったことが指摘されている（宮田1988・1997.1998）。前述の

富山城下町平成20年度調査の越中瀬戸印花丸皿は、大窯期の生産品であることが推定されている（富

山市教委2010）。立山町を生産の主体とした操業は、加賀藩の「瀬戸役」として、江戸時代末頃まで

続き（安田1988.宮田1997・1998）、連房式登窯以降は、胴窯という単房式の窯が普及し、飛躍的に

生産量が多くなったことが理解できる。

本調査区から出土した越中瀬戸印花丸皿は、いずれも十六弁菊の印花である。比較資料が少ないな

がらも、前述した梅原胡摩堂遺跡などの消費地での出土資料及び生産地である大窯の山下窯及び小森

窯、登窯の彦右衛門窯の十六弁菊を印花する皿類との比較検討と、 17世紀後半に柑止めの段がほとん

どない内禿皿になるといった技法上の指摘（宮田1997・1998）から考えると、山下窯の系譜下で展開

した立山町彦右衛門窯などの連房式登窯で生産されたものと考えられる。その生産年代は17世紀後

半と推定できる。本調査区から出土した陶磁器類の中では、古い様相を示す資料である。 （関）
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14～16富山城下町25年度調査
（本書156・174・147)

I :4 20cm 

第63図見込み内底面に十六弁菊を印花する主な越中瀬戸丸皿

（文献23・47・49・50・55・59・76・79から作成）

-119-



第5章 総 括

ちん

第4節背割水路出土の土人形「狩抱き」について

(1）土人形について

人形は 「紙・木・土などで人間の形に作ったもの」で、古くは神の依代や呪誼の対象物として呪術

的要素の強いものであったが、江戸時代に入ると、愛玩あるいは観賞用として盛行した。日本の郷土

人形は、世界的に見ても種類が多く、全国各地で作られてきた（俵編1978.京都府立総資館友の会

1981）。

土人形は、こねた粘土を型枠に入れて抜き、合わせて成形し、乾燥後に窯で焼き、色鮮やかな塗彩

が施されたものが多い。江戸時代後期に京都の伏見人形を媒介に して、広く全国に普及したといわれ

ている。愛玩・観賞用といった機能の他に、江戸時代の人々の実生活と関連した民間信仰が加味さ

れ、人形の種類ごとに付与する ご利益が決まっていたことでも知られている（塩見1967.奥村1976）。

考古学による土人形の研究は、伏見人形窯の構造や変遷の過程などを中心に進められ（木立1997・

2001）、平成以降、各種開発工事に伴う近世遺跡の発掘調査の進展に伴って、遺跡出土の士人形が研

究の対象として注目されるようになった（北原2000・安芸2000・関西近世考古研2008）。

(2) SD02・03（背割水路）出土の「狩抱きJ
本制査区では、下層面（江戸時代）から蛙（第29図216・図版14）を除き、土人形が3点出土した（第

29 [2".[ 214・215・217・図版14）。

ここでは、出土した土人形の中で、特徴の把握が容易である 「立ち人形の神抱き（以下、 「狗抱き」

と呼ぶ）Jについて、若干の検討を行いたい。「狩抱き」は、SD02・03（背割水路） の中央 （2区）の

巾央付近、検出面からの深さ 15～ 30cmから出土 した。立ち人形で、胸元正面に狩 （犬） を抱き、頭

部を欠損する。残存高6.lcm、幅3.2cm、厚さ l.9cmを測る。型抜き前後合わせ成形で、正面を中心に

透明紬と緑粕が施柚され、神の目と体には黒色の彩色が見られる。

(3）遺跡出土の「狩抱き」

泣跡から出土した 「狩抱き」は、管見に触れたもので第25表及び第64図 （東京都建設局・内藤町

遺跡調査会1992・四谷一丁目遺跡調査団1998.東京都埋文センター2005・東池袋四丁目再開発組合 ・

玉川文研2007・汐留遺跡調査会1996・京都市埋文研2007・石川県埋文センター2002・金沢市2006・福

｜市j市教委1994.福岡市教委2007.北原2000）に示したとおりである。幕府の中心である江戸城が置か

れた江戸城下（東京23区）及び京都の伏見城下（京都市）、地方では九州の福岡城下（福岡市）と北

陸の金沢城下（金沢市） ・富山城下（富山市）からの出土で、特に江戸城下に集中する。いずれも江戸・

京都といった都や地方の有力大名によって築かれた城下町で、 近世遺跡の発掘調査が実施されている

箇所からの出土である。

「神抱き」は、いずれも型抜き前後合わせ技法での成形と考えられる。その規模は、平均で高さ7.79

cm、幅3.17cm、厚さ2.18cmで、ある。 土人形の種類の中では小型で、ぼってりと愛婿のある造形が特色

である。その形状から、子どもを対象と して流通した、安価な愛玩用であったと考えられる。

江戸城下からの出土品については、胎士が白色で透明紬に緑紬を流し掛けるものが京都産 （背面に

「亀」ゃ「治」などの刻印などが有るものあり）、胎土が樟色・ 褐色で透明紬のみのものが江戸近郊産

のものに多いとの指摘がある（安芸2001）。ここで集成を試みた 「狩抱き」は、 容姿 ・成形などの細

やかな特徴に差異が認められる。伏見人形のよ うに、土産品などとして全国的に流通したものと、福
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第 25表遺跡出土の主な土人形「仲抱き」

第4節背割水路出土の土人形「狩抱きJについて

帯号 都道府県 市区町村 城 Ft;遺跡人形名 出土遺構
規模 cm

成形 施前Ii／塗彩 胎土色調 時期 備考 文献
士 献

日 さ 幅 厚 さ 図版番号

I 京都府 京都市 伏見 伏見城a 埋葬237 7.0 3.0 2.1 型抜き前後合わせ 悩 緑 透 明／ 白 !9c11ii 底而櫛孔 京都ili2007 図版56922 

2 )j（郁l骨 京都市 伏見 伏見城b 埋葬314 7.0 3.0 1.9 型抜き前後合わせ 制透明／ i当 19c前 底而櫛孔 京都市2日日7 図版57-942

3 京都府 京都市 伏見 伏見城c 挫葬314 7.6 3.0 1.9 型抜き前後合わせ 制透明／ 白 19c11ii 低I師櫛孔 京都市2007 図版57-943

4 w:京都 新街区 江声 新宿六丁目 2416遺構 7.9 3.3 2.6 型抜き前後合わせ ／控彩 白 19c前 京都系、底fiii型住「抱」 ~（ Ji\、都m＇士2C05 205図－3

5 W:Jiltli 新宿区 江戸 内藤Plfa C-4遺構 8.3 3.2 2.3 型政き前後合わせ ／緑茶出 自 !9c11ii 京都系 新宿区内時町1992 229図一IO

6 東京都 新宿区 江戸 内藤町b c 125遺構 (4-4) 3.0 2.1 型抜き前後合わせ ／盟 ］~］ l9c前 京都系 新宿区内藤町1992 229図 JI

7 東京都 新宿区 江戸 四谷一丁目 D-15遺構 (6.6) 3.4 2.5 型抜き前後合わせ ／茶緑 乳椙 19c前 京都系 新宿区l田谷丁目1998 60図ーJOI

8 東京都 盟品区 江戸 巣鴨町 つつじ苑55遺構 (59) 3.1 2.3 ~1抜き前後合わせ 制1／緑茶思 i卦 !9ci拍 京都系 ~＼＇＇：区1996 450図ー734

9 東Ji都 l＼＇品区 江声 染引a IOI ill情 (6.4) 3.3 2.1 型抜き前後合わせ 灰緑／ 白 l9cl耐 京都系、底而櫛孔紳ぷち鉄絵 染井2001 1241:11 828 

10 nt京都 些品区 日戸 ぬ井b 94遺構 (68) 3.4 2.3 型抜き前後合わせ 灰／ 前白 !9c前 底而櫛孔 1'i'ぶち鉄絵 染升2001 116図ー702

11 東Ji（都 投品区 江戸 東池袋Ha IC04ill桝 75 3.1 2.2 型抜き前後合わせ ／赤 茶 緑 19c前 臼戸系 東池袋四丁目2007 !701Zl-759 

12 東京都 ，~~＇品区 日戸 東池袋Ilb 1380泣構 (65) 3.4 2.1 型抜き前後合わせ /¥Vi－緑 !9c中 江戸；果、低而櫛孔 東池袋凶丁目2007 194図ー1248

13 東京都 港区 iI声 iタ臼 Ii茸 (69) 3.0 型抜き前後合わせ ／緑忠 白 19c前 汐flilS96 玩Ji,写真263 

14 1:\111~？－ 日山m- 日山 日山城下町 SD02 ・ 03 (61) 3.2 1.9 型政き前後合わせ 緑透明／出 にA、ぃ抗指 !9c前 日山市2014 第29匡1-215

15 石川県 企ill市 金沢 広坂(I丁目）皿 SXI034 (6.4) 3.3 2.2 型th：き前後合わせ 透明／緑茶 白 IS c前 金沢市206 1 96 1~1 -92 

16 石川県 金沢市 金沢 木ノ新保 SK252 (6.4) 3.3 2.0 型抜き前後合わせ 19c前 石川県I'll文2002 1851ill-El4 

17 伺岡県 稲岡市 福岡 福岡城 m友喜 l背後合わせ 柿問111"2007 凶版83

18 悩問~＇；＜， 栢！珂rli 柿問 t長崎a 包含府 8.5 3.1 2.5 型政き前後合わせ !Sci11i 福岡市1994 31図ー！CJ

19 福岡県 稲岡rli 福岡 藤崎b 包含回 8.5 3.0 2.5 引抜き前後合わせ 19cl1リ 有国1iei1n994 3rnl-!OI 

20 福岡県 情｜吋市 福岡 博多a 一 型抜き前後合わせ 制事／ 北町、2000 l司12

21 稲川1県 相｜両市 相同 博多b 一 型抜き ・11ii後合わせ 制i謀／ 北原2000 12112 

※立ら人昨のみで、陸り人形は除外した。

京都系

品目A
5 

10 

響
11 

1伏見城a 2伏見城b 3伏見城C

4新宿六丁目
5内線田Ta 6内藤町b
7四谷一丁目 8巣鴨町

9染井a10染井b 13汐留

2 4 

9 

14 15 16 13 

12 

京都・金沢系

14富山城下町
15広坂（1丁目）
16木ノ新保

18 19 

福岡系
18譲崎a 19藤崎b
20博多a 21博多b

20 21 

江戸系

11東池袋Ea 
12東池袋Eb 

0 1:3 5cm 
ヒ＝二二＝ゴ

第 64図主な土人形「仲抱きJと生産地

（文献4・12・16・20・31・35・44・45・67・71・72から作成）
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第5章 総括

岡博多出土資料などのように、各地の城下を中心

とした窯元で製作されたものに大別できると考え

られる。本調査区で出土した「神抱き」は、新宿

区四谷一丁目遺跡や金沢市広坂 (1丁目）遺跡出

土のものによく似ており、施粕及び胎土から京都・

金沢系のものと考えられる。

(4）「狩抱き」の出現と普及・定着

土人形の出現は、 17世紀中頃と考えられ、 18世

紀以降になって各地の城下町から多量に出土する

傾向が指摘されている（関西近世考古研2008）。

伏見人形に目を向けると、寛文六（1666）年に再

板された「ひな人形の古実」にて、「神抱き」の姿

が描かれている（第65図）。伏見人形では、 17世

紀後半にはその容姿・造形が定着していたことが

理解できる。しかしながら、愛玩的な童子人形は、

18世紀後半～19世紀前半にかけて、 各地の城下町

から多く出土する傾向で、この時期に各地の城下

町において普及・定着したことを窺い知ることが

できる。

この背景としては、江戸を中心とした町人文化

が最も華やいだ元禄や化政文化の時期に該当する

ことから、節句行事や民間信仰の盛行との結びつ

きによって、窯元及び商人を媒介とした土人形の

第65図描かれた土人形「仲抱き」
（文献 10から）

生産 ・販売の増加と、商工人などの町人 （民衆） を中心とした購買層の増加が相乗した結果、 城下町

を中心に土人形の普及 ・大衆化が進んだことが考えられる。本遺跡出土の土人形も、当該期のものと

考えられる。 江戸や金沢といった主要な城下町同様に、 富山城下町においても、 江戸を中心に開花し

た町人文化の賑わいと繁栄の定着がなされていたことが想像できる。

(5） 小 結

最後に、「狩抱き」の意味について考えてま とめとしたい。「神抱き」は、 福岡博多では、 ねぶり（嘗

め）人形と呼ばれたようで、子どもが嘗めてしゃぶる人形として扱われてきた （福岡市教委1994・北

原2000）。伏見人形での「神抱き」は、鰻頭喰いなどの童子人形の一群に分類される。童子人形は、

子どもの成長と健康を祈願するためのものといわれる。一方、 神は、愛嬬ある風貌から、「狩ころ」 と

も呼ばれたよう で、子どものひきつけ防止や守り神としてのご利益があったようである （塩見1967・

奥村 1976）。

「神抱き」は、前述のとおり、その形状から子どもを対象と して流通した安価な愛玩用であったも

のと考えられるが、子どもが健康に育つためのお守り的意味を持った存在であったことも考えられる。

（基峰）
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第5節 本調査の総括と周辺調査との比較

第5節本調査の総括と周辺調査との比較

本調査では、富山城下町遺跡主要部における主に町屋に関する遺構を検出した。周辺では近年民間

開発に伴う発掘調査が相次ぎ、城下町主要部の様相が明らかになりつつある。過去2回の調査で、武

家屋敷地と町屋敷地を分ける背割水路を検出していたが、今回、変遷や構造をより明確にすることが

できた。本節ではまず主要遺構である背割水路の変選と構造を考える。さらに、本調査区の性格につ

いて触れ、これまでに行われた城下町の他の調査区との比較を行う。

(1）背割水路の変還と構造

変 遷背割水路は本調査区（平成25年度調査区）のほかに、約lOOm東で、行った平成17年度調査区、

約250m西で、行った平成20年度調査区で検出している（富山市教委2006b . 2010）。本章第l節で述

べたように本調査区では3時期の変遷を確認した。江戸時代後期の19世紀中頃に埋没したとみられる

SD03→幕末頃に造られ近代に埋没したとみられるSD02→戦後の戦災層によって埋没したSDOlとい

う変遷である。

平成20年度調査では上層 ・下層2期の背割水路を検出した。構造と時期から、上層のものは本調査

区のSDOl、下層のものはSD03に対応するとみてよい。また、平成17年度調査区の背割水路は、本

調査区のSD03に対応するとみられる。また、平成17年度調査では、石組みの背割水路の構築前に素

掘りの段階があったことが明らかになっている。

以上から背割水路の変遷をまとめると次の4期に分かれる。本章第l節で示した町屋構成遺構の年

代とも概ね対応する。

I期 ：17～18世紀代か。素掘り 。幅4m以上、深さ 1.4m以上O 平成17年度調査区で確認。

E期：～19世紀中頃。石組み。内幅約1.5～2.0m、深さ 0.9m～l.Om以上。平成17・20・25年

度調査区で確認。

E期： 19世紀後半頃か。石組み。内幅約1.2～l.3m以上、深さ0.3m以上。平成25年度調査区

で根石付近のみ確認。

N期：～20世紀前半。石組み（底面も石敷）。 内幅0.8～1.7m。深さ 0.6～0.8m。平成20・25

年度調査区で確認。

E期より前を I期として一括りにしたが、 I期は長期に及ぶことから何度かの造り替えがあったと

みるべきであろう 。また、素掘りである I期は平成17年度調査区のみで見つかり、すぐ西側で行っ

た平成25年度の本調査区では検出していない。同じ規模で延びているなら、本調査区でも掘り方を

確認できたはずであるが、そうでなかったのは I期の水路が地点ごとに幅や深さが違っていたためと

考えられる。実際 I期の背割水路を検出した平成17年度調査でも地点ごとに規模が異なり、最も西

側では深さが浅くなる。本調査区付近では規模が小さく、造り替えの際に削平されたことで痕跡が残

らなかった可能性がある。E期は出土遺物から、埋没は19世紀中頃とみられるが、構築時期は判然

としない。また、平成20年度の大手門南側の工事立会では、近代とみられる背割水路の一部を検出

した（富山市路面電車推進室ほか2009）。割石を使うなど、上記町期のものとは構造が異なり、近代

のなかでも部分的に造り替えを行っていたのかもしれない。

構造と機能 3調査区すべてで、見つかっている E期の水路について考える。

各調査区での底面の標高と流水方向は次のとおりである。平成20年度調査区は西側が6.48m、中央6.46

m、東側6.42m、平成25年度調査区は西側6.92m、中央部6.85m、東側6.83m、平成17年度調査区
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第66図背割水路（II期）の底面構造と現地表面の標高

はTJqiJ!IJ 6 . 94 m、東側6.70mとなる。いずれも西側が高く東流するが、標高をみると背割水路全体で

一定（束）方向に流す構造とはなっておらず（第66図）、東流させる地点と西流させる地点を交互に造っ

て上り下りのある底面構造をとっていたことが推測できる。谷部になる地点で北に並ぶ武家屋敷地の

坊に設けた小規模な水路から外堀へ流し込んだのであろう。

こう した構造は地形の影響を受けたためと考えられる。富山城周辺の現況地形を調査した園香正捻

氏によると、背割水路周辺の地形は東が高く 、西に向かつて低くなる（園香1995）。 国土地理院地図

でより詳しく 地形の変化を読み取ると（第66図）、園香氏の指摘どおり東側の西町付近が最も高く全

体として西下がりの傾向があるものの、平成25年度の本調査区付近（一番町）で低くなった後、西

側の平成20年度調査区付近（旅龍町）ではやや高くなり、さ らに西側で再び低くなることがわかる。

このような高低差のある地形において、ひとつながりでかつ一定の深さを保持した水路を構築するた

めに、上記のような構造をとったと考えられる。なお、水路の掘削にあたっては湧水層に達しないよ

う配慮していた可能性がある。調査で検出した井戸から、湧水レベルは標高6.0～6.3m付近とみられる。

いず、れの時期の水路もこれを超えない深さで掘られている。土壌分析の結果 （第4章第2節）では、

水路の底面はやや湿っている程度で水の流れはほとんどなかったとされる。生活排水や雨水を流す程

度で、 j勇水や上流（南）からの水が常時流れる状態ではなかったと考えられる。

背割水路北側にある武家屋敷地は、寛文期の前田利次による改修によって外堀を囲うように配置さ

れたものである。外堀の外縁を軍事・警備を専らとする番方によって囲み、軍事的防御を固めたと考

えられる（古川2014）。その武家屋敷を町屋敷と分離する背割水路は、防御的な観点からも重視され
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第5節 本調査の総括と周辺調査との比較

慶応末年頃か（1867年頃）

第67図絵図にみる背割水路の変化（矢印が背割水路。・は発掘調査地点）

たであろう。城下町の他の東西方向の水路が一部途切れる地点がみられるのに対し、一連で構築され

た背割水路は、水路（下水）としての機能以上に武家屋敷地と町屋敷地を隔てる意味を強く内包して

いたと考えられる。 I期からN期にかけての規模の縮小化は、近世から近代にかけてそうした防御的

意識が薄れていくことの反映とも考えられる。

E期からE期への造り替えについて 次に E期の背割水路から E期へ造り替えを行った理由につい

て考えたい。

平成25年度の本調査区では、背割水路の上面から約50cmまでの層に遺物が集中し、それより下層

ではほとんど出土していない。平成20年度調査区は出土状況について記載がないが、平成17年度調

査区はやはり下層からの遺物の出土が希薄であるという。こうした遺物出土状況を勘案すると、すべ

てが同じ時期に人為的に埋められたとは考えにくく、河川の氾濫など広域に及ぶ自然災害によって泥

土が下層に堆積し、その後、造り替えにあたり上層を人為的に埋めた可能性が高い。

E期からE期への造り替えの時期にあたる幕末期は、何度か大規模な水害に見舞われている。この

うち埋没の要因となったのは、安政2(1855）年、安政6(1859）年、慶応2(1866）年いずれかの神

通川の水害と考える。その理由は次のとおりである。

第67図上段は、安政元（1854）年の「越中富山御城下絵図」である。下段は「前田利同城囲の図」で、

富山市郷土博物館の浦畑奈津子氏のご教示によると、富山城最後の状態を描いたものとされる。比較

して注目されるのは、前者絵図の中央付近（平成25年度調査区西側）にみられる背割水路のクランクが、

後者では直線化していることである。すなわち、前者から後者の聞に造り替えが行われている可能性

が高く、このことから推定すると、上記3つのいず、れかの水害が原因となった可能性が高い。これら
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第5章総括

の水害は神通川の出水により、古い時期から 3500軒、 3200軒、 3000軒の家屋が浸水したとされる（富

山市郷土博1999）。具体的な浸水場所は不明だが、神通川の蛇行地点に近く堤防の決壊が起きやすい

城下町周辺は大きな被害を受けたことが推測できる。なお、後者の「前田利同城囲の図」で、は水路の

東部が描かれておらず、復旧の途中段階を表しているのかもしれない。

クランクについては大手筋から東西をみたときの見通しを遮蔽する意味があった可能性を考えた

い。城下町の街路の各所にも鈎曲と呼ぶクランクがあり、遠見遮断により敵の攻撃能力を低下させる

街路の防御をなしている（古川2014）。このようにE期の造り替えにあたって水路を直線化したことも、

上述した規模の縮小化とともに、城郭としての防御意識が失われつつあり、純粋に水路としての機能

へ変化したことを示しているのではないか。

(2）本調査区の町屋の性格と周辺調査区との比較

本調査区では主に町屋遺構を検出した。まずその性格について検討する。

また、町屋遺構は他に3つの城下町調査で検出している。平成17年度、平成20年度、平成25年度西町（本

調査区も平成25年度調査のため区別のためこのように表記する）（第2図）の調査である。これらと比

較し各調査区の特徴を検討する。

本調査区の町屋の性格 本調査区における生産関連遺物として、 SX07・ 09で出土した輔の羽口や

鉄淳がある。これらは上述したように小鍛冶に関連する遺物とみられる。 SXlOも覆土に焼土・炭化

物や礁を含むことから同じ性格の遺構であった可能性が高い。同じ一番町の平成17年度調査区でも

南西部の一角で、羽口や鉄淳を含む鍛冶関連遺構が集中している（富山市教委2006b）。さらに平成

25年度西町調査区でも羽口や椀型淳が出土し、生産加工直後とみられる頭部を巻かない釘があること

から小鍛冶を行ったことが指摘されている（西町南地区市街地再開発組合・富山市教委2014）。平成

17年度の調査報告書では、各町屋内で自給自足的に小鍛冶を行っていたことを指摘している（富山市

教委2006b）が、平成25年度に行った2つの調査区で、も同様の小鍛冶関連の遺構・遺物を検出してい

ることから、 その蓋然性はより高くなったといえる。各商家で必要とする鉄製道具類のうち少なくと

も一部は、外注するのではなく各々が個別に生産していたと考えられる。本調査区に存在した町屋が

どのような商品を扱っていたかは不明だが、少なくともある時期には鉄製道具を自給的に生産してい

たとみられる。

次に遺構の配置からみた土地利用について検討する。本調査区の遺構分布状況をみると、南東側

が希薄となる（第5図）。また、井戸は西半部のみに存在する。このように偏在性が認められるのは、

同じような土地利用がある程度踏襲され続けたことを示すのではないか。つまり調査区の南東部から

その南側にかけて建物が存在し、井戸がある西半部は庭地などとして利用されていたと考えられる。

同じような視点で他の調査区をみると、平成17年度調査区では南西部に井戸を含む遺構が密集し、

南東部は希薄である。平成25年度西町調査区も南半部に遺構が多く、さらに南半部のなかでも井戸

の偏在が認められる。

また、背割水路を横断して武家屋敷と町屋敷をつなぐ上水施設が検出された。高低差から取水口は

武家屋敷側とみられる。背割水路SD03の石積みを改修し設置していることから、設置時期はSD03

の構築より新しい。 19世紀前半～中頃であろうか。町屋敷側にも井戸は存在するためこのような施設

を設置して水をヲ｜く理由が判然としない。ただ、背割水路周辺は、木戸の設置など武家屋敷と町屋敷

を分離する意識が強くみられる（古川2014）にもかかわらず、実際は関係性が認められることである。

平成17年度調査でも背割水路に武家屋敷と町屋敷をつなぐ木橋橋脚と張出しが確認され、行き来が
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第5節 本調査の総括と周辺調査との比較

あったことが明らかになっている。こうした状況は、便宜的・緊急的にとられた措置かもしれないが、

前節で指摘した背割水路の規模の縮小化・クランクの消失といった変選を考慮すると、城下町整備当初

（寛文期）にあった武家 ・町屋の分離意図や防御意識が、江戸時代末期近くに至り徐々に薄れていくと

いう時期的な背景を要因とした可能性もある。

周辺調査区の町屋との比較 本調査区及び同じ一番町の平成17年度調査区は、上述したように輔

の羽口、鉄j宰などの小鍛冶遺構にかかわる遺物の出土が特に多く 、商売に必要な道具を自給的に生

産していたとみられる。平成25年度西町調査区は、羽口・鉄j宰の出土は上記調査区ほどではないが、

加工途中とみられる釘の出土があり、小鍛冶生産を行っていたと考えられる。また、 ここでは膨大な

木製品、特に曲物の薄い板材・端材が出土し、木材加工施設が存在したとみられている（西町南地区

市街地再開発組合・ 富山市教委2014）。釘は木製品の製作のために生産されたものかも しれない。

一方、旅龍町の平成20年度調査区は、遺構密度が高いものの生産関連遺物はほとんど出土してい

ない。これは文字通りこのあたりが「旅龍」すなわち宿場だ、ったことの証左であろう。

これまで城下町の発掘調査は一部を行ったに過ぎないが、各地点において特徴的な遺構 ・遺物の出

土状況が認められ、町屋を推測する手がかりが得られている。

(3) まとめ

本調査では背割水路の残存状況が比較的良く 、3時期の変遷を確認した。過去の調査成果も含めると、

全体としては少な くとも 4期の変遷があることが明らかになった。 また、水路の構造を推測し、幕末

頃になされたE期からE期への造り替えについては河川氾濫による埋没が原因と推測した。

現在でも、ほほ背割水路が存在した地点を境に、北側は「総曲輪」という城の外郭を示す地名、南

側は「旅龍町」「越前町」「一番町」「西町」 など町人地を示す地名が残る。外堀ではなく 、背割水路が地

名境界となっていることからも重要な意味をもっていたことがうかがえる。

本調査区では町屋遺構のなかに鍛冶関連遺物を多く含むものがあり、当該地の商家において自給的

な小鍛治を行っていたことを推測した。また、これまでの城下町主要部の発掘調査成果を瞥見した結

果、地点ごとに認められた異なる遺構・遺物の組成は町屋で行われていた商行為の違いを示すと考え

られ、城下町の様相が明らかになりつつある。

今回の調査成果は町屋遺構を主とするものであったが、他の調査区では武家屋敷地についても多く

の成果が得られている。町屋敷と武家屋敷地を細かく比較検討していくことで生活や土地利用の違い

が明らかになると思われる。また、本来隔てられるべき武家屋敷地と町屋敷地の聞に、木橋や上水施

設など両者を結び付ける遺構が検出されていることに関して、両者がどのような関係にあったのかも

今後追求すべき課題であろう。 （野垣）
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所収遺跡名 所在地 市 町 村 遺 跡 番号
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

富とや山ま城じょ下うかま町ち 富とや山まけ県ん富とや山ま市し 36度 137度 20131121 一番町共同

遺いせ跡き主しゅよ要う部ぷ いちば番んまち 16201 2011048 41分 12分 ～ 423m' ピル（仮称）
一町 21秒 43秒 20140228 新築工事

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

背割水路 肥前、肥前系磁器、唐津、

上水施設 唐津系磁器、瀬戸系磁
器、瀬戸・美濃、越中瀬

井戸 戸、信楽系磁器、丹波系
土坑 陶器、越前、土師器（カワ

小鍛冶遺構 ラケ）、瓦質土器、輸入陶

i誇 磁器、石製品（硯石臼）、
土製品（土人形 －泥面子）、

近世
ピット 貝杓子、金属製品（煙管

富山城下町の武家屋敷と
鎌握り欽包丁刃・把手

富山城下町 小判形飾り・箸）、銭貨（寛 町屋敷を区画する石積の

城下町 永通宝・文久永宝）、漆器 背割水路を良好な状態で
遺跡主要部 （椀－杓子和傘）、木製品（下 検出し、その構造と変遷

駄・木札・曲物・横櫛・羽
過程を把握した。子板・箸・筒か鞘・上水継

ぎ手－加工板－井戸側板
栓）、鍛冶製品（羽口・鉄淳）、
瓦（丸瓦・軒桟瓦）

背割水路 統制l磁器 ・人形、九谷、

土坑
土製品（鳥形・犬形・林檎

近代 形）、金属製品（コテ）、木
ピット 製品（小判状板4全）、瓦（軒

瓦軒丸瓦）

本調査区は、富山城南側の北陸街道沿いの城下町主要部に位置する。 18世紀後半から 19世紀中頃を主体と

する下層面と 19世紀後半以降の上層面の2層を検出した。主体となるのは下層面である。

武家屋敷地と町屋敷地を分ける石組みの背割水路を良好な状態で、検出し、江戸時代後期頃から昭和初期ま

で3時期の変遷を確認した。当初約1.5～ 1.9mの幅があった水路は、徐々に幅を狭くしながら造り替えられた。

要約 周辺の発掘調査成果も総合すると、背割水路全体として少なくとも 4期の変遷があったことが明らかになった。

町屋敷地からは、井戸－土坑等の遺構を検出した。土坑の一部に鍛冶関連遺物を多く含むものがあり、当該

地の商家において自給的な小鍛冶を行っていたことが推測できる。陶磁器のほか、土人形・下駄・櫛－羽子板・

傘など多様な遺物の出土があり、町人の暮らしぶりが具体的にわかる良好な資料が得られた。また、自然、科

学分析から動植物の食物利用や漆器・木製品の素材利用が明らかになった。
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